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《一》







「遅ち刻こくっ」

　チラチラと腕うで時計に視線を落としながら、急ぎ足で階段を降りる。

　朝方まで降っていた雨のせいで滑すべりやすいから足元に注意を、というアナウンスが繰くり返し駅構内に流れていた。

　すぐ脇わきには銀色の手すりがあるけれど、金属製のものとの相あい性しようが最悪な颯そう太たにとっては、実用性のない飾かざりみたいなものだ。個人的に、触ふれてはならないものランキングのトップクラスに位置する。

　リズムよく階段を駆かけ下りていたのだが、半分ほどのところに差しかかった時……ズルッとシューズの底が滑った。

「わぁっ！」

　ヤバい、落ちる！　と頭の中で警けい鐘しようが鳴り響ひびく。

　幸い、運動神経にはそこそこ自信がある。咄とつ嗟さに、左側にあった手すりを摑つかんで落下の危機を回かい避ひした。

「ッ！」

　ホッとする間もなく、バチッ！　と激しい音が響き、比ひ喩ゆや目の錯さつ覚かくではなく青白い火花が散った。

　咄嗟のこととはいえ、避さけなければならなかったモノに縋すがってしまった自分は間ま抜ぬけだ。

「うぅ……でも、階段から落ちるより、マシ」

　手すりに触れた左手の指先がビリビリと痺しびれ、イタタ……と顔を顰しかめながら自分に言い聞かせる。

　視界の隅すみに空をさ迷う毛先が映り、静電気を帯びた髪かみが激しく逆立っているのが想像できた。

「な、なに今の」

「え？　なんか、破は裂れつした？」

　周囲の人が、不安そうな声を上げてキョロキョロと視線を巡めぐらせている。

　両手で乱れた髪を撫なでつけていた颯太は、階段の下に姿を現した駅員を目にして止めていた足の動きを再開させた。

「なにがありました？」

「あ、駅員さん。なにか、ホームのほうから火花が見えたとか。……爆ばく発はつっていうほどじゃないみたいですけど」

　ヤバい。その『火花』の発生源が自分だと知られたら、面めん倒どうなことになる。説明に時間を取られるのもごめんだ。

　無関係を装い、素知らぬ顔をして階段を降りた颯太は、呼び止められることなく駅員とすれ違ちがったことにホッとして改札を目指した。

　次なる難関は、ソレだ。

「……改札。無事に抜ぬけられますように」

　独り言をつぶやきながら、祈いのるような気持ちで上着のポケットから切きつ符ぷを取り出す。

　本当はチャージ式のＩＣカードが便利なのだが、繊せん細さいな集積回路が埋うめ込まれたアレは颯太には使えないものだ。

　ほぼ毎回、エラーが出て改札で引き留められると学習済みだから、電車を利用する際は切符の世話になる。

　電磁気に敏びん感かんなＩＣカードより構造が単純であろう切符でも、三回に一回くらいは弾はじかれてしまうのだけれど。

　さっきの放電事故の影えい響きようが、切符にまで及およんでいるかもしれない……。

　そんな嫌いやな予感は的中する。颯太が切符を挿そう入にゆうした改札機は、無情にも目前でパタンと扉とびらを閉じて通せんぼをしてきた。

「あー……またかよっ。確実に遅刻だな」

　ガックリと肩かたを落として有人改札を通るために引き返しながら、アルバイトの始業時間に遅おくれることを覚かく悟ごした。










　アルバイト先のコンビニエンスストアは、勤務十日目で解かい雇こを言い渡わたされた。

　とぼとぼ力ない足取りで帰路につきながら、店長からかけられた言葉を思い出す。

「鳴なる神かみくん、明日からは来なくていいから。理由は、まぁ……言われなくても自分でわかってるよね？　かぁ」

　従業員室で、颯太の勤務終しゆう了りようを待ち構えていた店長の姿を目にしたところで、またかと予想はついていたのだが、やはり『使えない』というレッテルには気分が沈しずむ。

　遅刻が三回に、操作中に起きたレジの不具合が五回。タイムカードの不調で印字がされなかったことは、片手の指では数え切れない。それらがすべて、颯太が関かかわった時だけというのは明らかに不自然だろう。

　店長が言うように、原因は自分にあると自覚している。不ふ可か抗こう力りよくではあるが、説明しようとしても聞き苦しい言い訳としか受け止められないだろう。

　事情があって……と話しても、「下手な言い訳は聞きたくない」と相手にしてもらえないことは、これまでのアルバイト先で嫌というほど経験している。

　前回のファミリーレストランは、一週間。その前のファストフード店は、五日間だったことを思えば今回はマシだろうか。

「外でバイトするって啖たん呵かを切ったけど、やっぱり親父おやじに頭を下げるしかないか」

　白しろ抜ぬきの英字で、『Bakery　NARUKAMI』と書かれた赤い庇ひさしを目にしながら歩を緩ゆるめると、はぁ……と特大のため息をついた。

　颯太の家は、このあたりではそれなりに名の通ったベーカリーを経営している。天然酵こう母ぼを使った食パンやバゲットに、昔ながらのクリームパンや自家製コンフィチュールのジャムパンを求めて、遠方から毎週のように通ってくれる常連客もいるらしい。

　父親と、五つ上の兄の裕ゆう太たが中心となって製造を行い、母親が複数いる販はん売ばいスタッフを纏まとめている。

　颯太はといえば、現在無職だ。

　大学受験の当日、ベッドから出られないほどの高熱で受験さえできなかった。複数校を受験するほど学びたいことがあったわけではなく、合格圏けんだと太たい鼓こ判ばんを押されていた公立一本に絞しぼったのが災わざわいした。

　結果、この三月に高校を卒業したのはいいけれど、現在の肩かた書がきは『無職』だ。どんなことをしても大学に通わなければならない理由もなく、来年の再受験のため予備校に行くか？　という両親の提案にもうなずくことができなくて、せめてアルバイトをして生活費を入れようと思った。

　新生活にウキウキしている友人たちを横目に颯太が落ち込んでいると、両親は最初、家のベーカリーで働くか？　と誘さそってくれた。

　ただ、兄のように戦力として役に立つ自信はない。夏休みなどに、アルバイトとして店に出て人手が足りない際は厨ちゆう房ぼうに入ることもあった。父親や兄に教えられ、丸パンやフォカッチャなど数種類のパンやコンフィチュールも作れる自信がある。でも、技術が必要な複雑な作業などはできず……製造補助か販売スタッフがせいぜいだ。

　両親の言葉に甘えて、家事手伝いという肩書きを背負うのは、あまりにも情けない。

　俗ぞくに言うフリーアルバイターであっても、せめて親に甘えるのではなく別のところで働こうと思っていたのだが、現実は思うようにいかない。

　もう一つ吐と息いきを零こぼして透とう明めいのガラス張りになっている扉を開くと、棚たなに向いていた母親が振ふり返った。

「いらっしゃいませ！　って……あら、颯太。お帰りなさい。早かったわね」

　自分が不ふ甲斐がいなくて母親の顔がまともに見られず、視線を逸そらしながらボソボソと答える。

「ただいま。……なんか用があったら、手伝おうかと思って」

　うつむき加か減げんのまま、顔を上げようとしない颯太の態度に、思うところがあったのだろうか。

「今日は学生バイトさんがいるから、人手は足りてるかな。あ、そうだ。おやつ、あるわよ。規格外を厨房でもらってくるから、持って帰りなさい」

　母親は、そう言い置いて奥に引っ込む。クリームがはみ出したり形が歪いびつだったりして販売できない規格外の商品は、子供の頃ころから颯太と兄にとっておやつの定番だ。

「ハイ。今日はクリームパンとオレンジデニッシュ。あんたの好きなシナモンロールも、正規品だけどもらってきてあげたわよ」

　さすが母親というべきか。

　なにも言っていないのに、表情で颯太が落ち込んでいることがわかるのか、好物を含ふくめた紙かみ袋ぶくろを差し出してくる。

「ん……ありがと。じゃ、夜に」

　親心の詰つまった紙袋を手にして小さく笑った颯太は、扉を入ってくるお客さんと入れ違いに店外へ出た。

　これから、仕事帰りの人や明日の朝食を買い求める人たちによる夕方のピークがやってくる。

　母親は夕飯準備のために一足先に帰宅するが、父親と兄が自宅に戻もどれるのは、閉店の八時を一時間近く過ぎてからだ。

「晩飯の時に、話すか」

　アルバイトをクビになったと言えば、「またか」とため息をつかれるのは確実だ。

　ただ、颯太の抱かかえる厄やつ介かいな事情を知っている家族は、仕方ないと慰なぐさめてくれるはずで……それが、なんだか申し訳ないし情けなさを倍増させる。

　しょんぼりと肩を落として夕暮れの街を歩きながら、何度目かもわからない悲ひ哀あいに満ちたため息を漏もらした。
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「このところ、なーんか強きよう烈れつになってる気がするなぁ」

　リビングのソファに腰こしかけて大きく息をついた颯太は、自分の手のひらをジッと見み詰つめる。

　普ふ通つうより少し激しい帯電体質は、生まれつきだ。特に冬場の空気が乾かん燥そうする時季は、金属製のドアノブやらコンビニエンスストアの冷蔵ケース、電車の座席脇わきにあるポールも天敵に等しいものだった。

　ただ、それは颯太だけでなく兄も似たようなものだったし、少し気をつけていれば日常生活には支障がない程度だったのだ。

　……半年ほど前、不ふ慮りよの事故に遭そう遇ぐうするまでは。

「こうなったら、幸か不幸か微び妙みようだよな」

　自分の指先をジッと見詰めて、あの瞬しゆん間かんの激しい火花を思い出す。

　あれは、化学の実験中のことだった。

　普通に使用すれば危険のない装置だったのだが、同じグループのクラスメートが電流の設定を誤って、予定の十倍近くの電流が流れた。タイミング悪く、放電コイルを颯太が触さわっていたことで、バチンという音と共に目の前に眩まぶしいほどの火花が散ったのだ。

　慌あわてたのは、教師だった。

　絶対に火傷やけどをしただろうと、顔面蒼そう白はくで駆かけ寄ってきて颯太の手を取り……マジマジと指先を検分して、

「あれ、無傷……？」

　と、首を捻ひねったのだ。

　当然、放電線に触ふれていた指先はビリビリと痺しびれていた。制服の袖そで口ぐちは少しだけ焦こげていたし、もともと癖のあるやわらかい髪かみはパーマをかけたかのように逆立っていて、パチパチと静電気を帯びていた。

「痛くないか？」

　怪け訝げんそうに聞かれて、颯太も首を傾かしげながら答えた。

「……ちょっとだけ」

　強がりや意地ではなく、まったくといっていいほど無傷だったのだ。火傷どころか、皮ひ膚ふが赤くなっていることもなかった。

　教師もクラスメートも、激しい火花を見ていただけに不可解な顔をしていた。

　けれど、怪け我ががないなら幸いだとばかりに、

「ビックリしたな！」

　その一言で、笑い話で終わったのだ。

　颯太が自身の明らかな異変に気づいたのは、些さ細さいな出来事として感電未み遂すい事故を忘れかけていた頃だった。

　帰宅後、おやつにプリンを食べようと、ステンレスのスプーンを手にした途と端たん、青い火花が散った。子供の頃から静電気が起きることは珍めずらしくなかったし、今日は激しいなぁ……程度の認にん識しきでプラスチックスプーンに持ち替かえておやつを食べ終え、シンクの蛇じや口ぐちに手を伸のばした直後、またしても指先にパチンときた。

　手を洗い、水に触れたことで一いつ旦たんは落ち着いたのだが、ドアノブやら冷蔵庫やらに触るたびにパチパチ静電気が発生して、さすがに閉口した。

　決定的にこれは変だと感じたのは、仕事を終えて帰宅した兄と接した時だ。

「そっか、兄ちゃんも昔から帯電体質だし……相乗効果かなぁ」

　あの光景を思い出した颯太は、思わず苦く笑しようを滲にじませる。

　夕食の際、取ってくれと言われたマヨネーズを手て渡わたそうとした際、指先が軽く触れただけで食しよく卓たくに青い火花が飛んで家族全員が絶句したのだ。

　痛みに眉まゆを顰ひそめた兄は、右手を軽く振りながら颯太に尋たずねてきた。

「颯太。なんでそんなに帯電してる？　なにか、変わったことがあったか？」

　そこで、化学の実験中の一幕を思い出したのだ。

「変わったこと、っていうか……感電しそうになった。無事だったけど」

　一部始終を語った颯太に、兄は眉を顰めたまま両親と視線を交かわし……三人が、ほぼ同時にうなずいた。

「それだ」

　と。

　無傷だったのだからなんてことはないと、へらへら笑っていた颯太をよそに、家族三人は神しん妙みような顔をしていた。

「雷らい神じん家系……なんて、まともに聞いたの、初めてだったもんな」

　自分たちに関かかわることなのだから、まったく知らなかったわけではない。おとぎ話のように、聞かされてはいた。

　両親からきちんと説明されたのは、中学に入学する頃だったか。

　空気が乾燥する季節になるたびに、あちこちで静電気を発生させ……辟へき易えきしていた颯太に、改まった様子で語られたのだ。

　颯太や兄が、一いつ般ぱん的な人たちより少しだけ静電気に悩なやまされるのは……ご先祖様が『雷神様』を使し役えきすることができたせいなのだ、と。

　なんだそれ、と笑ったのは颯太だけで、両親も自分より先に聞かされていたらしい兄も真顔だったから、居住まいを正して説明を受けた。

　その昔、鳴神家の直系『女子』は、その身に雷神を降ろすことができた……らしい。雷神を御ぎよし、雨を降らせて作物を実らせるという重要な役目を担になっていた。おかげで鳴神家を抱えた地域一帯は干ばつとは無む縁えんで、豊かな生活を送っていた……。

　ただ、問題点が一つ。雷神だけの力では、恵めぐみをもたらすことのできる地域があまりにも限定された。

　雷神を乗せた雲を運ぶ、『風ふう神じん』が対ついとなることで初めて、思うままに天候を操あやつることができたそうだ。

　風神家系が担ったのは雷神家系のサポート役だけでなく、雷神の力が増ぞう幅ふくしすぎるのをその血によって制せい御ぎよするという重要な務めもあった。

　つまり、定期的な婚こん姻いんにより、雷神の力を抑おさえていた。

　だから、古来より鳴神家で強大な力を有するのは直系『女子』で、風神家系である五十嵐いがらし家では直系『男子』がサポート兼けん除電役となっていた。

　時代が流れ、直系や傍ぼう系けいという言葉も廃すたれるほどになり……親族の誰だれもがそんな話を忘れかけていた。

　稀まれに鳴神家の『女子』に雷神の名残なごりのような激しい帯電体質の人間が出ることもあったようだが、颯太も兄も男だったから、静電気が頻ひん繁ぱんに発生しても「ちょっと帯電体質だな」で済んでいたのだ。

　まさか、あの感電事故がきっかけで先祖返り……それも、本来無関係だと高を括くくっていた『男子』の身に古いにしえの因いん縁ねんじみたものが降りかかろうとは、想像もしていなかった。

　相談した祖父は、大おお真面目まじめに、

「ああ、思い出した。そういえば、儂わしの伯母おばさんが先祖返りの能力を持っていたなぁ。風神家系の直系を捜し、妾めかけとなって事なきを得たようだが。現代でも、風神家系の直系男子が身近にいれば雷神の力を抑えられるかもしれん。まぁ、颯太は男子故ゆえに嫁よめに行ったり妾になったりするのは無理だが、ただの接せつ触しよくでも無意味ではなかろう」

　そう言って、颯太たちを絶句させた。

　結局、他ほかに解決策らしきものを得られずに祖父宅を出て帰宅したのだ。

　兄は笑いながら、

「よし、風神家系の男に触ってもらえ。捜しておいてやる」

　と言い出し、颯太は、

「いらねーよっ！　見つかっても、触ってくれなんて頼たのめるかっ」

　と、冗じよう談だんめかして笑ったのだが……。

　ここ最近、気のせいではなく帯電と放電のパワーがアップしていることを考えたら、無用な意地など張っていられなくなってきたかもしれない。

　でも、どう考えても……風神家系の男と接触というのは、躊躇ためらわれる。

　こうして、自分一人で鬱うつ々うつと考えていても事態が好転するわけではないとわかってはいるが。

「颯太。落ち込んでいるかぁ？　いつにも増して、髪がふわふわしてるぞ」

「……わかってるなら茶ちや化かすなよ、デリカシーがないな」

　軽い調子で話しかけながら背後から首に腕うでを巻きつけてきた兄に、ムッとして八つ当たりする。

　颯太がソファに脚あしを上げて両りよう膝ひざを抱かかえ込む体勢を取るのは、落ち込んでいる時だと知っているはずだ。

　颯太は邪じや険けんな仕草で腕を振ふり払はらったのだが、肩かたを落としている原因がまたしてもアルバイトをクビになったせいだと察している兄は、怒おこるでもなく苦笑を滲ませた。

「晩飯、どうする？」

　月曜日は、ベーカリーの定休日だ。両親は連れ立って買い物に出かけていて、今夜は兄弟二人での夕食になる。

「ラーメン屋かファミレスでいいよ。兄ちゃんはどっちがいい？」

　夕食代に、と母親が置いていってくれたのは千円札が二枚。二人分でこれでは、選せん択たく肢しは限られている。

　息子むすこ二人には二千円でも、両親は、もっと豪ごう勢せいな食事を取っているに違ちがいない……と想像がつくけれど、現在無職でほぼ養われている身では不満を零こぼせない。

「そうだなぁ……よし、今日は特別にお兄様が豪勢な飯を食わせてやろう。颯太の好きなものでいいぞ」

　ジーンズのポケットから財さい布ふを取り出した兄が、母親の置いていった二千円の上に千円札を三枚重ねる。

　颯太は目をしばたたかせて、ソファの脇わきに立つ兄を見上げた。

「いいのか？」

「ああ。レンガ亭ていにでも行くか？」

　ニッと笑った兄は、駅前に店を構える老舗しにせ洋食屋の名前を出す。子供の頃ころから、誕生日などの少し特別な時にだけ訪おとずれることのできる店で、颯太はあそこのオムライスやハンバーグ、クリームコロッケが大好物なのだ。

「やった！　さすがお兄様！」

　途と端たんにわかりやすくテンションを上げた颯太を見下ろす兄は、

「ついさっきまで拗すねた顔をしていたくせに」

　と、苦笑を深くする。

　その目は「単純バカ」と語っていたけれど、豪勢な食事のためならどう思われても甘んじて受け入れよう。

「じゃあ、立て。予約してないんだから、混こむ前に行くぞ」

「ぃてっ！」

　兄が何気なく颯太の頭に手を置いた瞬しゆん間かん、パチンと小さな音が聞こえる。颯太は、ピリッと走った衝しよう撃げきに首を竦すくませた。

　ふわふわ……もともとクセ毛でやわらかい颯太の髪かみが、発生した静電気で広がっているのを感じた。

「……悪い」

「うぅ……髪、整えてくる」

　兄に悪気があったのではないとわかっているので、八つ当たりすることはできない。あきらめの滲にじむため息をついて、のろのろと立ち上がった。

　両方の手首に、静電気予防を謳うたった腕うで輪わを二つずつ装着しているのに、ほとんど用をなしていない。

　……三つずつに増やそう。










「なんかさぁ、颯太のソレ……ここ最近、更さらに強きよう烈れつになってないか？」

　金属製のナイフやフォークを避さけ、竹製の箸はしでハンバーグを切り分けている颯太の手元を見ながら兄がつぶやいた。

　それは、颯太自身も薄うす々うす感じていたことだ。

「んー……自分でもそう思う。セルフのガソリンスタンドとか、絶対に無理。下手したら、ガスオーブンも爆ばく破はしそう」

　ため息をついて、一口サイズに切り分けたハンバーグを口に入れる。

　子供の頃から変わらない絶ぜつ妙みようなデミグラスソースの味が舌に広がり、憂ゆう鬱うつな気分をほんの少し和やわらげてくれた。

　向かい側に座っている兄は、颯太の台詞せりふに眉まゆを顰ひそめて返してくる。

「ああ……気をつけろ。オーブンはともかく、セルフのガソリンスタンドで給油しようものなら、冗談じゃなく火を噴ふきそうだ」

　天てん井じように視線をさ迷わせた兄の脳のう裏りには、その光景が現実味を帯びて映し出されているに違いない。

　給油ノズルを握にぎった自分の手元から、激しい炎ほのおが上がる光景をリアルに思い浮うかべると、咀そ嚼しやくしていたハンバーグが味気ないものになる。

　箸の動きを止めた颯太は、ハンバーグの隣となりにある俵形のコロッケをつつきながらボソッとつぶやいた。

「おれさ、そのうち電気ショックで死ぬんじゃないの？　自分が発生させた静電気で心臓を止めるとか、コントにもならねー……」

「怖こわいこと言うなよ」

　冗談のつもりだった言葉を、否定するでも笑うでもなく真顔で返されて、ヒクッと頰ほおを引き攣つらせる。

　どうやら、兄は本気で颯太の心臓を案じているらしい。それくらい、傍はたから見ても危なっかしいということか。

「そんな颯太に、朗報だ」

「朗報？」

　グラスを手にした兄は、ワインを一口含ふくむと、テーブル越ごしにジッと見み詰つめる颯太と視線を絡からませて意味深な笑えみを浮かべた。

「前に、じいちゃんに相談した時に言われただろ。風神家系の子孫がいれば、なんとかなるかも……って」

「うん。じいちゃんも、確証はないって感じだったけど」

「その風神家系の子孫を、見つけてやったぞ。家系図が見つかったから、ちょっと探さぐってみたらほぼ当たりだ」

「……え？」

　兄の口から出た思いがけない言葉に、目を瞠みはった。

　自分の『体質』について祖父に相談したのは、一ひと月つきほど前だ。

　同席していた兄は、祖父の語る確証のない解決策を「眉まゆ唾つば物ものだな」と笑っていたのに……。

「信しん憑ぴよう性せいはともかく、ネットってスゲーな。家に帰ったらプリントしてやる。……いざとなったら、その男に抱だかれてこい」

　兄は真顔だ。が、最後につけ足された一言は余計だろう。

　これは……颯太がどう反応するか、面おも白しろがっているのかもしれない。

「兄ちゃん……おれ、なんて弟想おもいの兄貴なんだって、一いつ瞬しゆん感動したんだけど。おれで遊んでないか？　感動を返せ！」

「遊んでるわけじゃないって。抱かれる云うん々ぬんはともかく、可愛かわいい弟の身を心配してるのはホントだ」

「でもさー……なんでそれが、男に抱かれろなんだ？　あっちって、女の子はいないわけ？」

　もしかしたら、相手は女の子でもいいのでは……？　そう、かすかな希望を繫つなごうとした颯太を、兄はバッサリと斬きって捨てた。

「残念ながら、今のところ直系は男しかいないみたいだな。だいたい、雷らい神じん家系において特とく殊しゆ能力が出るのが女子で、風神家系で能力を持つのは男子だというのが、セオリーなんだ。おまえは不ふ慮りよの事故のせいでイレギュラーに雷神能力が強いけど、あちらは普ふ通つうに考えれば男にしか能力が受け継つがれていないだろ」

「…………」

　確かに……それもそうか。本来、颯太も男であることが幸いして少しだけ静電気が激しい程度で済むはずだったのだ。

　あの、感電未み遂すい事故さえなければ。

　風神家系の子孫だという『男』に頼たよるしかないのかと重々しいため息をつくと、メニューブックを差し出された。

「ほら、デザートも食っていいぞ。ここの特製プリン、好きだったろ」

「能天気に食えると思う？」

「なんだ、いらないのか」

「……食う。アイス添ぞえ」

　メニューを引かれそうになり、慌あわてて手を伸のばす。

　兄が苦く笑しようしているのはわかっていたが、自分の小こ遣づかいではこの店でデザートまで食するのは困難なのだ。

　せっかく兄が慰なぐさめてくれようとしているのだから、ありがたくその機に乗じよう。

「はいはい、特製プリンアイス添えね。俺は、もう一いつ杯ぱいワインを飲むかな」

　手を挙げてウエイターに合図を送る兄を見ながら、たった今聞かされた話を頭の中で復唱した。

　風神家系の子孫を、見つけた……か。

　その存在によって、この厄やつ介かいな体質が少しでも改善されるなら……可能性が一ミリでもあるのなら、どうでもいいと無視することなどできない。

　生命の危機に直面しているとまで言えば大おお袈げ裟さかもしれないが、日常生活に支障が生じているのは確かなのだ。

　颯太は箸を握る自分の手をジッと見下ろして、「ご先祖様のバカ」と、小さく恨うらみ言を零こぼした。
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「えーっと……五十嵐鷹たか人とと、剣けん吾ご。へぇ、おれたちと同じ兄弟構成だな。兄貴が三十で、弟が二十三……か」

　風ふ呂ろ上がり、うつ伏ぶせで自室のベッドに寝ね転ころがった颯太は、兄にプリントしてもらった用紙にじっくりと目を通す。

　生なま乾がわきの髪かみが湿しつ気けを含み、窓まど際ぎわのデスク上に置かれている加か湿しつ器が稼か働どうしているおかげで、乾かん燥そうが大敵な颯太にとっては適切な湿しつ度どを保っている。

「鷹人のほうは、カフェやら飲食店を五つ経営……って、この歳としですげーな。青年実業家サマだ！」

　読み進めていた颯太は、おもわず感かん嘆たんの声を上げた。

　五十嵐鷹人が経営するのは、ジビエを中心とした高級路線のレストラン『ピノキオ』と、欧おう風ふうバルの『ラプンツェル』、和風ダイニング『夕ゆう鶴づる』に紅茶専門カフェ『ティンカーベル』とコーヒー専門カフェ『ピーターパン』。

　どれも、都内の一等地と呼ばれる場所に店を構えている。方向性はバラバラだが、どの店てん舗ぽも順調に業績を伸ばしているようだ。

　流行はやりものに疎うといという自覚のある颯太でも、最近オープンしたジビエレストランはメディアに取り上げられたのを目にした記き憶おくがある。

「カフェも、駅前とか……大型商業施し設せつのすぐ傍そばか。口コミ人気も、スゲーなぁ」

　口コミ投とう稿こうサイトのトップページをプリントしたものを軽く目にしただけでも、繁はん盛じよう店だと想像がつく。

　二十代の半ばで単身会社を興おこして、その後も右みぎ肩かた上がりで成長を続けている企業の若手経営者など、高校を卒業したのはいいが肩書きは『無職』の自分から見れば、眩まばゆいばかりの存在だ。

「うーん……格好よすぎて僻ひがむ気も起きない」

　ベッドに広げた数枚のコピー用紙に目を通せば、インターネットで得られる限りの個人情報や五十嵐が経営する飲食店についてある程度のことはわかる。が、肝かん心じんなのはこのような誰だれでも簡単に調べられるものではない。

「風神家系ってこと、この兄弟は知ってるのかなぁ」

　颯太にとって重要なのは、これらの紙には記されていない、更さらに踏ふみ込んだところにある個人情報だ。

「電話で接せつ触しよくを図はかったら、個人的な用件については取り次ぎませんって秘書だったかに断られたって言ってたもんな。もし知らなかったら、雷神やら風神やら……っていきなり言われても、本気にしてくれないかもしれないし……話も聞いてもらえないか。おれも、自分の身に降りかからなかったら鼻で笑ってただろうからなぁ」

　アースとして接触するどころか、今の段階では直接逢あうことさえ難題だ。

　ただ、悠ゆう長ちように対策を練っていられる状態ではない。

「うぅぅ、本当にのんびり構えていられない感じだもんな。こうなったら、なんでも試ためしてみないと！」

　たとえ半信半疑でも、少しでも帯電というか放電を抑おさえられる手段があるのだとしたら……試さずにいられない。

　一刻も早く風神家系……五十嵐に接触して、本当に帯電を抑えてくれる救世主なのかどうか見み極きわめなければ。

　目の前に横たわっているのは、生命の危機だ。

　兄にポツリと零した、自らの電気ショックで心臓が止まるのでは、という懸け念ねんがシャレにならない状じよう況きようなのだから。

　示された対処方法が、『風神家系の直系男子』との『接触』だというのは大問題だけれど……。

「あっちも、可愛い女の子ならともかく男に触さわるとか触られるとか、嫌いやだろうなぁ。でも、嫌とか嫌じゃないってレベルの問題じゃないし」

　もし、五十嵐がアースとして救ってくれる存在だと確かく認にんができれば、土下座してでも頼たのみ込んで助けてもらおう。

「高級レストランなんかは敷しき居いが高いけど、カフェなら、おれでもなんとかなりそうだな。簡単に逢えるかどうかわかんないけど、明日にでも覗のぞいてみよう」

　大袈裟かもしれないが、五十嵐について記されたこの紙は大切な生命線だ。颯太は、ベッドに広げていたコピー用紙を丁てい寧ねいに二つ折りにして加湿器の隣となりに置いた。







《二》







「『ティンカーベル』……ここか」

　颯太は、足を止めたカフェの入り口脇わきにあるメニューを記したボードを目にして、

「うーん……高い」

　と、情けない一言を漏もらした。

　当然だが、颯太が友人とよく訪おとずれるファストフード店より値段設定が高いだけでなく、店全体の雰ふん囲い気きも全然違ちがう。

　ガラスウインドウ越ごしに窺うかがうことのできる店内には、若くて二十代半ばから……祖父母世代の人の姿や、外国人もチラチラ見える。

　十八歳の男が一人で訪れるには、ちょっと……いや、かなり入りづらい店構えだ。せめて、女友達につき合ってもらえばよかった。

　細身のブラックジーンズにシンプルな白いシャツ、ネイビーのロングベスト……と手持ちの服の中では大人っぽい組み合わせを選んだつもりだが、気き後おくれしてしまい気軽にドアをくぐれない。

　そうして、ボードを睨にらみながら頭を悩なやませる颯太の脇を、二十代半ばの女性二人組が抑えた声で話しながら通り抜ぬける。

「あ、ねえ。ほら……あの人じゃない？　窓際の席」

「そうそう、五十嵐鷹人！　雑誌で見たから間ま違ちがいないって。ここでブランチするのが日課って、本当だったんだ」

「ラッキーだね。独身の有能なイケメン青年実業家！　目の保養だわ」

　聞くつもりなどなくても耳に流れ込んできた彼女たちの会話に、颯太はピクッと肩かたを震ふるわせて睨んでいたボードから顔を上げた。

　五十嵐鷹人が、今……ここにいるのか？

「って、おれもラッキー……だよな」

　彼女たちのように、事前に情報を得ていなかったのだ。なのに、偶ぐう然ぜん行き合うことができるなんてすごい幸運ではないだろうか。

　こうなれば、颯太に入店を躊躇ためらう理由などない。場ば違ちがいだろうが、主なメニューがファストフード店の倍だろうが、突とつ撃げきあるのみだ。

　覚かく悟ごを決めた颯太は、「よし」と気合いを入れて開け放されている扉とびらをくぐった。

　紅茶の取り扱あつかいを強化しているというカフェ内は、ペットボトルの紅茶しか知らない颯太にとってやけにお上品な香かおりで満ちていた。

　五十嵐氏は、窓まど際ぎわって言ってたよな？

　さり気なく店内に視線を巡めぐらせて、窓際の小さなテーブルに一人でいるスーツ姿の男を視界の隅すみに捉とらえた……直後。

「いらっしゃいませ、お一人ですか？」

「は、はい」

　丈たけの長いギャルソンエプロンを身に着けた女性に話しかけられ、ビクッと背筋を伸のばす。

　悪いことをしていたわけではないのに、心臓がドッドッと激しく脈打っていた。

「カウンターでもよろしいでしょうか」

「あ、はい。いいです」

　緊きん張ちようのあまり反射的にうなずいてしまったけれど、五十嵐氏に近い窓際の席がいいと答えたらよかった。

　そのことを伝えようとした颯太だったが、ザッと見み渡わたした限り、店内には四人がけのテーブル席が四つに二人がけのものが三つ。あとは、脚あしの長いスツールが五つ置かれたカウンター席が、Ｌの字にオープンキッチンを囲んでいる。

　二人がけのテーブル席はすべて埋うまり、四人がけのものにも客の姿がある。

　今はまだランチタイムが始まる前のせいか、空席がある。でも、これから混こみ合うことを予想して一人客の颯太はカウンターに案内されることになったのだろうと思えば、テーブル席がいいと言い出せなくなってしまった。

「ご注文はお決まりですか？」

　水のグラスとお手て拭ふきを差し出されて、ボードで確認していたメニューを思い浮うかべた。

　考えるまでもなく、決まっている。

「日ひ替がわりブランチのＡセットをお願いします。えっと、ドリンクは本日の紅茶で」

　一番安い日替わりセットメニューでも、ドリンク込みで千円を超こえる。しかしこの時間帯はセットメニュー以外の選択肢はない。颯太にとっては、ものすごく豪ごう華かな昼食だ。

　にこやかに笑って「かしこまりました」とオープンキッチンに入った女性が、調理スタッフらしき男性にオーダーを告げる。

　落ち着かない気分でイスに座っていると、視界の隅を長身が過よぎる。何気なく横目で見み遣やり、ハッと目を瞠みはった。

　あの人だ。さっき確認した、五十嵐鷹人！

　身を包んでいる落ち着いたダークグレーのスーツは、ブランドなどわからない颯太の目から見ても高級そうで、いかにも仕事ができますといった空気を漂ただよわせている。　>>>♥

　チラリと横顔を窺い見ただけでも、確かに女性たちが話していたように端たん整せいで精せい悍かんで理知的なイケメンだと察せられる。それに加えて、手足の長い抜ばつ群ぐんのスタイルを有しているので、心の中で「これはモテるだろうなぁ」と納なつ得とくした。

　五十嵐はスーツのポケットから財さい布ふを取り出すと、緊張した面おも持もちでレジの前に立つスタッフにクレジットカードらしきものを手て渡わたした。

　うーん……オーナーでも、食事代は払はらうのか。って、当然か。

　そんなことを考えつつ、なんとなく様子を窺う。

「……応おう募ぼはあったか？」

　落ち着いた低い声が短く問いかけると、応対していたスタッフは、あからさまに動どう揺ようしておどおどと答えた。

「あ、いえ……はい」

「肯こう定ていと否定、どちらだ。簡潔に答えろ」

　ピシャリと言い返されたことで、彼女は颯太が見てもわかるほど背筋を伸ばして緊張を深くする。

「応募はありましたが、調理補助のできそうな人はいませんでしたっ。引き続き、募集を続けています」

　頰ほおを強こわ張ばらせるだけでなく、答える声にも緊張が漂っている。

　スタッフが萎い縮しゆくしているのはわかっているはずだが、五十嵐は表情を緩ゆるませるでもなく淡たん々たんと言葉を返した。

「そうか。いざとなれば、他店から回す」

「お願いします。……いってらっしゃいませ」

　頭を下げた女性に鷹おう揚ような仕草でうなずくと、スーツのポケットに財布を仕し舞まいながら踵きびすを返した。

「……パンがこの質では、納入業者の変へん更こうも考えるべきだな」

　ポツリとつぶやいた五十嵐は、スマートフォンを取り出してどこかと連れん絡らくを取りながら大おお股またで出入り口に向かった。

　扉を出ていく広い背中を目で追っていると、レジの脇のところにいるスタッフ二人が潜ひそめた声で交かわす会話が聞こえてくる。

「オーナー、相変わらず怖こわいなぁ」

「はー……緊張したっ。威い圧あつ感かんがすごいよね。毎日ここで顔を合わせてても、ニコリとも笑わないんだもん」

　つい先ほどまで五十嵐と向き合っていた女性が、白いシャツの胸むな元もとに右手を当てて大きなため息をついた。

　どうやら、たまたま不ふ機き嫌げんだったわけではなく、通常モードであの尊大な態度の人らしい。

「冗じよう談だんみたいな男前だから、尚なお更さら迫はく力りよくがあるっていうか……自分がデキるから、他人にも容よう赦しやないんだよな」

「……うん。男としては極ごく上じようだろうけど、つき合うのは大変そう。って、私なんか相手にしてくれないかぁ」

　緊張から解き放たれたせいか、そう言って二人が笑い声を上げたところで調理スペースにいる若い男性スタッフの声が飛んでくる。

「こら、私語！　ほら、オーダー上がったからお客様にお出しして！」

「あ、はい。すみませんっ」

　急ぎ足で仕事に戻もどった二人は、調理スペースでトレイを受け取って客席に運んでいく。

　さほど待つことなく颯太の前にもオーダーしたブランチセットが置かれて、「いただきます」と手を合わせるとサンドイッチに齧かじりついた。

「……あれ？」

　サンドイッチのクリームチーズとスモークサーモンは外れのないフィリングだ。もう一つの、チーズ風味のポテトサラダが挟はさまれたものも美味おいしい。

　ただ……肝かん心じんのパンに、少しだけ問題がある。たぶん、大量仕入れの業務用で……パサつきが気になる。

　そろりとオープンキッチンを窺うかがい見ると、思った通りに業務用らしきパンの袋ふくろが調理台の隅に見て取れた。

　業務用が悪いとは言わない。一昔前は『安く大量に』ということが最重要視されていたようだが、消費者の舌が肥えたこともあって最近の業務用パンは優ゆう秀しゆうで、安価であっても市し販はんのテーブルロールと遜そん色しよくなく美味しいものもたくさんあると父親や兄が語っていた。

　冷れい凍とう生き地じを仕入れて焼いたほうが味はいいけれど、客の多い時間に素す早ばやく提供するためには焼き上がったものを使用するしかないか……。

「でも、なぁ。せっかくフィリングが美味しいのに」

　失礼ながら、このパンを使ったサンドイッチセットで千円を超える値段だと、『高い』と感じてしまう。普ふ段だんは温おん厚こうでもパンに関しては厳しい父親がこれを口にしたら、眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻むだろう。

　スープや前菜、サラダの自家製ドレッシングが美味しかったので、余計にパンの質が気になるのかもしれない。

　そういえば、颯太の後ろを通り抜ぬける時に、五十嵐が「パンの質が」云うん々ぬんとつぶやいていた。

「うちのパン、使ってもらいたいくらいだ」

　父親や兄が作るパンだと、もっとフィリングを活いかすことのできる上質なサンドイッチになるのに。

「って、おれが思ってもね」

　自分がこんなことを考えても、仕方がないか。

　今の颯太にとっては、ここで提供される食事ではなくオーナーの『五十嵐氏』のほうが重要だ。ひとまず今日は、ここに来れば難なく五十嵐氏と逢あえる……と知ることができただけで収しゆう穫かくがあったとするべきか。

　気難しそうな人なので接せつ触しよくは簡単ではなさそうだけれど、次に見かけた時はなんとか理由をつけて話しかけてみよう。

「よし、兄ちゃんに相談して対策を練って、明日にでも出直しだ」

　小声で決意を口にしたところで、ランチタイムが始まって店内が混こみ合ってきたことに気づく。

　カウンター席の隅すみとはいえ、食事を終えているのに居座り続けるのは迷めい惑わくだ。

　ティーカップを置いてスツールを立った颯太の姿を確かく認にんして、先ほど五十嵐に対応した際と同じ女性スタッフがレジ脇わきに立った。

「ありがとうございます。千二百円です」

「はい」

　財布を取り出して、千円札を二枚手渡す。

　ふと視線を落とすと、カウンターの隅にあるレジの脇にショップカードらしきものがあるのに気づいた。

　一枚もらっていこうとカードに手を伸のばしたところで、レジ脇の壁かべにさり気なく貼はられている手書きのチラシに目を留める。

　調理補助スタッフ募集……か。経験者優ゆう遇ぐう。詳しよう細さいについては応相談。

　先ほどの、五十嵐とスタッフの会話はこの件についてだったのだろうか。

「八百円のお釣つりです。ありがとうございました」

「あ、はいっ。ごちそうさまでした」

　マジマジとスタッフ募集のチラシを見ていた颯太は、後ろに会計待ちの女性が並んだことで身体からだをずらした。

　入店するお客の応対と、オーダーの受注、厨ちゆう房ぼうと客席を往復して……と、ここから見える限り四人しかいないスタッフで回すのは見るからに忙いそがしそうだ。

　歩き出した背中に、「ありがとうございました。またお越こしください」という常じよう套とう句くを受けながら店の外に出た颯太は、足を止めてチラリと肩かた越ごしに振ふり向むいた。

「ここで、バイトするのはどうだ……？　ついでに、そうだっ。ウチのパンを持ってきて、気を引いたら……」

　一番、変に怪あやしまれず五十嵐に接近することができる手段なのでは。

「名案！　風神さんとお近づきになれて、おれも仕事にありつけて……一石二鳥だ」

　顔を輝かがやかせてうなずいた颯太は、無造作にポケットに突つっ込んでいたショップカードを大事に財布へ仕舞い直して、足取り軽く駅へ向かった。
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　即そく座ざに行動に移した颯太は、電話連絡をして面接の約束を取りつけると、二日後には履り歴れき書を持参して『ティンカーベル』を再訪していた。

　電話で応対してくれた店長の加か藤とうに、面接の時間として指定されたのは開店前の十時半。道中でなにが起こるかわからないので、念のために時間に余よ裕ゆうを持って家を出た颯太がカフェに着いたのは、十時十分だった。

「ちょっと、早いかな。でも、扉とびらは開いてるし……覗のぞいてみよう」

　開店準備を整えているところなのか、扉が大きく開け放されていた。恐おそる恐る顔を覗かせて、調理スペースのみに照明が点ともされている薄うす暗ぐらい店内を窺う。

「……だろう」

「ですね、でも……」

　やはり、誰だれかがいるようだ。二人分の男性の声が聞こえてくる。しかも、なにやら真しん剣けんに語り合っているようだ。

　笑ってひょっこり顔を出しづらい雰ふん囲い気きで、どうしようかと躊躇ためらっていると、一ひと際きわ大きな声が響ひびいた。

「この状態で客に出すつもりか。パンが不味まずいんだよ。やはり、種類を絞しぼってでもここで作るのが一番だ」

「ですが、今のスタッフではパンの製造まで手が回りません。ギリギリの人数でなんとかやってますし」

「チッ、最近の若いヤツはちょっと気に入らないことがあったら、辞やめればいいと思ってる根こん性じようなしばかりだ！」

　うわ……と思わず首を竦すくませたところで、調理スペースから出てきた長身と目が合った。

　五十嵐だっ。正面から顔を合わせたのは初めてだが、間ま違ちがいない。確かに、女性が騒さわぎそうな端たん整せいな容よう貌ぼうの、迫はく力りよくある男前だった。

　パチンと、目の前で仄ほのかに青白い光が弾はじけた……？

　そう感じたのは気のせいだと思うけれど、何故なぜかあちらもマジマジと颯太を見み詰つめている。

　その状態で、十数秒。

　入り口のところで立ち尽つくす颯太と視線を絡からませていた五十嵐は、虫を追い払はらうような仕草で顔の前で軽く手を振り、ギュッと眉間に皺を刻んで低く口にする。

「まだ開店前だが」

　開店前の店内を覗いていたせいか、切れ長の涼すずしそうな目で不ふ審しんそうに見下ろされて、慌あわてて居住まいを正した。

「あっ、いえ……おれ、僕は面接で……っ。鳴神颯太です！」

　不意打ちで五十嵐と対たい峙じすることになってしまったせいか、物もの怖おじしないと自負している颯太も、さすがにしどろもどろになる。

　精せい悍かんでありながら知性の漂ただよう容貌には、妙みような威い圧あつ感かんがあった。これまで出会ったことのない雰囲気の男に、気け圧おされているのかもしれない。

「あ……鳴神くん？」

　颯太と五十嵐のやり取りが聞こえたのか、調理スペースから若い男が出てきた。

　電話で対応してくれた、店長の加藤だろう。兄より二つ三つ年上……二十代の後半くらいか。

「はい、お電話しました鳴神です」

「早かったね。店長の加藤です。オーナー、彼は調理補助ができると電話では言っていましたが……」

　そこで言葉を濁にごして、マジマジと颯太を見下ろしてくる。

　五十嵐は、百六十七センチの颯太より十五センチ近く上背があり、加藤のほうは十センチほど目線の位置が上だ。

　こうして二人と向かい合っていたら、まるで子供……と颯太自身も感じたことを、二人が遠えん慮りよ会釈なく言い放った。

「子供じゃないのか？」

「十八歳って言ってたよね？」

　露ろ骨こつなまでに怪け訝げんそうな二人の声に、ガックリと肩かたを落とした。

　年ねん齢れいのわりに童顔なのは、自覚していないわけではない。ただ、颯太が小さいのではなくこの二人が育ちすぎなのだ。

「本当に十八です。高校も、卒業しています！」

　そう主張した颯太は、肩から斜ななめ掛がけにしてあるバッグに手を突っ込んで持参した履歴書を取り出した。

　どちらに渡わたすべきか悩なやむまでもなく、五十嵐がスッと颯太の手から引き抜ぬく。

「鳴神颯太。ふ……ん、確かにこれが本当なら十八だな。この三月に高校を卒業して、バイト歴が……忙せわしないな」

「……ああ、本当ですね。二カ月ほどで、四か所？」

　険しい顔で履歴書を見ている五十嵐の脇わきから加藤が覗き込み、「あらら」と首を捻ひねりながらチラリと颯太を見み遣やった。

　最近の若いヤツはちょっと気に入らないことがあったら、辞めればいいと思ってる根性なしばかりだ……と。

　ついさっき五十嵐が言い放った言葉がポンと頭に浮うかび、急いで首を横に振る。

「えと、それは」

「続かないのか続けられないのか、コロコロとバイトを変わるだけの理由があるんだろう。面接は時間の無む駄だだな」

　不ふ可か抗こう力りよくが色々あって……と、説明するまでもなく五十嵐に「ダメだ」と吐はき捨てられてしまう。

　丁てい寧ねいに折り畳たたんだ履歴書を突っ返されそうになり、慌てて口を開いた。

「理由が、あるんです」

「その理由を私たちが聞いたところで、それなら雇こ用ようしようと前向きになれる説得力のあるものか？」

　淡たん々たんとした口調で、理路整然と返してくる。

　ここで返答に躊躇ってしまったら、完全にアウトだ。

　追い詰つめられた颯太は、今にも背を向けてしまいそうな五十嵐を見上げて必死で言い募つのった。

「そ……うです。あ、それにおれ、パン屋の息子むすこで……昔から手伝ったりしていましたので、種類は少ないけどパンを作れます。マドレーヌやパウンドケーキなんかの、焼き菓が子しとかもできます。これっ、父や兄の手て解ほどきを受けながらですけど……おれが作りましたので、試食してみてくれませんか？」

　怯ひるんだら終わりだとばかりに一気にしゃべり倒たおすと、間かん髪はつ容いれずに持参していたベーカリーの紙かみ袋ぶくろを差し出す。

　加藤の目が紙袋のロゴに留まり、「あ」と短くつぶやいた。

「なんだ、加藤？」

　怪訝な声で五十嵐に尋たずねられ、加藤は颯太が両手で掲かかげた紙袋を指差して答えた。

「俺、その『NARUKAMI』っていうベーカリー知ってますよ。天然酵こう母ぼを使ったバゲットが美味おいしくて、個人的に買いに行ったこともあります。クリームパンも名物だよね？」

　思いがけない援えん護ご射しや撃げきだ。

　目を輝かせた颯太は、大きくうなずいて加藤に答えた。

「はいっ。本職の父や兄が作ったものも、いくつかお持ちしていますので……よければどうぞ！」

　両手でグイッと五十嵐に押しつけると、颯太の勢いに負けたのか戸と惑まどいながらも五十嵐の手が受け取った。

　勝った！　と、奇き妙みような達成感が胸の中に満ちる。

「そこのパン、本当に美味しいですよ。そうか、あそこの息子さんなら、パンとか焼き菓子を作れるという話も眉まゆ唾つば物ものだって決めつけられないかな」

　加藤の態度が軟なん化かしたことで、五十嵐の眉み間けんに刻まれた皺しわが少しだけ浅くなる。

　チラリと紙袋に視線を落とした五十嵐が、あきらめたように嘆たん息そくした。

「……奥、使うぞ」

「はい。俺は、開店準備をしています。お茶、お持ちしましょうか？」

「いらん。開店準備のほうが大事だ」

　ニコリともせず加藤と会話を交かわした五十嵐は、紙袋を手にしたまま踵きびすを返した。

　数歩歩いたところで、その場に突つっ立ったままの颯太をチラリと振ふり向むく。

「面接を受ける気がまだあるなら、来い」

　不ふ機き嫌げんそうな声で促うながされて、ビクッと硬こう直ちよくを解いた。

「あっ、はい」

　颯太が答えて歩き出す前に、スタスタと大おお股またで店の奥に向かってしまう。

　せっかちというか、マイペースというか……それとも、デキる男というものはこんな感じなのか？

　戸惑った颯太が加藤に目を向けると、バッチリ目が合う。

　颯太は、助けを求めるような目をしていたに違ちがいない。苦く笑しようを滲にじませて、

「早く行かないと怒おこられるよ」

　と小声で言いながら、手を振ってきた。

　五十嵐とは正反対の人ひと懐なつこい仕草にペコリと軽く頭を下げ、急ぎ足で五十嵐の後を追いかけた。










　店の奥にあるロッカールームは休きゆう憩けいスペースも兼かねているらしく、店てん舗ぽに置いてある四人がけのテーブルと同じものが壁かべ際ぎわに設置されていた。

　対ついになっているイスに座った五十嵐を、テーブルの角を挟はさんだ位置に腰こしかけた颯太は緊きん張ちようの面おも持もちで窺うかがう。

　目前のテーブルにある袋ふくろからは、それぞれ一摘つまみされたクロワッサンとバゲット、クリームパンが覗のぞいている。

　難しい顔で試食していた五十嵐は、最後に口にしたクリームパンを嚥えん下かしてボソッとつぶやいた。

「……加藤の言葉は、誇こ張ちようではないみたいだな」

　なんとなく捻ひねくれた言い回しだけれど、これは「美味しい」という褒ほめ言葉だと思ってもいいのだろうか。

　そろりと窺い見た眉間に皺はなさそうなので、たぶん……きっと。

「ありがとうございます？」

　返す言葉が、疑問形になってしまった。すると、見る見るうちに五十嵐の眉間に皺が刻まれてしまう。

「珍ちん妙みようなしゃべり方をするな。相手に不快感を与あたえない言葉遣づかいは、接客業の基本だ」

「すみません」

　……あんたのしゃべり口調は、不ふ遜そんというものではないのか。

　そう心の中で突っ込みながらも、素す直なおに謝罪する。

　兄や友人には単純バカのように言われているが、感情の赴おもむくまま突っかかっていい場合とそうではない場合の区別はついているつもりだ。

　とりあえず今は、この人の機き嫌げんを損そこねないのが一番……と、目が合った五十嵐にヘラリと笑いかける。

　五十嵐は颯太につられて笑うことなく、硬かたい表情と口調で窘たしなめてきた。

「無意味に笑って誤ご魔ま化かすのも、バカに見えるからやめろ」

「ぅ……はい」

　笑うのは顔面の筋肉の無む駄だ遣づかいだとでも思っていそうな、鉄仮面な人に言われたくない。

　喉のど元もとまで込み上げてきた反論をギリギリで飲み込み、またしても神しん妙みようにうなずいた。

　すると、五十嵐はポツンと口を開く。

「ふーん、頭の軽いバカかと思えば……見かけより素直だな」

「人を、見かけで判断したらいけないんですよ。あ……」

　しまった。ツルリと舌が滑すべった！

　慌あわてて両手で自分の口を塞ふさいだけれど、覆ふく水すい盆ぼんに返らずだ。五十嵐は、意外そうに目をしばたたかせて颯太を見ている。

　不ぶ躾しつけな発言だと怒られる。辛しん辣らつな言葉で罵ば倒とうされるか？

　颯太は、そう覚かく悟ごして肩かたを竦すくませたが、五十嵐からは予想もしていなかった台詞せりふが返ってきた。

「確かにそうだな。悪かった」

「いえっ、あの……おれは確かにバカなんですけど、素直なだけが取り柄えだって兄貴には言われているので完全な間ま違ちがいってわけでは……えっと、すみません……バカで……」

　まさか謝罪されるとは思わなくて、おろおろしながら話しているうちになにを言っているかわからなくなってしまった。

　言葉尻じりをフェイドアウトさせると、五十嵐は真顔で言い返してくる。

「自分でバカと言うな。それに、不必要な謝罪は不利益を被こうむるだけだぞ。悪いことをしていないなら、堂々としていろ」

「は……い」

　なんとなくわかってきたぞ。

　この人……尊大で傲ごう慢まんなばかりの人なのかと思っていたけれど、たぶん少し違う。本人は、常に大おお真面目まじめなのだ。

　融ゆう通ずうが利きかなくて、容よう赦しやない正論をぶつけてくるからキツい印象ばかり際きわ立だつが、颯太に謝罪したことからも不当に権力を振りかざすわけではなさそうだ。

　そのことを承知しているから、店長の加藤も気さくに五十嵐と会話していたのだろう。

「パンと……焼き菓子も作れると言っていたな？」

「はい。おれが作れるパンは、シンプルなテーブルロールみたいなものだけですが。焼き菓子は数種類作れます！」

　特技をアピールした颯太に、五十嵐は少し思案の表情を浮うかべていたけれど、ふと思いついたように尋ねてくる。

「本日の予定は？　なにか、所用はあるか？」

「いえ、なにもありません」

「では、職場体験だ。ランチタイムが終わって落ち着いたら、厨ちゆう房ぼうを借りて作れる限りのものを試作してくれ。試食させてもらおう。試食の後で雇こ用ようか否いなか判断させてもらうが、簡単な丸パンのようなものは君に作ってもらうと仮定して……実家のベーカリーから、バゲットや食パンを卸おろしてもらうことは可能か？」

「それは、父親に聞いてみないとわかりませんが……大量にっていうのは難しいかもしれません。基本的に、父と兄の二人作業ですから」

　何度もレストランやカフェから納入を持ちかけられ、そのたびに断っていることを颯太も知っている。

　でも、今ここで五十嵐に「無理だと思います」と答えるのは得策ではないと、ズルい計算が働いた。

　面接を受けるまでもなく門もん前ぜん払ばらい寸前だった数十分前とは違い、五十嵐が態度を軟化させているのを感じるのだ。

「そうか。要検討だな」

　ポツリとつぶやいた五十嵐は、スーツの内ポケットからダークブラウンの手帳を取り出してなにかを書き留める。スマートフォンに記録するのではない古典的なメモの取り方は少し意外で、マジマジと見詰めてしまった。

　不躾な颯太の視線に気づいたのか、五十嵐は閉じた手帳をポケットに仕し舞まいながら口を開いた。

「……手書きしたほうが頭に入る。君のような年代の若者から見れば、爺じじむさいか」

「いえっ、そんなこと思いません。おれも、スマホとか……相あい性しようが悪いからほとんど使っていなくて、友人には文明から取り残されてるって笑われてますし」

　颯太の場合は、静電気で不具合を起こしてしまうから……という物理的な理由なのだが、五十嵐が言うように爺むさいなどとは考えもしなかった。

　無表情で颯太を見ている五十嵐が、自分の言葉を信じていないのではと思い、

「本当ですよ？」

　と、重ねて告げる。

　すると、意外なことに五十嵐はかすかに頰ほおを緩ゆるませた。

「まぁいい。調理補助ができるなら、厨房で加藤のサポートをしてくれるか。深刻な人手不足なんだ。もちろん、相応の賃金は支し払はらう」

「はい。よろしくお願いします」

　立ち上がって五十嵐に向かって頭を下げ……ふと、名案が浮かんだ。

　これは五十嵐と接せつ触しよくを図はかる、絶好のチャンスではなかろうか。

「あの、握あく手しゆをしてください」

　そう言いながら右手を差し出すと、イスに腰こしかけたままの五十嵐は不思議そうに颯太を見上げた。　>>>♥

　失敗したか？　いきなり握手を求めるのは、やはり不自然だっただろうか。

　今さら手を引っ込めることもできなくて、颯太は右手を出したままドキドキしながら五十嵐のアクションを待つ。

「日本の若者にしては変わってるな」

　今度はハッキリと微び笑しよう……いや、苦く笑しようを浮かべながらも握手に応じてくれた。

　指先が触ふれる瞬しゆん間かん、習慣で『パチッ』とくるかと身構えてしまったけれど……恐おそれていた衝しよう撃げきは訪おとずれなかった。

　触れた大きな手からは、不快な静電気ではなくぬくもりだけが伝わってくる。

　こんなふうに誰だれかと手を触れるのは、ずいぶんと久し振ぶりだった。季節に関係なく、素す手でで接触しようとしたらパチパチと青い火花が飛んでしまうのだ。

　この人は、やはり……帯電を抑おさえてくれる救世主なのだろうか。それとも、一度の接触で決めつけて安あん堵どするのは早計か？

　五十嵐の手をギュッと握にぎったまま考え込む颯太に、

「いつまで握っている」

　と、低い声が咎とがめてくる。

　ハッとした颯太は、慌てて握り締しめていた大きな手を離はなした。視線を絡からませた五十嵐が、不快感を覚えているのかどうか……無表情なのでわからない。

　でも、間違いなく変なヤツだと思われた。

　握手を求めただけでも怪け訝げんそうだったのに、握り締めた手をジッと凝ぎよう視ししたまま黙だまり込んでいたのだ。

　言い訳！　なんとか、上手うまく言い訳をしなければ。

　なにをどう誤魔化せば、言い繕つくろうことができるのか……。

「す、すみません。あの、大きな手だな、と思いまして……あっ、でも変な意味じゃなくて……痴ち漢かん行こう為いを働くつもりは、なかったんですけど」

　焦あせるあまり、支し離り滅めつ裂れつな言葉を並べてしまう。これでは、取り繕うどころか深い墓ぼ穴けつを掘ほっているだけだ。

　どうにもならなくなって口を噤つぐむと、五十嵐は呆あきれたように吐と息いきをついた。

「別に、痴漢行為だとまでは言っていないだろう。大おお袈げ裟さだ。……なかなか面おも白しろいな、鳴神颯太」

　面白がられてしまった。

　情けない気分で肩を落としたけれど、反論の術すべはないのでとりあえず褒ほめ言葉としてポジティブに捉とらえることにする。

「ありがとうございます」

「礼を言うことではないだろう」

　短く答えた五十嵐の顔は……やはり、大真面目だ。

　この人こそ、面白いのでは。

　第一印象が『尊大で傲慢そうなエリート様』というあまりいいものではなかったせいか、ギャップが愉ゆ快かいだ。

　そう思って目をしばたたかせたところで、控ひかえめに扉とびらがノックされた。

「すみません、オーナー。女子バイトがロッカールームに入れなくて戸と惑まどっているんですけど、もういいですか？」

　扉の外から聞こえてきた加藤の声に、五十嵐は腕うで時計をチラリと確かく認にんして腰かけていたイスから立ち上がった。

「ああ、とりあえず面接は終わりだ。予備の制服とエプロンを鳴神に出してくれ。テスト採用だ。厨房で使え」

「あ、いい方向に話が進んだんですね。よかった。じゃ……失礼します」

　扉が開いて、ニコニコ笑いながら加藤が入ってくる。加藤と入れ代わりに、五十嵐が部屋を出ていきかけ……足を止めて加藤に声をかける。

「十六時に来る。鳴神に厨房を使わせて、焼き菓が子しやパンを試作させておいてくれ」

「了りよう解かいです」

　加藤がうなずいたのを確認すると、今度こそ急ぎ足で姿を消した。

　随ずい分ぶんと忙いそがしそうだ。颯太との面接は予定外だったようなので、スケジュールが狂くるってしまったのかもしれない。

「鳴神くん。じゃあ、簡単に説明するから……予備だからサイズが合わないかもしれないけど、とりあえずこれに着き替がえてもらっていい？」

「はい」

　ロッカーから取り出した、予備のものだという真新しい白シャツと丈たけの長いギャルソンエプロンを差し出されて、大きくうなずいた。

　あまりスマートにことが運んだ感じではないが、なんとか五十嵐とお近づきになれそうだ。

　あとは、どうやって不自然さを感じさせることなく接触を図るか……タイミングを見計らって、我が身に起きている危機的状じよう況きようを説明して、協力を仰あおぐか、だ。

　エプロンを握り締めた颯太は、容た易やすく近づけてくれなそうな五十嵐の顔を思い浮うかべて、

「握手は……そんなに頻ひん繁ぱんに使えないだろうから、とりあえず、さり気なく手を触さわらせてもらおう」

　せっかくの救世主を逃のがしてなるものかと、改めて気合いを入れた。







《三》







　なんとか『ティンカーベル』で雇こ用ようしてもらうことに成功した颯太は、大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえて開店準備中の店内に入った。

　こうして通うのも一週間になれば、慣れたものだ。

「おはようございますー！　パン、持ってきました！」

「おはよう。ありがと」

　厨ちゆう房ぼうから顔を覗のぞかせた加藤が、カウンターの上に置いた紙袋を受け取る。

　ここに来る途と中ちゆうで父親のベーカリーに立ち寄り、前日に頼たのんでおいたパンを引き取って出勤する、というのが颯太に課せられた朝一番の役目だ。

　シフトが夕方からの日でも、ひとまずオープン前にこうして顔を出すことになっている。その分、特別手当をもらっているのだけれど、さほど手間がかかるわけではないのでかえって申し訳ない。

「あ、オーナーもおはようございます」

　カウンターの端はしに座っている五十嵐の姿に気づいて、笑って挨あい拶さつをしながらペコリと頭を下げた。

　加藤から聞くところによれば、この『ティンカーベル』は五十嵐の自宅マンションとオフィスの中間地点にあるらしい。特に用がなければ、ここに立ち寄ってブランチを済ませて出社……というのが日課のようだ。

　最初に颯太が遭そう遇ぐうした日は、たまたまなのか窓まど際ぎわの二人がけテーブルに座っていたが、基本はレジから離れたカウンターの端がこの人の定位置らしい。

「おはよう。朝から威い勢せいがいいな」

「元気なのが取り柄ですから」

　五十嵐は、相変わらずニコリともせずに言葉を返してくるが、機き嫌げんが悪いわけではない……と学習済みだ。

　笑え顔がおのまま答えた颯太に、加藤が目を細めて話しかけてきた。

「颯太は物もの怖おじしないっていうか、人ひと懐なつこいよな。他ほかのスタッフはオーナーの迫はく力りよくにビビッて引くのに、平然と笑いかけるもんな」

「ビビりませんよ。だって、怖こわくないから。そりゃ、イケメンすぎて近寄り難がたいっていうのはわかりますけど……。せっかく男前なんだから、もう少し笑ったらもっとモテるだろうし、ちょっともったいないかなぁ……とは思いますが」

　カウンタースツールに腰こしかけている五十嵐を、その脇わきに立っている颯太は斜ななめ上からチラリと見下ろす。

　うん。この角度から見ても、端たん整せいな顔のクールなイケメンだ。

　今日のスーツは、ダークグレーにピンストライプの細身のもので、手足の長い長身がよく映はえる。

　日本人離ばなれしたスタイルをしているのにピッタリ体型に合っているから、もしかしてスーツはすべてオーダーメイドなのかもしれない。さすが、経済紙にも特集を組まれる新進気き鋭えいの青年実業家といったところか。

「モテたいなどと思ったことがないから、愛あい想そ笑いなど必要ないな。笑わなくても、勝手に話しかけてくる」

　気負いのカケラもなければ、謙けん遜そんするでもない。こんな台詞せりふは、五十嵐のような男だからこそのものだとわかるが……同じ男としては複雑だ。

「……店長。これは、掃はいて捨てるほどアチラから寄ってくる男の台詞ですよね？」

　ボソッとつぶやくと、加藤は苦く笑しようを浮かべて颯太と五十嵐のあいだに視線を往復させる。

「颯太だって、捨てたもんじゃないだろ。昨日も、『ステラ・ジュエリー』の社長に話しかけられてたの、知ってるぞ」

　オーダーされた紅茶をテーブルにサーブしに行った際、常連の女性客に話しかけられたのを見られていたのか。

　疾やましいことなどなにもしていないのに、ドギマギした気分になって慌あわてて首を横に振ふる。

「あ、あれは……近々大きなパーティーがあるから、臨時のフロアスタッフとして来てくれないかって声をかけてくれただけです。あ、もちろん仕事中でしたし、なんとかお断りしましたけど」

　答えながらさり気なく五十嵐を窺うかがうと、相変わらず無表情だ。

　引き抜ぬきというほど大おお袈げ裟さなものではないにしても、一応自分の店のスタッフが声をかけられたのに……颯太などどうでもいいと思っているのかもしれない。

　なんとなくしゅんとした気分になり、肩かたを落とす。

　ほんの少し間があったかと思えば、

「……加藤。黙だまって見ていないで助け舟ぶねを出してやらないか。鳴神はまだ子供だろう」

　予想外の言葉が五十嵐の口から出て、目を瞠みはった。

　カウンターの内側にいる加藤も、「おや？」という意外そうな顔をしている。

「えっ？　あ、いえ……子供じゃないです、から……大だい丈じよう夫ぶですけど」

　パタパタと、忙せわしなく顔の前で手を振る。

　すると、チラリと颯太を見上げた五十嵐が眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「落ち着きがない仕草はよせ。侮あなどられる」

「は……はい。すみません」

　即そく座ざに両手を下ろして、背筋を伸のばす。

　そんな颯太と五十嵐のやり取りを見ていた加藤が、「はははっ」と笑い声を上げた。

「まるで、ご主人様と躾しつけ中の仔こ犬いぬだな。懐なつかれると可愛かわいいでしょう、オーナー」

　加藤の言葉に、颯太の心臓がトクンと変に脈打った。

　可愛いなんて言われて、五十嵐はどう答えるのか……耳に神経を集中させていると、普ふ段だん通りの淡たん々たんとした調子で言い返す。

「……鳴神を犬呼ばわりするな」

「あ……っと、失礼しました」

　颯太自身が悪気のないたとえだとわかっているのに、大おお真面目まじめに受け取るあたり、五十嵐らしい切り返しだ。

　軽口が通用しない固さはこの人の性格だとなんとなくわかってきたけれど、これまで周りに一人もいなかったタイプなので少し苦手かもしれない。どう接すればいいのか、未いまだに摑つかめない。

「そろそろ行くか」

　そうつぶやいてスツールを立ちかけた五十嵐に、「え？」と、目を見開いた。壁かべにある時計は、十時半を少し過ぎたところを指している。

「でも、ブランチ……まだじゃないですか？」

　五十嵐の前には、ティーセットしかない。

　颯太がパンを持ってきたばかりで、ここには一日で使い切るだけのパンしか卸おろしていないので昨日の残りもないはずだ。

　もしかして、食事をしていないのでは？

「今日は、少し早めに行かないといけないんだ。お茶だけで結構」

　律りち儀ぎにポケットから財さい布ふを取り出した五十嵐が、颯太に「レジ打ち、習っただろう？」と会計を促うながす。

「はい。じゃあ、ダージリン……で、千円です。カード、お預かりします」

　これまでにいくつもアルバイトを渡わたり歩いているのだ。レジの操作自体はさほど変わらないので、難なくこなせる。

　それなのに、五十嵐が見ていると思えばいつになく緊きん張ちようしてしまう。

　会計を終えて五十嵐が財布を仕し舞まったところで、思いついた。

「あっ、そうだ。オーナー。これ……よければ持っていってください。クリームパンと、ブラックチェリーのデニッシュ。デニッシュのチェリーコンポート、おれが作りました。オーナーや店長に試食してもらおうと思って、持ってきたんです」

　厨ちゆう房ぼうに入り、持ってきたばかりの大きな紙かみ袋ぶくろを探さぐる。クリームパンとデニッシュの小こ袋ぶくろを見つけて、足を止めている五十嵐の前に駆かけ戻もどった。

「どうぞっ」

「ああ。もらっていこう」

　差し出した颯太に、ほんの少し唇くちびるの端を緩ゆるませて受け取ってくれる。紙袋の受け渡しと同時に、指先を触ふれさせることに成功した。

「……ふっ」

　思わず安あん堵どの息が漏もれ、全身の緊張が抜けた。

　五十嵐と接せつ触しよくしたら……身体からだに滞とどこおっていた不快な膜まくのようなものが、スルリと剝はがれ落ちるみたいだ。

　ほぼ毎日、なにかと理由をつけたりして、さり気なく五十嵐に触さわらせてもらっている。そのおかげか、ここしばらくは電子機器を破は壊かいすることもないし、うっかり金属に触れても火花が散らない。

　問題なくアルバイトをこなせているのも、この人のおかげだ。

「鳴神？　どうかしたか？」

「あ、いえっ。なんでもありません。いってらっしゃい！」

　パッと後ずさりをして五十嵐から距きよ離りを取り、笑いながら手を振った。

　五十嵐は小さくうなずくと、大おお股またで店を出ていく。姿勢がいいせいか、実際よりも更さらに長身に見える。

「うーん……いつも怖こわい顔をしてるけど、こうやって見ればやっぱり格好いいな。本当に、もう少し愛想よくすればいいのに」

　後ろ姿を見送った颯太が思わずつぶやくと、厨房の加藤が「ぷっ」と吹ふき出すのが聞こえてきた。

「颯太は、オーナーが好きなんだなぁ。怖いって言いながら、格好いいか？」

　その途と端たん、ドクンと耳の奥で一ひと際きわ大きく心臓の鼓こ動どうが響ひびいた。

　カーッと身体が熱くなり、急せいた気分のまま忙しなく反論する。

「す……好きっていうか、店長も格好いいと思いませんっ？　もちろん変な意味じゃなくて、ただ同性として理想だな……って」

「まぁ、男として憧あこがれるのはわからなくはないか。しっかし、そんなに必死で否定するなよ。かえって、怪あやしまれるぞ。ここに祐ゆ里り香かがいたら大変だ。たまに、男二人の客で妄もう想そうして遊んでる」

　よくわからん、と苦笑する加藤に、颯太はますます頰ほおが熱くなる。

　怪しい？　なにが？

「や、やめてくださいよ。オーナーに本気で怒おこられますよ？」

「ああ……あの人は、全部真正面から受け止めるからな。学生時代からのつき合いだけど、そういうところはまんまだ」

　クククッと笑った加藤の話はそこで途と切ぎれ、心底ホッとした。

　……どうして、五十嵐が好きだと言われてあんなに焦あせった気分になったのか。

　自分でも不可解だったけれど、否定しなければならないという防ぼう御ぎよ本能が働いたのだ。

「さっきの、オーナーに渡したデニッシュ、俺のもあるんだよな？」

「もちろんですっ。チェリーのコンポート、我ながら上手うまくできましたので……よければ、ここでもワッフルとかバニラアイスに添そえてもらえないかなって思いまして」

　よかった。完全に話題が別の方向に向かった。

　急いでカウンターの内側に入った颯太は、紙袋からデニッシュを取り出して加藤に手て渡わたす。

　自分が変な顔をしているのではないかと、気が気でなく……うつむいたまま、加藤と目を合わせられない。

「颯太、髪かみがいつもより遊んでるぞ」

「えっ？　あ……！」

　加藤は、颯太の髪があちこち撥はねていることを指し摘てきして笑いながら、何気なく手を伸ばしたのだろう。

　まさか、その手にパチンと静電気の衝しよう撃げきが走るとは……予想もしていなかったに違ちがいない。驚おどろいた顔で、自分の手とふわふわ漂ただよう颯太の髪を見ている。

　軽い痛みに首を竦すくませていた颯太は、すぐさま立ち直って加藤を見上げた。

　他人ひと様さまとの接触で静電気が生じることは、珍めずらしくない。対処法も、手慣れたものだ。

「なんだろ、静電気ですかねっ。手、洗って電気逃にがします」

　緊きん張ちよう感かんなく笑いながら加藤にそう言うと、加藤も、

「なんだ、静電気か。ビックリした。激しいなぁ」

　と笑って、自分の手を振ふる。

　一度や二度なら、こんなふうに軽い調子で『よくあること』として対応できるし、相手も納なつ得とくするのだ。

　そそくさとシンクの水に手を浸ひたした颯太だが、「なんで？」と頭の中に疑問がグルグル渦うず巻まいていた。

　ついさっき、五十嵐と接触して……帯電を抑おさえてもらったはずなのに。確かにあの瞬しゆん間かん、全身に纏まとわりついていた静電気が鎮しずまるのを感じたのだ。

　でも、今は……うっかり金属などに触れば、確実に青い火花が散るという自覚があるくらい、帯電している。

　その理由は……なんだろう？

　颯太は、これまでとなにが違うのかわけがわからなくて、混乱したまま長い時間流水に手を浸していた。
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　いつもなら、オープン前に顔を出すのに……まだ来ない。

　作業をしながら、そわそわと何度も出入り口を窺うかがってしまう。

　そうして颯太がランチタイムが始まっても現れない五十嵐を気にしていることは、加藤には手に取るようにわかるのだろう。

　笑いながら、

「颯太。今日の昼は、オーナー来ないぞ」

　と、告げてきた。

「えっ、どうしてですか？」

　パン生き地じを成型していた手を止めて、パッと顔を上げる。慌あわてて生地に布を被かぶせ、加藤に向き直った。

「来ないって……」

　聞き返した颯太は、悲痛な顔をしていたのかもしれない。加藤が、不思議そうに目をしばたたかせる。

「逢あえないの、そんなに淋さびしいか？」

　からかうような冗じよう談だんを、笑って受け流す余よ裕ゆうはない。

　重ねて「今日だけですか？　まさか、何日も……」と、尋たずねる。

「心配しなくても、昼だけだ。夜、帰りがけには顔を出すんじゃないかな。あの人、壊かい滅めつ的な不器用で自じ炊すいがまったくダメだから、晩飯を食って帰るだろうし」

　今日だけだと聞いて、少しだけ肩かたの力が抜ぬけた。二日も三日も、と言われてしまったらどうしようかと焦ってしまった。

　気のせいならいいけれど、ここしばらく帯電する静電気が増しているように感じる。これはもう、『静』電気とは呼べないのではないかと思うくらいだ。

「あの、おれ……今日はクローズまで入っていてもいいですか？」

　閉店までシフトに入っていれば、帰宅途中に寄るという五十嵐に逢えるに違いない。なにか理由をつけて接触させてもらい、帯電を鎮めてもらおう。

　そんな颯太の思おも惑わくを知る由よしもない加藤は、ニヤニヤと笑いながらからかってくる。

「ん？　そりゃ、まぁ……助かるけど。オーナーにどうしても逢いたいから、ってわけじゃないよなぁ？」

「違いますっ。その、ちょっとでも実入りが多いほうが嬉うれしいな、って思っただけで……オーナーに逢うのが目的じゃないですからね」

　力説したら、ますます変に思われる。

　わかっているのに、否定せずにいられないのは……図星のど真ん中を突つかれたせいだ。

「ハイハイ。とりあえず、作業に戻もどれ。混こみ合う時間だ」

「あっ、はい。すみません」

　軽く流されてしまったが、店内が混み合うランチタイムに突とつ入にゆうしたのは事実で……無む駄だ話で手を止めている場合ではない。

　唇くちびるを引き結んだ颯太は、目の前の仕事に意識を集中させて、足首に仕込んである静電気防止リングに心の中で「頼たのむぞ」と語りかけた。










「うぅぅ、めちゃくちゃ疲つかれた」

　これは、仕事が忙いそがしかったのではなく気き疲づかれだ。

　朝に接せつ触しよくできなかったことで、五十嵐にこっそりとアース役になってもらっていたこの十日ほどのあいだがどれほど安あん穏のんとした日々だったのか、痛感させられた。

　スプーンやフォークに触ふれて火花を散らしたのが、五回……いや、六回。

　レジでの小こ銭ぜにの受け渡わたしの際、指先が触れたお客さんとのあいだでパチッとなったのが、三回……か。

　両親や兄に「このところ、落ち着いてるなぁ」と言われて「二、三日に一度は風神さんに接触しているから」と答えたのは、昨日のことだけれど……奇き遇ぐうにも、この半日でそれを実感させられてしまった。

「静電気防止って、どこがだ。虚きよ偽ぎ記き載さいです、って消費者センターに訴うつたえてやろうかな」

　あとは、冷蔵庫のドアで発した静電気による指先の痛みに顔を歪ゆがませて、どんなに水で押さえても広がる髪をアルバイト仲間に笑われること数知れず。

　最後のほうは、バンダナを頭に巻きつけてなんとか髪の爆ばく発はつを誤ご魔ま化かした。

「颯太ぁ、愛いとしのオーナーが来たぞ。逢いたかったんじゃないか？」

　ロッカールームのテーブルに突っ伏ぷしていると、扉とびらが開いて加藤の声が背中にかけられる。

　ガバッと上半身を起こした颯太は、悪あく趣しゆ味みなからかいを完全にスルーして加藤の脇わきを通り抜けた。

　十時の閉店時間を過ぎている店内は、カウンター周囲のみに照明が灯ともされている。ひっそりとしたカウンターにいる五十嵐が、誇こ張ちようではなく光り輝いて見えた。

　速足で五十嵐の傍そばに歩み寄った颯太は、きっとご主人様との久々の再会を果たした犬のように、全身で喜びを表していたのだろう。

「オーナー、逢いたかった！」

「ちょ……店長っ。変なアテレコしないでくださいよ！」

　背後から聞こえてきた加藤の言葉を、振り向むいて咎とがめる。

　ビックリした！　心の声が、無意識に出てしまったのかと思って焦あせった。

　定位置であるカウンターのスツールに腰こしかけている五十嵐は、怪け訝げんそうに颯太を見上げてくる。

「なんだ、こんな時間まで鳴神がいるのは珍しいな」

「朝、オーナーに逢えなかったから、どうしても顔を見たくて居残ったみたいですよ。ってわけで、晩飯は鳴神に食べさせてもらってください。俺はデートの約束があるので、失礼していいですか？　約束の時間、十時半なんです」

「……仕方ないな。女性を待たせないよう、急げ」

　自分の腕うで時計を見み遣やって嘆たん息そくした五十嵐は、そう言って加藤に帰宅を促うながした。

　学生時代からのつき合いとは聞いていたけれど、改めて親しそうなやり取りだと感じる。勤務時間が終わっているせいもあるのかもしれないが、デートという言葉にこんなふうに柔じゆう軟なんな態度を取るのも意外だ。

「じゃ、失礼します。颯太、頼んだ。オーナー、戸と締じまりしてくださいね。鍵かぎ、そこに置いてますから」

「お疲れ様でしたっ」

　ジャケットを羽織りながら急ぎ足で出ていく加藤を、手を振ふって見送る。出入り口の扉が閉まると、外の音が遮しや断だんされ……途と端たんに静かになった。

　こんなふうに二人きりになるのは、初めてだ。いや、初日の面接以来か。

　ただ、あの時とは状じよう況きようがまるで違ちがう。

「鳴神」

「ハイ！」

　ぼんやりと扉を見ていた颯太は、名前を呼ばれたことでハッとして、背筋を伸のばして五十嵐に向き直った。

「なんでもいいから軽食を。バタバタしていて、夕食を取りそびれた」

「は、はい。なにがあるかな……少しだけ待っててください」

　カウンターの内側に入ると、業務用の冷蔵庫を開ける。

　すぐ目に付く場所に、スープボウルに入ったミネストローネとラップをかけたサンドイッチが置かれていた。

　五十嵐が来ることを予測していた加藤が、用意しておいたのだろう。

「あたためればいいだけみたいなので、すぐ用意します」

　スープをオーブンレンジであたためているあいだに、サンドイッチを出して紅茶を淹いれる準備をする。

　急いでトレイにセットして五十嵐の前に置くと、五十嵐は礼れい儀ぎ正しく「いただきます」と手を合わせてからスープに口をつけた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たの颯太は、簡単にできるオムレツを作ろうと思い立って小さなフライパンを手にした。

「よければ、こちらもどうぞ」

　ほかほかと湯気が立つプレートを差し出すと、五十嵐はマジマジと見み詰つめた。

　具はチーズだけの、見た目はシンプルなオムレツだ。チーズや卵が、食べられないわけではないと思うのだが。

「あっ、ケチャップとかいりますか？　チーズの塩分があるので、軽くブラックペッパーを振っただけですが」

　冷蔵庫からケチャップを取り出そうとした颯太だったが、五十嵐は「いや、いい」と低く制止する。

　カウンターに置いていた皿を手元に引き寄せて、ひまわり色のオムレツをフォークで崩くずした。颯太は、口に合わなかったらどうしよう……とドキドキしながら、五十嵐の一連の動作を見守る。

「……美味うまい。鳴神は器用だな。パンや菓か子しだけでなく、こういうのも作れるのか」

　感心したように言われてしまうと、照れくさい。颯太はくすぐったい気分になりながら、五十嵐に答えた。

「簡単ですよ。料理って言えるほどのものじゃないですし」

「その簡単なことが、私はできないんだが。正直言って、ゆで卵の殻からを剝むくのも苦手だ。生卵をまともに割る自信もない」

「はぁ……卵は苦手ですか」

「卵だけでなく、台所仕事全ぜん般ぱんと相あい性しようが悪いんだ」

　……意外だ。この人は、なんでもそつなくやってのけそうなので、スーパーマンのように思っていた。

　自分が勝手に理想としていたような、完かん璧ぺきな大人の男ではない。

　それでも、少しも落らく胆たんすることはなく……逆に、わずかな隙すきを垣かい間ま見みられたことで親近感が増したかもしれない。

　綺き麗れいな所作で黙もく々もくと食事を終えた五十嵐は、颯太が厨ちゆう房ぼうで片づけを済ませるのを待っていたようだ。

　皿を洗い終えてタオルで手を拭ふいていると、

「鳴神」

　と名前を呼びながら、手招きをしてきた。

　はい、と答えてカウンターを回り込んだ颯太は、五十嵐が腰かけているスツールの脇に立って続く言葉を待つ。

「座れ」

「あ、はい」

　着席を促され、手で示された五十嵐の隣となりに腰を下ろした。

　なんだろう。いつにも増して、真面目まじめというか真しん剣けんな空気だ。

「加藤はあんなふうに茶ちや化かしていたが、なにか話があったんじゃないか？　そろそろ、本採用になった場合の雇こ用よう条件について、確かく認にんしておきたいとか……か？」

　颯太は、ほんの少し緊きん張ちようしてなにを言われるのか待っていたけれど、五十嵐の口から出たのは予想外の言葉だった。

　首を横に振りながら、「違います！」と返す。

「そんなの、おれから言えることでは」

「何故なぜだ。正当な権利だろう。君は予想よりずっと真面目に働いてくれていると、加藤からも聞いている。今では立派な戦力だ」

　真しん摯しな表情でそんなふうに言われて、じわっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　真っ直ぐな言葉で褒ほめられてしまうと、嬉うれしいよりも恥はずかしい。

「あ、ありがとうございます。でも、そんな用じゃないんですが」

「違うならなんだ」

　失敗した。五十嵐の言葉にうなずいておけばよかったのだ。違うと否定してしまったからには、どう言えばいい？

　言葉を探して、カウンターに置いた両手の指を忙せわしなく擦こすり合わせる。落ち着かない心情をそのまま表した手を、五十嵐は見過ごさなかった。

「落ち着きがないな」

　そう言いながらパッと手の甲こうを押さえられ、反射的に大きく肩かたを震ふるわせた。思わず五十嵐の手を振り払はらってしまい、「あ！」と短く口にする。

「すみませんっ。火花が散るかと思って、つい！　オーナーなら大だい丈じよう夫ぶなのに」

　予期していなかったせいで、過か剰じように反応してしまった。特に、今日一日は不用意に人と接せつ触しよくしないよう気を張り続けていたのだ。

　人や物に接するたびに散々火花を撒まき散らしたけれど、相手が五十嵐だと……やはり、恐おそれていた静電気が発生しない。

「火花？　私だと大丈夫とは？」

「あ……」

　怪訝そうに聞き返され、うっかり余計なことまで口走ってしまったのだと今いま更さらながら気がついた。

　顔色を失った颯太が、自分の迂う闊かつさに頭を抱かかえたくなっていると、五十嵐は容よう赦しやなく追つい及きゆうしてくる。

「頻ひん繁ぱんに私に触ふれようとしていたことに、関係があるのか？」

「触れようと……って」

　自分では、さり気なく接触を図はかっていたつもりだった。

　五十嵐自身には、不自然さを感じさせていないと思っていたのだが……いつからなのか、感づかれていたらしい。

　さすがに、店を出ようとしていたところを追いかけていって、肩に糸くずがついてます……などと無理やり理由を作って触さわったのはマズかったか。それとも、レジでカードのやり取りをした時に、少しばかり強ごう引いんに指先を触れさせたのが変だったか。

　どのあたりで、五十嵐は颯太を不ふ審しんに思ったのだろう？

「き……気がついてたんですか？　でも、それは触るのが目的というより、事情があって……です、ね」

　しどろもどろになっている颯太に、五十嵐はこれまで通りの落ち着いた語り口でポツリと零こぼす。

「気のせいかと思っていたが、やはりそうか」

「って、誘ゆう導どう尋じん問もんにかけましたね？」

　どうやら、五十嵐は確信があって口にしたのではなく、カマをかけただけだったらしい。飛んで火に入る夏の虫、とはこのことか。

「見え透すいた手に、あっさり引っかかった自分を恨うらめ。さて、では……その『事情』とやらを説明してもらおうか」

「う……ぅ、……はい」

　わかりやすい罠わなに自らかかったことは事実なので、反論の余地はない。

　無表情の五十嵐から、威い圧あつ感かんたっぷりに『事情』の説明を迫せまられて、誤ご魔ま化かそうという無む駄だな努力を手放した。










「……です。オーナーは、知っていましたか？」

　鳴神家が雷らい神じん家系であること、自分の身に起きている危機、そして五十嵐家が風神家系らしいということ。

　自分が知り得る限りの『事情』を語った颯太は、五十嵐がどんな顔をしているのか確かめようと顔を上げた。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だと、呆あきれている……様子はない。笑うでもなく、眉み間けんに皺しわを刻むでもなく、平然としている。

「雷神家系か……話に聞いたことはあったが、実在したんだな」

「知ってたんだ……」

　それなら、もっと早くに事情を説明すればよかったか。

　そう拍ひよう子し抜ぬけした気分になるのは、事情をある程度把は握あくしているという五十嵐が、こうして普ふ通つうに受け止めてくれたからだろう。なにも知らなければ、まともに取り合ってくれなかったかもしれない。

「オーナーと接触したら、落ち着くんです。でも……今も、たぶん」

　視線を巡めぐらせた颯太は、カウンターの隅すみに置かれている店の鍵かぎ束たばに目を留めた。

　金属製の鍵は、いつもなら徹てつ底ていして避さけるアイテムだが……覚かく悟ごを決めて、手を伸のばす。

「イテッ！……って感じです」

　パチンという音と共に、青白い火花が飛び散った。

　百聞は一見に如しかずと言うけれど、五十嵐の前で見せたパフォーマンスはなによりの説得力を持っていたようだ。

「なかなか厄やつ介かいだな」

　半信半疑の空気を漂ただよわせていた五十嵐は、腑ふに落ちた、という顔で颯太の手元を眺ながめる。

　しおしおとうなずいて、「だけどっ」と顔を上げた。

「オーナー、ちょっと手……いいですか？」

「ああ」

　今度は五十嵐の手を握にぎらせてもらって、同じ鍵に指先を触れさせる。なにも起こらないことを確認して、鍵から手を離はなした。

「という感じです。やっぱり、オーナーがアースなんです」

「さっき放電したばかりだからじゃないか？」

「いえ、それだといいんですが。おれ、瞬しゆん間かん的に帯電っていうか蓄ちく電でんするみたいで……バチンバチンと連続爆ばく発はつを起こすこともあるんです。でも、オーナーに触ったら平気だ」

　正しく、颯太にとっては救世主なのだと確信を持つ。

　この手を離すものかという防衛本能が働き、自然と五十嵐の手を握ったままの指に力が入ってしまった。

「鳴神の事情は、だいたいわかった。平へい穏おんな日常というより、身の安全のために協力しよう。接触とは……握あく手しゆでいいのか？」

「と、思いますけど……調べた兄貴や祖父が言うには、接触が深くなるほどアースの効きがいいとか。確かめたわけではありませんが」

　笑いながら、風神家系の男に抱だかれてこいと無責任に言い放った、憎にくたらしい兄の顔を思い浮うかべる。

　そんなことまで当の五十嵐に言えるわけもなく言葉を濁にごすと、「ふーん？」と思案の表情を滲にじませた。

「では、ひとまず」

「えっ……ッ、ぁのっ……」

　不意に両りよう腕うでの中に抱だき込まれて、全身を硬こう直ちよくさせる。

　なに？　なにが起こっている？　五十嵐が自分を抱き寄せて……子供にするように、背中をトントンと叩たたいて……？

　目を白黒させている颯太の頭上から、相変わらず落ち着いた五十嵐の低い声が降ってきた。

「このほうが、握手より有効なんだろう？　大人しく抱かれろ」

「で、でも……オーナー、嫌いや……っていうより気持ち悪くないですか？　男を、抱き締しめるなんて。握手でも、申し訳ないのに」

　どうしてこの人は、躊躇ためらいなく同性を抱き締められるのだ。

　なにより自分自身が、『嫌』とか『気持ち悪い』という意味で鼓こ動どうを速くしているのではないことが、颯太を混乱させている。

「いや、そんなふうには思わないが。鳴神は？　私に抱かれて、気持ち悪いのか？」

「……まさか。おれは、命の危機を回かい避ひするため、ですし」

「ああ……そうだろうな」

　颯太一人がドギマギして、動どう揺ようさせられている。五十嵐は、いつもとまったく変わらず淡たん々たんとしているのに。

　それが悔くやしいのか、ありがたいと思わなければならないのか、いろんな感情が胸の奥でごちゃごちゃに絡からまっていて……苦しい。

　頰ほおに触れているさらりとしたスーツの生き地じ、身み動じろぎした時に感じるネクタイの結び目が、五十嵐と密着していることを否いや応おうなく颯太に突つきつけて緊きん張ちようが加速する。

　苦しいのに、五十嵐の腕うでの中は言葉では形容できない安あん堵どをもたらして心地ここちいい。

　こうして無言で密着していると心が凪なぎ、ずっとここにいたいと奇き妙みようなことを考えてしまいそうだ。

　颯太はそろりと手を上げると、密ひそかに五十嵐が着ているスーツの脇わき腹ばらあたりを握った。　>>>♥

　背中を抱くなどと図ずう々ずうしいことはできないけれど、せめてこれくらいは許してくれるだろうか。

　もう少し……五十嵐の手が、離されるまでだから。

　細く息を吐はいた颯太は、五十嵐のスーツの生地を握る指先にそっと力を込めて、強く目を閉じた。







《四》







「おはよーございます」

　店内に声をかけながらベーカリーの扉とびらを開けた颯太を、白い調理服姿の兄が振ふり向むいた。その手には、パンを並べた籠かごがある。

　店頭にいるのは珍めずらしいけれど、どうやら、棚たなに焼き上がったパンを陳ちん列れつするために厨ちゆう房ぼうから出てきたようだ。

「来たな、颯太。用意してあるぞ。バゲットを五本と、山形食パンを三本。あと……クリームパンとドーナツって、一個ずつでいいのか？」

「あ、うん。それは、オーナーにだけ。ブランチの後、忙いそがしい日は夜の十時過ぎまでご飯が食べられないことがあるって聞いて……こういうのなら、時間がある時とか移動中に車の中ででも食べられるかなと思って、差し入れ。あ、代金はおれが払はらう」

「へー、多た忙ぼうな人なんだなぁ。すぐ持ってくるから、お客さんの邪じや魔まにならない隅っこで待ってろ」

　壁かべ際ぎわを指差した兄は、アンパンとクロワッサンを並べたトレイに、『只ただ今いま焼き立てです』と記された札を立てて、急ぎ足で厨房に戻もどっていった。

　母親はレジでお客に対応しているので、兄が持ってきてくれるのだろう。

「……オーナー、メロンパンも好きって言ってたな」

　品切れになったばかりなのか、メロンパンの名札が出ているトレイは空っぽだ。明日は、取り置きを頼たのんでおこう。

　さほど待つことなく、ここで一番大きな手て提さげの紙かみ袋ぶくろを持った兄が戻ってきた。

「はいよ。親父おやじから、ブリオッシュをオマケしておいたってさ」

「えっ、いいのか？」

「颯太の救世主に、ささやかな礼だと。命いのち綱づなみたいなもんだからな」

　これだけ数があると、一つ一つは軽いパンでもそれなりの重量になる。手て渡わたされた紙袋を慎しん重ちように両手で受け取りながら、チラリと兄を見上げた。

「ありがと。簡単な丸パンはおれが店の厨房で作れるけど、ブリオッシュなんかは無理だからなぁ。……兄ちゃんさぁ、今度クロワッサン教えてよ」

　遠えん慮りよがちに口にした颯太の頼みは予想外のものだったのか、兄はほんの少し目を瞠みはった。

　これまで、颯太から積極的に「教えてくれ」と言ったことはないので、不思議そうな顔で見下ろしてくる。

「どんな心境の変化だ。パン屋は地味だとかナントカ……言い訳を並べて、乗り気じゃない顔をしていたくせに」

「どうせなら、中ちゆう途と半はん端ぱにやるんじゃなくてそこそこ本格的なものを作りたいって思ったんだよ。カフェのお客さんに……焼き立てパンが美味おいしいって言ってもらえたら、やっぱり嬉うれしいし。バリエーション、増やしたいな……って。面めん倒どうなら、父さんに頼むけど」

　確かに、高校二年の夏休みだったか……進路を決める際、兄から「一いつ緒しよにやるか？」と誘さそわれてそういう言い方をした記き憶おくはある。あの頃ころの自分には、兄ほど熱心にパン作りの修しゆ業ぎようができると思わなかったのだ。

　それが、今度は「教えろ」だなんて都合がいいのはわかっている。気まずくて、言い訳じみた言い回しになってしまった。

「親父、超ちようがつくスパルタだぞ。夏休みの『お手伝い』とはわけが違ちがうからな。……般はん若にやのような親父と優やさしいお兄様、どっちがいい？」

　ニヤニヤ笑ってそうからかってくる兄を、上うわ目め遣づかいで見ながら……唇くちびるを引き結ぶ。

　そう言えば、颯太が「お兄様にお願い」と言うのがわかっているに違いない。その通りなので、悔しい。

　でも……パンに関しては別人のように厳しい、父親のスパルタ教育は嫌かもしれない。

「……お兄様がいいです」

　顔を背そむけて、ポツリと返す。

　すると、視界の端はしに映る兄はクククッと肩かたを震ふるわせた。

「素す直なおでよろしい。じゃ、今度の休みに厨房を借りてやる。……風神さんと上手うまくいってるみたいで一安心だ」

「ん……オーナーのおかげで、平へい穏おんな毎日を過ごせてる」

　朝の開店前、もしくは夜の閉店後。

　ほぼ毎日、五十嵐に握あく手しゆをしてもらうことで、かなり帯電を抑おさえられている。きっとそのおかげで、『ティンカーベル』ではレジやタイムカードを壊こわしたことはないし、お客と小こ銭ぜにの受け渡わたしをする際に火花を散らすこともない。

　あまりにも安あん穏のんな日々に浸ひたっているので、もし五十嵐との接せつ触しよくが二日、三日空いてしまったらどうなるだろう……と、怖こわいくらいだ。

「それはなにより。で、兄としては気になることが一つ。随ずい分ぶんと風神さんに懐なついているみたいだが」

「うん？」

「……アースとして、どこまで深く接触しているんだ？」

「は……ぁ？」

　背中を屈かがめた兄が、耳元にこそっと吹ふき込んできた言葉の意味を理解するのに、数十秒を要した。

　パチパチと目をしばたたかせて、言葉の意味を解した途と端たんにカッと顔面が熱くなる。

「……っ、ふざけんなバカ！」

　殴なぐりたいところだが、生憎あいにく両手は塞ふさがっている。兄の足元を蹴けりながら言い返すと、声を上げて笑われた。

「このところ、俺とのあいだでもバチバチしないし……風神さんとの接触がそんなに濃のう厚こうなのかと、純じゆん粋すいな疑問だろ」

「どこが純粋だっ」

　悪あく趣しゆ味みなからかい方をする兄に、更さらに蹴りを追加しようとしたところに、厨房から顔を覗のぞかせた父親の怒ど声せいが響ひびく。

「おい、裕太に颯太。店の中でふざけるな！」

「っと、すみません」

「……ごめんなさい」

　首を竦すくませて謝ると、レジから睨にらんでいる母親にも「ごめんなさい」と頭を下げる。

　失敗した。ここは……逃にげるが勝ちだ。

「じゃ、行ってきます。ガンバレ、兄ちゃん」

「チッ……逃げる気だな」

　自分よりも、兄のほうがこっぴどく怒おこられるに違いない。そう思えば、変にからかわれたことの溜りゆう飲いんが下がる。

　そそくさとベーカリーを出た颯太は、パンの詰つまった紙袋を両手で抱かかえ直して小走りで駅に向かった。

　頰ほおが、燃えるように熱いのは……妙みような言葉をぶつけてきた兄のせいだ。

「オーナーの顔を見て、変な反応をしたらどうするんだよ」

　兄の余計な言葉を頭から追い出そうと、奥歯を嚙かんで首を左右に振った。










　カウンター越ごしに、レジでブランチの会計を終えた五十嵐と目が合った。

　今日はタイミングが合わなくて、レジでの会計もブランチのトレイを持っていくのも違うスタッフだった。

　そのせいで、日課である『アース目的の接触』ができていないことがわかっているせいか、五十嵐が足を止める。

　カフェタイム用のパウンドケーキを作っていた手を止めた颯太は、隣となりにいる加藤を見上げて話しかける。

「少し外していいですか？　オーナーに渡したいものがあるんです」

「おお、いいぞ」

　加藤の許可を得て、小走りで厨房を出る。颯太が目で合図をしていたせいか、五十嵐は足を止めて待っていてくれた。

「オーナー、ちょっとだけ奥に来てもらっていいですか？」

「ああ」

　鷹おう揚ようにうなずいた五十嵐と共に、無人のロッカールームへと入る。名札のついたロッカーを開けた颯太は、ベーカリーの紙袋を取り出した。

　入り口を入ってすぐのところで立っている五十嵐に駆かけ寄り、その紙袋を差し出す。

「これ、よければおやつに食べてください。クリームパンと、ドーナツとブリオッシュです」

「いいのか？」

「はい。いつもアースしてもらっているので、ささやかなお礼です」

　余計なお世話だと、突つっぱねられることなく五十嵐が受け取ってくれたことにホッとして、笑いかける。

　すると、五十嵐は壁かべ際ぎわに設置されているテーブルに紙袋を置いて腕うでを広げた。

「鳴神」

「あ……えっと、じゃあ……お願いします」

　促うながす響きで名前を呼ばれ、おずおずと歩を進める。

　躊躇ためらいのカケラもなく、自然な仕草で颯太を抱だき寄せた五十嵐は、ポンポンと軽く背中を叩たたいてきた。

　まるで、あれだ。小さな子供か、動物にでも触ふれているみたいな……。

　なんとなく複雑な気分になったけれど、五十嵐の腕の中は居い心地ごこちがいい。颯太にとって、なによりの安全地帯なのだ。

　でも、最近は……帯電は抑えられているはずなのに、こうして五十嵐と接触していると指先がヒリヒリするような、帯電に似た感覚に襲おそわれる。

　ここは安全地帯で落ち着く場所のはずなのに、そわそわするなんて矛む盾じゆんしていると自分でも思う。

　変に落ち着かない。それなのに、五十嵐が腕を離はなすのを待つばかりで自分からは離れられないなんて、ますますわけがわからない。

　スッポリと抱き込まれた腕の中、無言で身体からだを硬かたくしていると、

「これくらいの接触でも、効果はあるのか？」

　ジッと颯太を腕に抱いていた五十嵐が、なにやら思いついたようにそう口を開いた。

　頭のすぐ近くで聞こえてきた低い声に、トクンと一ひと際きわ大きく心臓が脈打つ。

「こ、これくらいで……って」

　これでダメだと言えば、どうする気だろう。

　抱き締しめるより深い接触……とは？

　妙な方向に思考が突っ走りそうになり、慌あわてて頭から追い出した。兄に変なことを言われたせいで、不要に五十嵐を意識してしまっているみたいだ。

　颯太の強こわ張ばりが伝わったのか、身体に巻きついていた五十嵐の腕から力が抜ぬける。

「間に合っているのならいい。問題が生じれば、遠えん慮りよなく言え」

「は、い。ありがとうございます」

　そろりと顔を上げた颯太を見下ろす五十嵐は、普ふ段だんとまったく変わりのない顔と態度だ。

　見事なまでのポーカーフェイスで、喜き怒ど哀あい楽らくをすべて顔に出してしまう颯太は、さぞ落ち着きなく目に映ることだろう。

「夜は？」

　短い問いの意味は、カフェの閉店後にもアース役を買って出ようかというありがたい申し出だ。

　朝だけでなく、もう一度こうして帯電を鎮しずめてくれたら安心なのは確かで……五十嵐が迷めい惑わくでなければお願いしたい。

「あ、オーナーが大だい丈じよう夫ぶでしたら、厨ちゆう房ぼうで明日の仕込みをしながら待たせてもらいます」

「わかった。では、また夜に。変へん更こうがあれば連れん絡らくする」

　うなずいた五十嵐は、オマケとばかりにポンと颯太の頭に手を乗せて、テーブルに置いてあった紙かみ袋ぶくろを持った。

　大おお股またでロッカールームを出ると、それきり振ふり返ることなく早足でカフェを出ていく。

　颯さつ爽そうという形容がピッタリだと思いながら背中を見送っている颯太の隣に、アルバイト仲間の女の子が並んできた。

「……オーナー、相変わらず男前だねぇ」

「うん……」

　感かん嘆たんするような言葉に、颯太は深く考えることなく相あい槌づちを打った。五十嵐が男前なのは、事実だ。

「颯太くんは、そんなオーナーの背中を熱い視線でうっとりと見送ってるわけだ。オーナー、今日も格好いい！　って目をキラキラさせてたよ」

「うん……って、別におれは、うっとりしてるわけじゃないよ？」

　慌てて隣に顔を向けると、そこに立っていたスタッフは颯太と一番歳としの近い祐里香だ。

　つい、うなずいてしまったことに慌てる颯太を横目で見ながら、自分の口元に手を当てて「うふふ」と不気味かつ意味深な含ふくみ笑いを漏もらした。

「ヤダわぁ。全力で否定されたら、ますます深読みしたくなっちゃう。オーナーと颯太くんなら、見み目め麗うるわしいし……うーん、乙おと女めの理想！」

「なにが理想？」

　そういえば、加藤が以前言っていたか。

　祐里香は男二人連れの客を目にしながら、愉ゆ快かいな妄もう想そうを繰くり広げて遊んでいる……とかなんとか。

　あの時は笑って流したけれど、我が身に降りかかってくるとなれば別だ。黙だまって遊ばれるわけにはいかない。

　おろおろする颯太に、祐里香はケラケラと声を上げて笑った。

「冗じよう談だんなんだから、そんなに慌てなくてもいいのに。後ろめたいところがあるのかと、ますます愉快になっちゃうわぁ」

「冗談にしても、タチが悪いよっ。オーナーが知ったら、本気で嫌いやがるよ？　眉み間けんに皺しわを寄せた怖こわ～い顔で、『やめないか』って」

「あ、今の口調そっくり！」

　颯太を指差してそう言い返してきた祐里香に、悪気や深い意図はなさそうだ。どうやら、本当にからかわれただけらしい。

　それもきっと、颯太が打てば響ひびくような反応をするせいで面おも白しろがられているのだ。

「おーい、そこの若者二人。バイト中に、楽しそうに談だん笑しようしているなぁ。……給料が減ってもいいのか？」

　カウンター越しに加藤の声が飛んできて、慌てて背筋を伸のばした。

　お客さんがいる手前、大声で叱しつ責せきしてくるわけではない。咎とがめる言葉も遠回しなものだけれど、こちらを睨にらむ目は恐おそろしいものだった。

　確かに、仕事中にふざけた自分たちが悪い。

「すみませんっ」

　短く返した颯太は、中断していた作業の続きに取りかかるため、急ぎ足で厨房の調理台に向かう。

　祐里香も「ごめんなさい」と居住まいを正して、お客が去った後のテーブルの片づけに取りかかった。

　心臓が、変だ。ドキドキ……奇き妙みように鼓こ動どうを速めている。

　オーナーの背中を熱い視線で見ていた……と、祐里香に言われた言葉が、頭の中をグルグルと駆け巡めぐっていた。

　傍はたから見ていた人にそんなふうに指し摘てきされてしまうのなら、五十嵐自身にも『熱い視線』を感づかれているかもしれない。

　熱い目？　どんなものだろう。

　自分が、どんな顔で五十嵐を見送っていたのかわからなくて怖こわい。冗談でからかってきただけの祐里香に、ムキになって否定した理由は……。

　深く考えればとんでもない結論に辿たどり着いてしまいそうで、指が震ふるえそうになる。奥歯を嚙かんで思考を振ふり払はらい、「落ち着けよ」と心の中で自分に言い聞かせてステンレスの泡あわ立だて器に手を伸ばした。

　直後、

「ぁ、イテッ！」

　パチッと指先に衝しよう撃げきが走り、思わず小さく口にする。

　火花が散るほどの静電気ではなかったけれど、放電のせいでビリビリと指先が痺しびれるこの感覚は久々だ。

　どうして？　五十嵐にアースをしてもらったばかりなのに……。

　呆ぼう然ぜんとしながら手を振る颯太に、加藤が不思議そうに尋たずねてきた。

「どうした？　静電気か？」

「はぁ……なんで」

　完全に油断していたせいか、ショックが大きい。

　自分の指先を見下ろした颯太は、鼓動を速めたままの心臓をシャツの上から押さえて、なんとか動どう揺ようを鎮めようと深呼吸を繰り返した。










「颯太、レジは締めたからな」

「はい。店長、この後デートでしょ？　行っちゃっていいですよ」

　ロッカールームで着き替がえていると、レジの集計を済ませた加藤が顔を覗のぞかせる。

　他ほかのスタッフたちは既すでに帰宅しているので、加藤が帰れば颯太だけになる。でも、さほど待つことなく帰宅途と中ちゆうの五十嵐がやってくるはずだ。

「じゃ、お言葉に甘えて……戸と締じまりとオーナーの夜食を颯太に任せるかな。いいか？」

「大丈夫ですっ」

　早足でロッカールームに入ってきた加藤は、手早くカフェでの制服を脱ぬいで私服に着替え始める。

　私服のシャツに袖そでを通し、黒い細身のパンツをジーンズに穿はき替えながら、颯太に話しかけてきた。

「颯太がうちでバイトを始めて、そろそろ一カ月か。すっかり店に馴な染じんだなぁ。なにより、オーナーと仲よしになったのが意外だ」

「意外ですか？」

「うん。最初は相あい性しようがよくなさそうな感じだったけど、いつの間にかすっかり打ち解けててビックリだ。まぁ、颯太が予想よりずっと働き者だってわかったから、オーナーも見方を改めたってところかな。颯太みたいに素す直なおで物もの怖おじしないタイプは、オーナーの周りにこれまでいなかっただろうし……。あの人、基本は警けい戒かい心しんバリバリだけど懐ふところに入れた相手には甘いからなぁ。弟のことなんて、昔から猫ねこ可愛かわいがりしているし。颯太のことも、懐なつかれて可愛いって感じだな」

「か、可愛い？」

　予想もしていなかった言葉の数々に、首を捻ひねってしまった。

　五十嵐は、颯太から見れば生き真面目まじめで気難しそうで、自分にも他人にも厳しい。ただ、冷たいのではなく面めん倒どうなアース役を引き受けてくれているところからしても、意外なほど面倒見がよくて優やさしいとは思う。

　でも、自分が五十嵐にどう思われているのかは……謎なぞだ。颯太には、あの完かん璧ぺきなポーカーフェイスを読み解くことができない。

　加藤が言うように、可愛いがられていると思える根こん拠きよはない。

「このところ、オーナーの雰ふん囲い気きがやわらかくなったって、スタッフたちも言ってるだろ。おかげで、誰だれがレジを担当するか女の子たちのあいだで密ひそかな争そう奪だつ戦になってる。遠巻きにしていたお客さん……女性も、果か敢かんに話しかけることが多くなったし……バリケードが低くなったのも、颯太の影えい響きようじゃないかなぁ」

「そうですか？」

「うん。昨日なんて、オーナーのレジを担当した祐里香が、ごちそうさまって笑いかけられた、って目ぇ丸くしてたぞ」

「……笑った」

　ブランチを運んでいった時に、こっそり手を触ふれさせてアースをしてもらい……五十嵐がレジで会計をする際は、颯太は厨ちゆう房ぼうにいることが多い。

　だから、レジでスタッフとどんなやり取りをしているのかわからないのだが、たいていオーナーの会計は「怖いから」という理由で敬遠されていたはずだ。

　なのに、最近は取り合いになっている？　その上、五十嵐が笑った……？

「オーナーは言葉がストレートだから誤解されることが多いけど、理り不ふ尽じんに威い張ばり散らしたり無む闇やみやたらと叱責したりするわけじゃないからな。正しく理解されるのは、イイコトだ」

「おれも知ってます」

　笑う加藤をよそに、颯太は頰ほおを強こわ張ばらせてポツリとつぶやいた。

　五十嵐が理不尽に傲ごう慢まんなだけの人間ではないなんて、颯太はとっくに知っている。

　これまで、怖いと言っていたくせに……少し笑いかけられただけで認にん識しきを改めるのかと、バイト仲間に対してなんとも形容し難がたいモヤモヤとした気分になる。

　加藤は学生時代からのつき合いなので、自分よりずっと五十嵐のことを知っているのは当然なのに……どうして、「いいことですね」と笑って返せないのだろう。

　よくわからない不快感を持て余している颯太の顔を覗き込むと、加藤はニヤリと不気味な微び笑しようを浮うかべた。

「うん？　なんだ、その顔。まるで、オーナーの笑え顔がおはおれだけの特権だったのに、って拗すねてるみたいだ」

「なっ、なに言ってんですかっ！　店長まで、祐里香ちゃんの悪あく影えい響きようを受けてんじゃないでしょうね？」

　焦あせるあまり、隣となりに立っている加藤の腕うでをバシバシ叩たたきながら否定する。

　颯太の反応は予想通りのものだったのか、加藤は声を上げて手放しで笑った。

「あははははっ、お約束の切り返しをありがとう。……って、噂うわさをすればってやつだな。オーナー、お疲つかれ様です」

「え……あ、あっ……お疲れ様、ですっ」

　顔を横に向けた加藤の台詞せりふに、ビクッと肩かたを震わせて振ふり向むく。ちょうど、スーツ姿の五十嵐が開け放したままのドアから入ってくるところだった。

　さっきのやり取りを、聞かれていないだろうな。

　不安になって五十嵐の顔をチラリと見ても、やはり感情を窺うかがわせないポーカーフェイスで、颯太には聞かれていたかどうかわからない。

　帰り支じ度たくを終えていた加藤は、ロッカーを閉めるとバッグを肩にかけて五十嵐の脇わきを通り抜ぬけた。

「じゃ、俺はこれで失礼します。夜食、いつものように颯太に食わせてもらってください。お疲れ、颯太」

「……お疲れ様です。また明日」

　振り向きながら颯太に手を振った加藤に同じ仕草を返して、五十嵐と目を合わせた。

　五十嵐は、普ふ段だんから口数が少ない。加藤がいなくなったこともあって、颯太がしゃべらなければ途と端たんに静かになる。

「あの、夜食……食べますか。すぐ、用意しますので」

　沈ちん黙もくが気まずくて、おずおずと話しかけた颯太に五十嵐は静かにうなずいた。

「ああ」

　颯太はホッとして、五十嵐と共にロッカールームを出る。

　必要最低限の照明だけを灯ともしたカウンターの隅すみ、定位置に腰こしを下ろした五十嵐を視界の端はしに捉とらえながら、冷蔵庫を開けて手早く軽食の準備を整えた。

「雨、降り出したんですね」

　大きな窓の外は、雨模様だ。脇の道を通る車のヘッドライトが、キラキラと雨あめ雫しずくに反射していた。

「ああ。午後に、梅雨つゆ入り宣言していたか」

「梅雨かぁ。湿しつ度どが高いのは、おれは嬉うれしいですけど」

　梅雨は食品の管理により気を遣つかうので、飲食店経営に関係する人間にとって好ましい季節ではない。

　きっと複数の飲食店を経営している五十嵐にとっても、歓かん迎げいしない季節の到とう来らいだろうけど、颯太のつぶやきにかすかな笑みを滲にじませる。

「そうか。鳴神にとって、湿度は味方だな」

「湿度が八十パーセントとかあったら、さすがにそうそう帯電しないはずだから……オーナーにアースしてもらえなくても、一日くらいなら大だい丈じよう夫ぶ……」

　かもしれないという、希望的観測でしかないけれど。

　颯太が力なく語ご尾びをフェイドアウトさせたせいか、五十嵐は小さく息をついた。

「確証はないだろう。危険は、少しでも取り除いたほうがいいんじゃないか」

「う……、はい。おれは、ありがたいですけど……オーナーは、迷めい惑わくじゃない？　こんなふうに、夜までつき合ってくれて……店長みたいに、デートとかの予定があれば、遠えん慮りよなく断ってくださいねっ？」

　この人が、モテないわけがない。

　スタッフは少し怖こわがってなんとなく遠巻きにしていたけれど、普ふ通つうに考えれば同性から見ても魅み力りよく的な人なのだ。それも、最近は加藤曰いわく「やわらかくなった」からか、近寄り難がたさが薄うすれているという。

　颯太は、ここで目にする五十嵐のことしか知らない。他ほかの店てん舗ぽに顔を出すこともあるだろうし、雑誌の取材を受けることも、取引先との交流も色々とあるはずで……きっと、颯太の知らない五十嵐のほうが多い。

　今いま更さらながらそう気づき、思いつくまましゃべりながら愕がく然ぜんとした気分になった。

「余計な心配は不要だ。都合が悪ければ、その時は言う」

「…………」

　淡たん々たんとした五十嵐の言葉に、無言でこくりとうなずいた。

　静かな店内に、本降りになった雨音と五十嵐がカトラリーを操あやつる小さな音だけが響ひびく。

「ごちそうさまでした」

「あ、はい。片づけますね」

　綺き麗れいな所作で両手を合わせた五十嵐の声で、ぼぅっとしていた颯太はハッと顔を上げる。五十嵐の前にある、空になったプレートを引き取った。

　スープボウルとスプーン、プレート一枚だけの洗い物は呆あつ気けなく終わってしまい、手持ち無ぶ沙さ汰たになる。

「お茶、淹いれましょうか」

「いや、結構。いいから、出てきなさい」

　お茶を断った五十嵐に手招きをされて、ゆっくりとカウンターを回り込む。隣のスツールを視線で指されて、ストンと腰を下ろした。

「なにかあったか？」

「え、なにか……って？」

　唐とう突とつな言葉に驚おどろいて、ビクッと顔を上げる。五十嵐は、静かな目でジッと颯太を見ていて……ギクシャクと視線を逃にがした。

　なんだろう。五十嵐と目を合わせるのが、怖い。

「いや、いつもより口数が少ない。鳴神が静かだと、気味が悪いな。具合が悪いのではないだろうな」

「そう、ですか？　元気ですよ。大丈夫ですっ」

　ぎこちないものだったかもしれないけれど、なんとか笑って答える。

　五十嵐は、つられて笑うでもなく颯太を真っ直すぐな目で見ていて……無意味に笑っていられなくなった。

「鳴神は、当初思っていたよりずっと頑がん張ばってくれている。パンや焼き菓が子し作りでは大切な戦力だし、今では店のムードメーカーだ。無む駄だなほど元気なおまえがしゅんとしていたら、気になるだろう。さっきは、加藤と笑って話していたのに……」

　加藤と、どんな話をしていたのか。

　その時、加藤に言われた『オーナーの笑顔はおれだけの特権だったのに、って拗ねてる』という言葉まで思い出してしまい、カーッと頰が熱くなる。

　そうして変に動どう揺ようしたことを誤ご魔ま化かそうと、早口で言い返した。

「だ、いじょうぶですって。なんでもありません。オーナーのおかげで、めちゃくちゃ平和ですし。自動改札も普通に通れるし、あちこちでバイトをクビになった原因の一つ……レジやタイムカードもここでは壊こわしていないし、最近はパソコンも無事ですしっ。日常生活に支障をきたすどころか、命の危機まで感じていたのが噓うそみたいです。もう少し早くオーナーと逢あえていたら、大学受験も失敗しなかったかも」

　勢いで、余計なことまで口走ってしまった……と気づいて口を噤つぐむ。

　黙だまって颯太の言葉を聞いていた五十嵐は、わずかに眉まゆを顰ひそめて聞き返してきた。

「……バイトが長続きしなかったのは、その体質のせいだとわかったが……受験にも影えい響きようがあったのか？」

「あ、でもそれはおれが迂う闊かつだったせいですけど。受験シーズンって、乾かん燥そう注意報がガンガン出てるじゃないですか。そのせいで、バチバチ放電しまくることになっちゃって。少しでも帯電を抑おさえるために一日に何回もシャワーを浴びて、湯冷めして派手に風邪かぜをひいた……って間ま抜ぬけですね」

　言葉にすれば、本当に間抜けとしか言いようがなく……もう笑うしかない。

　自分の間抜けさが恥はずかしくて、へらへら笑った颯太に、五十嵐は厳しい顔のまま口を開いた。

「笑いごとではないだろう」

　笑って茶ちや化かす颯太を咎とがめるような口調と顔は、生き真面目まじめなこの人らしい。でも、颯太としては笑う以外にどうしようもないのだ。

「笑い話にしないと、どこにも八つ当たりとかできませんし……。自分でも、この静電気ってどうしようもなかったんです。だから、オーナーを見つけられて本当にホッとしました」

　今度は、力ない笑えみだったかもしれない。

　颯太にとって突とつ然ぜんの『先祖返り』は理り不ふ尽じんでしかないもので、仕方がないと半ばあきらめかけていた。

　あまりにも帯電が激しくなって身の危険を感じたから、風神家系の子孫に頼たよろうと決意したけれど、単に『普通より激しい静電気』に悩なやまされるだけだったら放置していたかもしれない。

　無意味な笑みの根底が強がりだと悟さとったらしく、五十嵐の眉み間けんの皺しわが解かれる。

「……なにかと大変だったんだな。こうなれば、雷らい神じんを身に降ろしていたという先祖の呪のろいみたいなものだろう。ただ、対たい抗こう手段がないわけでなく、私が鎮しずめてやれるのなら幸いか。これまで、怖かったな」

　慰なぐさめようとしてか、ポンポンと頭に手を置かれる。ついでのように両りよう腕うでの中に抱だき込まれ、ビクンと肩かたを強こわ張ばらせた。

　頰ほおに当たるスーツの生き地じ、ネクタイの結び目……それらが、すっかり馴な染じんだものになった。

　安あん堵どするのと同じくらい、胸の奥がざわついている。耳の奥で、うるさいくらい心臓の音が響いている。

　なにかしゃべらなければ、激しい動どう悸きが五十嵐にまで聞こえてしまうのではないかと怖くなり、喉のどの奥から声を絞しぼり出す。

「こ、怖いっていうより、厄やつ介かいだっただけで……オーナーには迷惑をかけてますけど、ホントにありがたいです」

　加藤が言っていた、一度懐ふところに入れた相手には甘い、という言葉を思い出す。五十嵐にしてみれば、手のかかる弟のようなものなのかもしれない。だから、こんなふうに躊躇ためらいなく抱だき寄せられるのだ。

　それなら、颯太も五十嵐を兄だと思えばいい。

　……そう自身に言い聞かせても、違ちがうのだと思い知らされる。

　心臓が……ますます鼓こ動どうを速めている。全力疾しつ走そうした時のように激しくて、息苦しいくらいだ。

　帯電を鎮めてくれる、落ち着くはずの場所なのに……落ち着かない。

　兄には、絶対にこんなふうにならない。

　なんとか自分を落ち着かせようと、颯太が足あ搔がいていることなど知る由よしもない五十嵐は静かに言葉を続ける。

「意地を張るな。怖こわかった、と素す直なおに言え。自分の身に普通じゃないことが起きるんだから……怖くないわけがない」

　ゆっくりと背中を撫なでる大きな手に、不意に泣き出してしまいそうなほど頼りない気分が込み上げてきた。

　声が上うわ擦ずらないようコクンと喉を鳴らすと、意識して明るい調子で答える。

「……おれ、平気ですよ？　今は、ほら……オーナーがいてくれますし。あ、でもずっとこうしてアースしてもらうわけにはいかないとわかってますから、早くなにか別の手段を見つけないと、ですね」

「急がなくてもいい。私は、迷めい惑わくだなどと一度でも言ったか？　カフェに納入してもらっているパンといい、夜食といい……こちらこそ、助かっているんだ」

「はい……でも、家族にも協力してもらって、他になにか方法がないか探していますから……」

　ダメだ。必要以上に、この人に依い存そんしてはいけない。この先ずっと、五十嵐に助けてもらえるわけではないのだ。

　そう、頭ではわかっているのに……そんなふうに言われたら、手放しで甘えたくなってしまう。

「迷惑になったら、すぐ……言ってくださいね」

「……ああ」

　迷惑ではないと伝えるかのように、颯太を抱き締しめる五十嵐の腕うでの力が強くなる。

　苦しいくらいなのに、離はなされたくない。

　いつまで、こうして五十嵐に甘えられるかわからないけれど……。

　五十嵐が腕を離さないから、と自分に言い訳をして身体からだの力を抜ぬいた。







《五》







　太陽がまだ昇のぼりきっていない時間から、初夏を通り越こして夏本番を感じさせる強い日差しが降り注いでいる。

　カフェにもクーラーが欠かせなくなり、開店前からフル稼か働どうしている。

　実家のベーカリーの厨ちゆう房ぼうも夏場はクーラーが役に立ってくれないほどの室温になるけれど、オーブンとガステーブルに挟はさまれたここも灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだ。

　颯太は、まるで我が慢まん大会の会場だな……と、エプロンのポケットからハンドタオルを取り出して額の汗あせを拭ぬぐった。

「ここ数日、めちゃくちゃ暑いなぁ。今日あたり梅雨つゆ明け宣言かな」

「梅雨明け、ですかね」

　隣となりの加藤に答えながら、颯太はチラリと自分の指先に視線を落とした。

　梅雨明けの実感は、今のところない。連れん日じつ、五十嵐と手を触ふれ合わせて、帯電を除去してもらっているおかげだろうか。

「あ、颯太。冷蔵庫からバター出してくれ。あと、生クリーム」

「はい」

　加藤よりも冷蔵庫に近い場所にいた颯太は、なんの気なしに身体の向きを変えて業務用の大型冷蔵庫の扉とびらへと手を伸のばした。

　もう少しで、取っ手に触れる……というところで、突とつ如じよバチッと青い火花が弾はじける。

「ぅわ！」

　驚おどろいた颯太は、思わず声を上げて左手で自分の右手を握にぎった。

　完全な不意打ちだったせいで、ダメージが大きい。ここの冷蔵庫で、静電気が発生するなんて……。

　銀色に光を弾く冷蔵庫を、突如目の前に現れた天敵のような気分で睨にらみつける。

「ああ？　なんだ？　どうした、颯太」

　颯太が変な声を上げたせいか、加藤が訝いぶかしそうに尋たずねてくる。

　ハッと冷蔵庫から視線を逸そらした颯太は、右手を握ったまま振ふり返り、悲鳴の言い訳を口にした。

「な、なんでもないです。静電気みたいです。静電気防止リングを足首に仕込んでるから、油断してました。……ビックリした」

「静電気？　颯太、前にも泡あわ立だて器だったかでパチッときてたよな」

「う……はい。なんか、そういう体質みたいです。だから、静電気予防ができるっていうリングとかグッズを身に着けているんですけど、あんまり効果がなくて」

　本当は、『そういう体質』という簡単な言葉で済ませられるレベルではないのだが、加藤にこの場で語る理由はない。

　ついさっき、放電したばかりだからしばらくは大だい丈じよう夫ぶ……と自分に言い聞かせて、恐おそる恐る冷蔵庫の扉を開いた。

　今度は無事に目的の食材を取り出すことができて、安堵の息をつく。

「バターと、生クリームですよね」

　加藤の手元に、ブロック状のバターと一リットルパックの生クリームを置く。ステンレスの調理器具にそろりと指先を触れさせて、パチッとこないことにホッとした。

　オーナー、早く来てくれないかなぁ……。

　そう思いながら、チラチラとカウンター越ごしに出入り口を窺うかがう。いつもならとっくに来ている時間なのに、五十嵐はまだ姿を現さない。

　なんとなく不安が込み上げてきたところで、店の電話を受けたスタッフが加藤を呼んだ。

「店長、電話です。オーナーから」

「ああ、はい」

　手を洗って電話に向かう加藤の背中を、手を止めた颯太はジッと見み詰つめる。

　なんだか、嫌いやな予感がする。間もなく店にやってくるのなら、わざわざ電話をしてくる必要などないはずで……。

　颯太の胸に湧わいた漠ばく然ぜんとした不安は、不幸にも的中してしまった。

　電話を切った加藤が振り返り、目が合った颯太に話しかけてくる。

「オーナー、今日は直で取引先に向かうってさ。なんか、颯太によろしくって言ってたぞ。帰りは寄るから、夜食はいつものように頼たのむってさ。わざわざ電話してくるなんて、珍めずらしいなぁ。しかも、颯太に伝言か。ラブラブでなにより」

　隣に並んできた加藤は、からかう口調と表情でそう笑いながら颯太を見下ろす。

　いつもなら、即そく座ざに「なに言ってんですか！」と返す颯太が黙だまりこくっているせいか、加藤が「あれ？」と首を捻ひねった。

　この時の颯太には、軽口に応じる余よ裕ゆうがなかったのだ。

「朝は、来ないんですか？……どうしよう」

　呆ぼう然ぜんとつぶやきを零こぼす。

　湿しつ度どが低くなったせいか、いつもより帯電が激しいみたいなのに、夜まで五十嵐にアースをしてもらえないなんて……。

「うん？　なにが、どうしよう？　オーナーに用事があったなら、今すぐ電話を折り返せば捉つかまるはずだから」

　そう言いながら電話に向かって踵きびすを返そうとした加藤を、慌あわてて呼び止めた。

　失敗した。取り繕つくろう余裕がなくて、ショックをそのまま表してしまった。

「いえっ、急ぎの用があるわけじゃないですっ。夜で、大丈夫ですから」

　仕事の用があるのなら、今すぐアースのために来てくれなんて言えるわけがない。ただでさえ、朝に夜にと五十嵐の時間をもらっているのだから、これ以上多た忙ぼうな五十嵐を煩わずらわせるわけにいかない。

「そっか？　深刻な顔をしてるから、なにかあるのかと思ったが」

「なにもないです。えーと、そう……朝、オーナーに逢あえないのは淋さびしいなぁ……って思っただけです。ラブラブだから！」

　普ふ段だんならからかわれるネタを逆手にとって、この場を誤ご魔ま化かす材料にしてしまえ。

　そう思い立ち、意識的にへらへらと緊きん張ちよう感かんのない笑えみを浮うかべる。

「ラブラブとか自分で言うなよ。からかいがいがなくてつまらん」

「……おれで遊ばないでくださいよ」

　颯太が頰ほおを引き攣つらせたせいか、加藤は「くくくっ」と肩かたを揺ゆらして笑った。ふと顔を上げ、客席が混こみ合ってきたことに気づいたようだ。

「おっと、無む駄だ話は終わりだ。愛いとしのオーナーのために、しっかり働けよ」

「はぁ……おれも悪ノリしましたけど、そのネタ、定着させないでくださいね」

　背中を叩たたかれた颯太は、苦く笑しようを返してエプロンの紐ひもを締め直す。

　念入りに手を洗うと、「よし！」と気合いを入れて、調理台で待ち構えているステンレスの調理器具と対たい峙じした。
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　加藤が帰宅して、およそ十分。カフェの閉店から三十分近くが経たった頃ころ、ようやく待ち人がやってきた。

　扉のガラス越しに長身が見えたところで、カウンタースツールに腰こしかけていた颯太は勢いよく立ち上がった。

　飼い主の帰宅を待ち侘わびていた犬のような勢いで、扉を押し開けて入ってきた五十嵐に駆かけ寄る。

「お疲つかれ様ですっ、オーナー」

「ああ……お疲れ」

　五十嵐は滅めつ多たなことで表情を変えないのだが、あまりの颯太の勢いに驚いたのか目を丸くしている。

　少しばかり引かれているのはわかっていたけれど、切せつ羽ぱ詰つまっている颯太はますます五十嵐に距きよ離りを詰つめて手を伸ばした。

「すぐに夜食の準備をしますので……その前に、とりあえず握あく手しゆしてください」

「ああ。夜食は急がなくてもいいが」

「握手だけで構いませんので」

　五十嵐は訝しげな顔をしていたけれど、それ以上追つい及きゆうすることなく、差し出した颯太の右手を大きな手がギュッと握ってくれる。

　そのぬくもりを感じた途と端たん、ピリピリと全身を取り巻いていた不快なものがスーッと抜ぬけるのを感じた。

　今日一日、あちこちで火花を散らしてしまったのだ。常に緊きん張ちよう状態だったせいか、あちこちの筋肉が強こわ張ばっていた。

「はぁ……ありがとうございます」

　ようやくホッとできた颯太は、五十嵐を見上げて小さく笑いかけると、急ぎ足でカウンターの内側に入る。

　颯太が夜食の準備をしているあいだ、五十嵐はスーツの上着を脱ぬいで隣のスツールにかけ……珍しく、ネクタイを緩ゆるませた。

「今日、暑かったですね。梅雨つゆ明けしたみたいですし」

　午後になって正式な梅雨明け宣言があったことは、お客の会話で知った。

　いつも涼すずしげな顔をしている五十嵐も、この暑気の中できちんとスーツを着込むのはキツいのだろう。

「ああ……見苦しいか」

　颯太の言葉が、襟えりを緩める仕草を目にしたことから出たものだとわかったのか、五十嵐は自分の襟首に指をさ迷わせる。

　誤解されてはいけないと、慌てて首を横に振った。

「違ちがいます。そうじゃなくて、普段は隙すきのない完かん璧ぺきな大人の男って感じのオーナーが、そんなふうに寛くつろぐのって、おれに気を許してくれているみたいでなんだか嬉うれしいな……とか思っただけで」

「嬉しい、か？」

「いえっ、変な意味じゃなくて……一いつ匹ぴき狼おおかみが懐なついてくれたみたいっていうか、あ……失礼な言い方して、ごめんなさい」

　ダメだ。誤魔化そうとすればするほど、泥どろ沼ぬまに沈しずんでしまう。

　手て遅おくれかもしれないけれど、もう黙ったほうがいいだろうと口を噤つぐんだ。

　相変わらずのポーカーフェイスでカウンター越ごしにこちらを見ていた五十嵐だが、肩を落とした颯太に「クッ」と微び苦く笑しようを滲にじませる。

「鳴神は真っ直すぐというか、素す直なおだな。加藤もそうだが……変な裏表がない。言葉の裏を読んだり真意を探さぐったりしなくていいから、気が楽だ」

　五十嵐がそんなふうに思っていてくれたなんて、予想もしていなかった。瞬しゆん時じに高こう揚ようしてしまい、動どう揺ようを誤魔化そうと早口で言い返した。

「兄には、バカ正直な子供扱あつかいされるんですけど。怖こわいもの知らずなだけだ、とか」

「物は言いようだな。少なくとも私には、好ましい」

　淡たん々たんとした静かな言葉に、じわじわと頰が熱くなる。

　どうしよう。嬉しい。

　なにか返そうにも場に添った言葉が出てこなくて、そわそわと視線を泳がせることしかできない。

　好ましいという控ひかえめな言葉で示された好意が、まるで高たか嶺ねの花から愛を告白されたかのように、颯太を舞まい上がらせる。

　五十嵐の台詞せりふに、深い意味などない。いつも兄から言われていることを、耳みみ触ざわりのいい言葉に言い換かえてくれただけだ。

　そう……自分に言い聞かせないと、際限なく浮かれてしまいそうだった。頰だけでなく、顔全体が熱くなっている。

　カウンターを挟はさんでいる上に、照明が薄うす暗ぐらくてよかった。きっと、五十嵐からはハッキリ顔色まで見えない。

「お、お待たせしました。冷製のトマトスープです。あと、枝豆の丸パン……まだ試作段階のものですけど、食べてみてください」

　冷蔵庫から出したスープボウルに、オーブンで軽くあたためた丸パンを添そえる。ウエットタオルで手を拭ふいた五十嵐が丸パンを持つのを、視界の隅すみに捉とらえた。

　今のうちに、落ち着こう……と密ひそかに深呼吸を繰くり返す。

「……なるほど。適度な塩気がいい」

「他ほかにも、いろいろできればいいなと思っていて……試作する予定ですので、またチェックしてください」

「加藤も、よく頑がん張ばってくれていると言っていたが……鳴神は努力家だな」

　颯太を目にして、感心したような響ひびきでそんなふうに言った五十嵐に、キョトンとして言い返した。

「そうですか？　普ふ通つうだと思いますけど。だって、バイト代をもらってますし……あ、オーナー個人にはそれだけじゃない恩がありますが！　本当はただ働きでもいいくらい、助かっています」

　五十嵐にアースしてもらうことは、颯太にとって最重要の日課と言っても過言ではない。アルバイト代をもらうのが申し訳ないくらいだ。

　颯太は本気でそう言ったのだが、五十嵐は難しい顔で「バカなことを言うな」と咎とがめてきた。

「労働の対価を受け取るのは、正当な権利だ。アースとは別物だろう」

「それくらい、ありがたいってことです。今日も、なんかすっごい強きよう烈れつな静電気で……おれ、オーナーがいないと生きていけないかも」

　冗じよう談だんめかして口にしたけれど、本当に今の颯太は五十嵐がいなければ平へい穏おんな日常を送れないと思う。

　こうして五十嵐にアースをしてもらうまで、どうやって生活していたか、忘れかけているくらいだ。

　今日の朝、たった一度五十嵐と接せつ触しよくできなかっただけなのに、不安で堪たまらなかった。五十嵐の顔を見た瞬しゆん間かん、言葉では言い表せないくらい安あん堵どした。

　力説する颯太から目を逸そらした五十嵐は、しばらく無言だったけれど、視線を泳がせてポツリとつぶやく。

「生きていけない……か？　熱ねつ烈れつな告白みたいだな」

「……なっ、真顔でそんな冗談を言わないでくださいよ。それも、冗談とは無む縁えんのオーナーだとシャレにならないっていうか……っ」

　普ふ段だんから颯太をからかう加藤ならともかく、まず冗談など口にしない五十嵐にそんなことを言われると、とんでもなく焦あせってしまう。

　また、落ち着きがないと眉まゆを顰ひそめられる……とわかっていながら、バタバタと顔の前で手を振ふった。

　けれど五十嵐は、不快感を示すでもなく唇くちびるの端はしをほんの少し緩ませる。

「面おも白しろいな、鳴神。加藤がからかいたくなるのも、わからなくはないか」

「う……やめてください、オーナーまで」

　怖い顔をされるより、からかい混じりに笑ってくれたほうがずっといい。でも五十嵐のようにわかりづらいと、どこまで冗談なのか線引きが難しくて困る。

　焦る颯太をよそに、五十嵐はマイペースを崩くずすことなく夜食を取っていたようだ。

「終わったぞ。アースをしてやるから、出てこい」

　空になった皿をカウンターに置いた五十嵐に、手招きされる。うなずいた颯太は、手早く食器を片づけてカウンターを回り込んだ。

　五十嵐が腰こしかけているスツールの脇わきに立ち、手を差し出す。

　五十嵐を見下ろすこと自体あまりないし、スーツの上着を脱いでネクタイを緩ませている姿は初めて目にするので、少し変な感じだ。

　普段は度が過ぎるほど端たん整せいな佇たたずまいなので、わずかに覗のぞく喉のど元もとが颯太を落ち着かない気分にさせる。

　異性ならともかく、同性の緩ませた襟元にドキドキするなんておかしいと自分でも思うのに、気にしないよう努めるほどに意識してしまう。

　心臓の鼓こ動どうが激しくて、猛もうスピードで身体からだ中じゆうを血が巡めぐり……血管の細い指先までジンジンと痺しびれているみたいだ。

　五十嵐の指が、颯太の手に触ふれた……瞬間。

「あ！　っえ……？」

　パチッと指の先せん端たんに衝しよう撃げきが走り、目を瞠みはった。

　なに？　今……五十嵐との間で、静電気が発生した？

　颯太が呆ぼう然ぜんと自分の手を見下ろして言葉を失っていると、五十嵐は眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで口を開いた。

「なんだ、今の……。俺に触れて、静電気が起きたのか？」

「わ、わかりません。なんで、オーナー……なのに。確かに、今日はいつもより強烈でしたが、オーナーだったらパチッとしないはずなのに」

　動揺のあまり、子供のような言い回しになってしまう。

　どうして？　と、颯太の頭の中には疑問ばかりが駆かけ巡っていた。

　颯太だけでなく、五十嵐もこれまでになく険しい顔で、自分の手と颯太の手を交こう互ごに見み遣やっている。

「どういうことだ。俺がアースにならなければ、おまえはマズいんじゃないのか」

　自分を『俺』と言い、颯太を『おまえ』と呼ぶ。

　五十嵐の言葉が、初めて耳にする荒あらいものだと気がついて、颯太はのろのろと顔を上げた。

　目が合った五十嵐は、怒おこっているかのような厳しい表情で口を開く。

「理由に、心当たりはないのか？　俺になにか問題が……？」

　五十嵐の身に危険があるわけではない。

　それなのに、彼らしくない姿を見せるほど動揺してくれているのだと悟さとり、そんな場合ではないのに胸の奥がじんわりと熱くなる。

　つい頰ほおを緩ゆるませると、五十嵐の眉間にある縦皺がますます深くなった。

「おい、なにをへらへらしている。笑っている場合か」

「あ……すみません。おれ、も……よくわかりません。なんでだろう。ちょっとだけ、ドキドキしたけど……」

　それも、五十嵐の喉元を目にしたせいだとは言えず、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

　もし、理由がソレだったら……自じ業ごう自得としか言えない。邪よこしまな心に対する罰ばつのようなもので、自分が悪い。

　颯太はそんなふうに軽く考えていたが、五十嵐は腕うでを組み、カウンターを睨にらみつけながら深刻な顔で黙だまり込んでいる。

「あの、オーナー」

　それほど深刻にならなくても大だい丈じよう夫ぶだと告げようとしたけれど、颯太が言い終える前に五十嵐が顔を上げた。

「そういえば」

　ふと、なにかを思いついたようにつぶやきながら颯太の手首を摑つかむ。

　続く行動は完全に予想外のもので、グッと強く手を引かれても即そく座ざに反応することができなかった。

「あ……ぇっっ!?」

　五十嵐の右手は、左手首に力強く絡からみついたまま……左手が、颯太の頭を引き寄せる。

　なにが起きているのかわからなくて硬こう直ちよくしていると、目の前が暗くなって……唇に、やわらかな感かん触しよくが押しつけられ……た？　>>>♥

「ぇ……な、に？」

　なに？　まさか、今のは……五十嵐の唇が、接触……。

　自分の身になにが起きたのか思考がついていけず、呆然と目の前の五十嵐を見上げる。

　目が合った五十嵐は、「あ」と短く口にして、彼らしくなくしどろもどろな調子で颯太の「なに？」に答えた。

「いや、これだと、静電気が発生しないか……と、思いついて」

　その手は、未いまだに颯太の左手を摑んでいた。絡みつく指の力がいつになく強くて、五十嵐も予定していた行動ではないのだと伝わってくる。

「で、でも、オーナー、キ……キ……」

　あまりの動どう揺ように言葉が出てこなくて、五十嵐の口元を見み詰つめながら唇を震ふるわせた。身体を引いて距きよ離りを取ろうとしても、左手に絡みついたままの長い指が離されないので思うように動けない。

　その場でジタバタと足あし踏ぶみをする颯太に、五十嵐は大きく息をついて目をしばたたかせる。どうやら、とてつもなく動揺する颯太を見ているうちに、平静を取り戻もどしたらしい。

「キキ？」

「じゃなくて、キ……ス。な、なんでっ？」

　不思議そうに尋たずねられ、しどろもどろに言いづらい単語を口にする。露ろ骨こつなまでに動揺する颯太とは違ちがい、五十嵐はすっかり普段通りだ。

　そわそわする颯太を見上げて、なんでもなさそうな顔で答えてきた。

「接せつ触しよくが深くなれば深くなるほど、アースとして有効だと言っていただろう？　どうやら効果があるようだな」

「そっ、それは……そうかもしれませんけど。おれっ、ファーストキスだったのに……」

　ショックのあまり、消え入りそうな声でつぶやいた。

　五十嵐は、「キスじゃない。除電だ」と嫌いやそうに言い返してくるかもしれない。

　颯太のつぶやきに、どんな顔をしているのかと窺うかがい見ると、目が合う。気まずさのあまり視線を逸そらす颯太に、不思議そうな調子で「初めてか」とつぶやいた。

「だって、おれ……不用意に人と接触しないように避さけていたし。それに、女の子に異性として認にん識しきしてもらえないっていうか……オーナーみたいにモテないんですっ」

　もごもご言い訳をしていたけれど、上手うまく言い繕つくろうことができなくなってしまい、自棄やけ気味に本当のことを言い放った。

　五十嵐や加藤は、カフェに来る女性客から声をかけられたりしている。きっと、モテない男の悲ひ哀あいなど理解してくれない。

　そんな卑ひ屈くつな思いが滲にじみ出て、声が尖とがってしまう。

　五十嵐はなにも言っていないのに、勝手にトゲトゲしている自分がバカみたいで、自己嫌けん悪おに沈しずむ。

「……すみません。八つ当たりです」

　ポツリとつぶやくと、五十嵐は低く「いや」と口にした。

「悪かった。貴重なファーストキスを断りもなく。次回は予告しよう」

「こ、断り……って、そういう問題じゃ」

　……脱だつ力りよくしてしまった。冗じよう談だんかと思ったら、大おお真面目まじめだ。

　はぁ、と大きな息をついた颯太を見上げた五十嵐は、手首を摑んだままの指にキュッと力を込めた。

「握あく手しゆやハグが効かない時にどうすればいいか、方法がわかってよかったな」

「っ……オーナーは、嫌じゃないんですか？　おれ、可愛かわいい女の子じゃないし……メリットなんか、ないのに」

　大昔、雷らい神じんを身に降ろしていた先祖のサポート役として、風神家系が存在したという時代には、所謂いわゆる名めい誉よ職だったらしい。

　灌かん漑がい設備などきちんと整備されておらず、天候によって豊作か凶きよう作さくかが左右されていたのだから、雨雲を操あやつることのできる雷神家系は神格にも等しい存在だったと……そのサポートができる風神家系が誇ほこりと名誉を感じていたのは、わからなくはない。

　でも、今は時代が違う。

　五十嵐にとってプラスとなるものなどなにもなく、颯太が、一方的に恩おん恵けいに浴しているだけだと思う。

　せめて、可愛い女の子だったら役得だったかもしれないけれど……。

「メリット、か。心配しなくても、皆かい無むではない。鳴神が傍そばにいると、犬や猫ねこに癒いやし効果があるという説に納なつ得とくできる」

「犬や猫……」

　動物と同列に並べられたことに、複雑な気分になる。

　でもここは、喜ぶべきか。少なくとも、疎うとましがられているわけではないのだ。

　自分の長所は、前向きで……兄曰いわく能天気なところだと自身に言い聞かせて、少しばかり無理やり納得させる。

「妙みような顔をして、どうした」

「いえっ、犬も猫も可愛いですよね」

「……自分が飼おうとは思わないが」

「え……嫌きらい、ですか」

　可愛いという言葉に否定的な響ひびきで即そく答とうされて、浮ふ上じようしかけた心が、またストンと落ちてしまった。

　颯太の心情はそのまま顔に出てしまったのか、気まずそうに目を逸そらした五十嵐がボソッと続ける。

「彼らの寿じゆ命みようは、人間よりずっと短い」

「あ……」

　五十嵐が、印象よりずっと優やさしいと知っていたはずなのに、誤解するところだった。

　動物を嫌っているのではなく、むしろ逆なのだ。クールなようでいて、情の深いところがある五十嵐らしい言い分だと思う。

「でも、おまえは犬や猫とは違うから……安心して可愛がれるな」

「ッ……！」

　次は、予告すると……言ったくせに。

　なにも言わずにゆっくりと頭を引き寄せられ、端たん整せいな顔が距離を縮めてくる。五十嵐がどうするつもりなのか予想がついていたのに、逃にげられなかった。

　どうすることもできない颯太は、ギュッと目を閉じて身体を強こわ張ばらせる。

　唇くちびるがやんわり触ふれると、両手を強く握にぎって指が震えそうになるのを抑おさえる。耳の奥で激しい動どう悸きが響き、うるさいくらいだった。

　やわらかく、あたたかくて……落ち着かない。

　五十嵐は犬や猫に触れる感覚でアースしてくれているだけなのに、颯太一人がドギマギしている。

　そう思えば、泣きたいような頼たよりない気分になってしまう。

「鳴神？　そんなに不安そうな顔をしなくても……見捨てたりしないぞ」

　唇を離はなした五十嵐は、そんなふうに言いながら颯太の髪かみに指を触れさせた。

　そうして五十嵐に触れられると、感情が昂たかぶったせいで帯電していたのか、ふわふわ漂ただよっていた髪が落ち着くのを感じる。

　見捨てたりしないと断言してくれたのは嬉うれしいのに、どうしてこんなに淋さびしいのだろう。

　五十嵐に優しくされればされるほど、胸の奥が痛くなるなんてワケがわからない。

「ほら、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ギュッと握り込まれた五十嵐の手は、あたたかい。静電気の衝しよう撃げきはなく、ぬくもりだけを伝えてくる。

「…………」

　無言でコクンとうなずいた颯太を、五十嵐が両りよう腕うでの中に抱だき寄せた。

　不安を拭ぬぐいきれない顔をしていたのか、安心させるように、ゆっくりと大きな手で背中を撫なでてくれる。

　五十嵐の腕の中は、心地ここちよくて、でも苦しくて……怖こわい。怖いのに、もっとくっついていたいと矛む盾じゆんした想おもいが込み上げる。

　颯太は震ふるえる息を細く吐はき、そろりと手を上げて広い背中に抱だきついた。

　わからないと戸と惑まどっているようで、うっすらと自覚した五十嵐への特別な感情から目を逸らして。







《六》







　開店前の『ティンカーベル』では、店長の加藤と実家のベーカリーから引き取ったパンを持ってくる颯太、二人だけでいる時間が長い。

　早番のアルバイトスタッフは開店の十五分ほど前にやってくるし、ブランチを日課にしている五十嵐も午前中の早い時間にオフィスで用がなければ、開店時間の前後に顔を出すのだ。

　静かな店内には、加藤が調理スペースでブランチやランチタイムに向けた仕込み作業をする音が響いていた。

　客席の掃そう除じをしていた颯太は、カウンターを水みず拭ぶきしながら視界に映るスツールから目を逸らす。

　昨日の夜、そこで五十嵐となにをしていたか……否いや応おうもなくよみがえる。

　お疲つかれ様ですと別れて自宅に戻もどってからも、五十嵐の唇の感かん触しよくをトレースするかのように幾いく度どとなく自分の指で唇に触れた。

「……ッ」

　うっかり思い出しそうになった颯太は、布ふ巾きんを握る手に力を込める。

　必要以上に気合いを入れて一心不乱にカウンターを磨みがいていると、調理スペースから加藤が話しかけてきた。

「颯太。昨日食わせてもらった試作の枝豆パン、オーナーはどんな反応だった？」

　ビクッと顔を上げると、バッチリと目が合う。

　どうやら、ひと通り下準備が終わって大おお鍋なべでシチューを煮に込こみ始めたことで、手持ち無ぶ沙さ汰たになったようだ。

「あれは、一応及きゆう第だい点かな……って感じですっ」

「そいつはよかった。あの手のパンは、オーナーの好みだと思ったんだ。颯太、頑がん張ばって研究してたもんな」

　加藤の言葉に、深い意味はない。

　でも、まるで『五十嵐のために、彼の好みを反映して作った』と言われたような気分になって、拭ふき掃除の手がギクシャクとした動きになってしまう。

　掃除中であることを逃げ場にして、加藤から目を逸そらすとカウンターに視線を落として言い返した。

「オーナーの好み、は……知りませんでした。おれは、オーナーのためだけに作ったわけじゃないですし」

　言い訳じみた調子になったと、自分でも思う。けれど、幸い加藤は不自然さを感じなかったのか、普ふ段だんと変わらない口調で返してきた。

「そりゃそうだろうけど。オーナーも、おまえが頑張ってることがわかってから見る目が優しくなったよなぁ。最初は、どうせすぐ辞やめるみたいな言い方してたくせに、この前なんか俺に『あまり鳴神をこき使うな』なんて言って、大事にしてるな……って感じだ」

「そ、そんなことないと思います。従業員はみんな大切で……店長のほうが、信用されてるし仲よしじゃないですか」

「そりゃ、俺とは長いつき合いだからだろ。なんだ、ジェラシーか？」

「違ちがいますっ。悪あく趣しゆ味みなからかい方しないでくださいよ」

「はは、悪い悪い。おまえの反応がいいから、つい」

　颯太が否定すると、楽しそうな笑い声を上げた。

　こんなふうに冗じよう談だんでからかわれると、心臓に悪い。勘かんと観察眼の鋭するどい加藤に、五十嵐を変に意識していることにいつ気づかれるかと、ヒヤヒヤしてしまう。

「そういや颯太さ、昨日やけに静電気でバチバチしていたみたいだけど、今日は大丈夫そうなのか？　あれ、原因はなんだったんだろうなぁ」

「今日は大丈夫です。……と、思います」

　昨日の夜、五十嵐にしっかりとアースしてもらったのだから。

　加藤に答えた直後、意図的に頭から追い出そうとしていた昨夜のアレコレがドッと押し寄せてくる。

　その『現場』にいることもあってか、一度封ふう印いんを解いてしまったら次から次へと記き憶おくが呼び起こされてしまい、生々しい感触を打ち消そうと唇を嚙かんだ。

　力いっぱい湿しめり気を帯びた布巾を握り締しめたところで、まだ『closed』の札がかかっているはずの扉とびらが、外から勢いよく開けられた。

　驚おどろいて振ふり向むいた颯太の目に、戸口に立っている長身の青年の姿が飛び込んでくる。

　少し長めの淡あわい色の髪と、目鼻立ちの整った華はなやかな容よう貌ぼうが目を惹ひく、芸能人かと思うほど美形な人だ。

「あの、開店前で……」

「あ、俺ここの関係者だから気にしないでいいよ。加藤さーん、久し振りっ！　腹減った！　朝飯、食わせてよ」

　颯太の脇わきを通り過ぎた青年は、大きな声で加藤に話しかけながらカウンターの内側に歩を進める。

　加藤の名前を知っていることからしても、関係者という言葉に噓うそはないのだろう。

　誰だれ？　以前ここで働いていたアルバイトか、加藤の個人的な知り合いか？

　年ねん齢れい的には加藤より若いけれど、友達……とか。

「え……剣吾っ？　君、アメリカにいたんじゃ……いつ帰国した？」

　加藤は、青年の顔をマジマジと見ながら不思議そうに尋たずねた。

　アメリカにいたはずの、『剣吾』か。

「あれ、剣吾……？」

　なんとなく、その名前を知っているような気がして小さくつぶやいたけれど、どこで聞いたのかわからない。

　颯太は、思い出せなくてなんだか気持ち悪い……と首を捻ひねりながら、カウンター越ごしに二人を見み詰つめる。

「日本に着いたのは、昨日の夜。兄貴、今もここでブランチしてるんだよね。待ってたら逢あえるかなぁ」

「ああ……オーナーは、もうすぐ来るはずだ」

「じゃ、そこに座ってていい？　えーっと……バイトくん？」

　こちらを振り返った剣吾と、バッチリ目が合った。不ぶ躾しつけに見ていた颯太に不快感を滲にじませることなく、人ひと懐なつっこく笑いかけてくる。

　うなずいた加藤は、「こっち来い」と颯太を手招きしながら剣吾に答えた。

「ああ、颯太……鳴神颯太だ。颯太、この騒そう々ぞうしいのは」

　カウンターを回り込んで二人の前に立った颯太を、剣吾は十センチ余り高い位置から見下ろして笑いかけてきた。

「五十嵐剣吾です。よろしく」

「あ！　オーナーの……」

　剣吾という名前に、なんとなく憶おぼえがある理由がわかった。兄からもらった書類にあった、五十嵐家の家族構成だ。そうでなくても、『五十嵐』の名字がプラスされると、彼の正体は説明の必要もないけれど。

　剣吾は、失礼にも思わず指差した颯太の人差し指をギュッと握にぎり、笑えみを消すことなくうなずいた。　>>>♥

「そう。オーナーの弟」

「あっ、すみません。指っ……」

　慌あわてて手を引っ込めると、改めて剣吾を見上げる。

　無意識に五十嵐との共通点を探そうとしたけれど、顔立ちも纏まとう雰ふん囲い気きも……あまり似たところがない兄弟のようだ。唯ゆい一いつ、手足の長い日本人離ばなれした長身が血けつ縁えん者であることを感じさせる。

「颯太だっけ？　今、君がなにを考えているか当ててあげよう。オーナーと似てないなぁ……って？」

「お、おれ……口に出してましたか？」

　無意識に零こぼしていたかと焦あせって、両手で口元を覆おおう。わかりやすい反応だったらしく、剣吾は声を上げて笑った。

「あはははっ、すげー素す直なおっていうか……カワイー。高校生じゃないよな？　ここって、スタッフの条件は二十歳はたち以上だっけ」

　顔などの外見だけでなく、性格まで五十嵐とは似ていないようだ。表情もクルクル変わるし、近寄り難がたさが微み塵じんもない。

　顔を向けた剣吾に、加藤は苦く笑しようして答えた。

「颯太は、十八……だったよな？　二つくらいの年齢不足を補っても余るくらい、なかなかの特技があるんだ」

「へぇ。あの頭の固い兄貴が条件を取っ払ぱらう理由か。興味あるなぁ」

　期待を込めた目でジーッと見詰められると、どうにも居い心地ごこちが悪い。

　加藤をチラリと見み遣やった颯太は、

「店長、ハードルを高くしないでください。そんなにすごい特技、ってわけじゃないと思うんですけど」

「いや、十八、九の男子としては、結構な特技だろ。オーナーだって認めてるんだし。ってわけで、百聞は一見に如しかずだな。剣吾、朝飯を食わせてやるからそのあたりに座れ」

「うん。……兄貴が認める特技か。楽しみ」

　朗ほがらかに笑った剣吾は、五十嵐がいつも座る場所だと、知ってか知らずか……カウンターの端はしに着席する。

「颯太。そろそろオーナーも来るだろうし、二人分のブランチを用意してくれ」

「はいっ」

　加藤に答えて厨ちゆう房ぼうに入ろうとしたけれど、剣吾に「待て待て」と引き留められた。

「なに、フロアじゃなくて厨房スタッフ？」

「一応、厨房メインです」

「へぇ……それはちょっと予想外かも」

　ジッと顔を見ていた剣吾は、今度は颯太の頭から足元までマジマジと見てくる。どういう意味かと聞き返そうとしたところで、加藤が口を挟はさんできた。

「剣吾、颯太を引き留めていたら朝飯が遅おそくなるぞ」

「えー、もうちょっと話したいし、加藤さんが作ってよ」

「……我わが儘ままっ子め。アメリカで修しゆ業ぎようをしても、変わらないか」

　嘆たん息そくした加藤が、ポンと颯太の肩かたを叩たたいて厨房に入っていく。これは、剣吾の相手をしてやれ、という意味だろう。

　厨房の中から、加藤が「そう言えば、剣吾」と名前を呼びかけた。

「オーナーは、今朝けさ君がここにいること……そもそも、帰国しているってことを知ってるのか？」

「いいや。驚かせてやろうと思って、黙だまって帰ってきたんだ。見たくない？　兄貴のビックリした顔」

「……見たい」

　ついつぶやいた颯太は、剣吾に聞かれたかと目を向ける。バッチリと視線が合った直後、彼はパッと目を輝かがやかせて颯太に笑いかけてきた。

「だろっ？　いやぁ、颯太とは気が合いそうだなぁ」

「……俺も、そう思うよ」

　苦笑を浮うかべて同意した加藤に、剣吾は子供のように笑って「だよね？」と答えた。

　兄と同じ歳としくらいだったはずだが、年上っぽくなくて面おも白しろい。確かに、自分とは気が合いそうだ。

　五十嵐が、どんな反応をするのか……楽しみだ。

　剣吾と目を合わせた颯太は、きっと同じような人の悪い含ふくみ笑いを浮かべているに違ちがいない。

　加藤は「悪ガキが二人いる」と嘆息したけれど、聞こえなかったふりをして「颯太も、俺のこと剣吾でいいよ」と話しかけてきた剣吾に向き直った。










「……つまんない」

　つい、そんな一言を零した颯太に加藤が肩を震ふるわせる。

　カウンターの向こう、並んで座っている五十嵐兄弟をチラリと目にして、サラダ用の生野菜を洗いながら口を開いた。

「俺は想定内だったけど。あの人が、そうわかりやすく驚おどろいてくれるものか。だいたい、剣吾がやりそうなことはわかってるだろうし」

「そうかもしれませんけど、少しくらい驚いても……」

　いつも通りにやってきた五十嵐は、カウンター席に座って「おはよー、お兄様」と手を振ふる剣吾に表情一つ変えなかったのだ。

　まるで、昨日もそうしていたかのように淡たん々たんと「おはよう」と答えただけで、当然のように隣となりの席に腰こしを下ろした。

　ガッカリだ……と。

　少し離はなれたところからワクワクしながら窺うかがっていた颯太は、剣吾と同時にため息をついてしまった。

　今は、なにやら話しかける剣吾に苦笑を滲にじませて相あい槌づちを打っている。

　……弟、身内だからかいつになく五十嵐の雰囲気がやわらかい。

　あんな顔で誰だれかと接する姿を見るのは初めてで、なんとなく胸の奥がモヤモヤして……これは、なんだろう。

　チラチラと二人を窺う颯太に、隣に立っている加藤が言葉を続けた。

「あの二人、俺が知っている十年くらい前からずーっとあんな感じだ。ってことは、子供の頃ころから……だろうな」

「ものすごく想像がつきます、ね」

　しっかり者の兄と、お調子者の弟か。

　自分と兄も、幼少時から周囲に散々言われてきたことなので、ますます剣吾に親近感が増す。

　顔を寄せて親しげに話す二人を、女性客がチラチラと見ている。

　タイプの異なるいい男が二人並んでいるのだから、目立たないわけがない。オーナーの弟だと紹しよう介かいされた祐里香も、「素す敵てきっ。美形兄弟！」と目を輝かせていた。

　五十嵐がスツールから立つのが視界の端に映り、

「鳴神、会計」

　そう低く名指しされた颯太は、「はいっ」とレジに駆かけ寄った。

　差し出されたカードを通し、会計を済ませてカードを返そうとしたら、さり気なく指先を触ふれ合わされる。

「あ……」

　今朝はずっと剣吾と話していたので、接せつ触しよくのタイミングを逃のがしていた。だから、こうして颯太をレジに呼び寄せて指を触れさせてくれたのだろう。

「ありがとうございます」

　五十嵐の手元に視線を落としたまま、小さく礼を告げる。

　剣吾のおかげで、昨夜のいつもより深い接触を思い出さずに済んでいたのに……五十嵐の体温を感じた途と端たん、忘れてなどいないと思い知らされる。

　顔を上げられない。こんなに近くで五十嵐と目を合わせてしまったら、自分がどんな顔をするかわからない。

「これで大だい丈じよう夫ぶか。夜に……また」

「は、はい。ありがとうございました。いってらっしゃいっ」

　勢いよく頭を下げて、目を合わせられない不自然さを誤ご魔ま化かす。

　視界に映る五十嵐の革かわ靴ぐつが向きを変えたことを確かく認にんして、顔を上げた。

「加藤。悪いが剣吾を頼たのむ。剣吾、加藤にあまり迷めい惑わくをかけるなよ。住居に関しては、二、三日中に手配するよう秘書に頼んでおく」

「んー、しばらくホテル住まいでもいいんだけど」

「そういうわけにはいかないだろう。父さんと母さんにも、帰国している旨むねを連絡しておくんだぞ」

　五十嵐は、最後の一言を『兄』の顔で言い残して急ぎ足でカフェを出ていった。

　剣吾と話していたせいか、今朝はいつもより店を出る時間が遅い。あっという間に姿が見えなくなる。

「加藤さん。兄貴のＯＫはもらったから、ここでバイトさせてよ。前に俺がバイトしてた時と、大きく変わったことある？」

「それほど大きな変化はないな。細かなことは、いくつか変わってるかもしれないけど」

「ん、じゃあわかんないコトとかあったら、その都度聞くことにする。颯太、なんかあったら教えてよ」

　笑いながらひらりと手を振られて、加藤に戸と惑まどいの目を向ける。微び苦く笑しようを滲ませた加藤は、目が合った颯太に、

「ってわけだから、よろしくしてやってくれるか。歳も近いし、気が合いそうだし……剣吾は颯太に任せる」

「……わかりました」

　なんとなく、面めん倒どうなことを丸投げされた気がしなくはないけれど、颯太にはうなずくしかできなかった。







　　　　□　□　□







　意外と言えば失礼だけれど、剣吾は即そく戦せん力りよくだった。

　アメリカに渡わたる前にも、ここでアルバイトをしていたというだけはある。接客業に向いている性格なのはわかっていたが、そつなく仕事をこなす。

　スタッフたちにも、三日もしないうちにすっかり馴な染じんでしまった。

「颯太っ。休きゆう憩けいの時、あれ食わせてよ。朝に仕込んでいた、クルミのパウンドケーキ。めちゃくちゃ美味うまそう」

「店長がＯＫって言えば、おれはいいけど。昨日のクランベリーケーキみたいに半分とか食べたら、お客さんに出すものがなくなる！　ってまた怒おこられるよ」

「あー……あんまり美味かったから、つい。一切れ……二切れくらいなら、いいかなぁ」

　昨日のことを思い出して加藤に怒られただろうと言えば、剣吾は悪びれることなく笑って懲こりていないらしい発言をする。

　すぐ近くで自分たちの会話を聞いていた加藤は、

「一切れだけだ」

　と、短く口にした。

　それでも、ダメだと言わないあたりは剣吾に甘い。

「そういえば、兄貴って夜もここに寄ってんの？」

　剣吾の言う兄貴。五十嵐の話題に、トクンと心臓が大きく脈打つ。動どう揺ようが表に出ないよう、視線を手元に落として答えた。

「うん。夜食を食べに来るから」

「ふーん。今はつき合ってる女がいないってことか。あんな堅かた物ぶつで無ぶ愛あい想そうなのに、昔っからやたらとモテるんだよね。俺のことを好きって言ってた子まで、兄貴を知ったら心変わりしたりさぁ」

　恨うらみがましい口調ではなく、純じゆん粋すいに疑問に感じているらしいボヤキだ。

　颯太が、なんとなく女の子の気持ちがわかるな……と思ったところで、通りかかった祐里香が容よう赦しやなく口にした。

「女の子は、最終的に誠実な男が好きだからなぁ。剣吾さんは、友達としては最高だと思うけど……真しん剣けんにつき合うなら、オーナーかも」

「祐里香ちゃん、ハッキリ言うねぇ。颯太、虐しいたげられる俺を慰なぐさめて……っ」

「うわっ、重……ッ」

「あらぁ、目の保養っ。サービスしてくれて、ありがとー」

　大おお袈げ裟さに嘆なげいてみせた剣吾に、抱だきつかれる。颯太は「重い」ともがいているのに、祐里香は楽しそうに笑って傍ぼう観かんしていた。

　二年間のアメリカ生活の名残なごりか、剣吾はスキンシップが激しい。少し前の颯太なら、静電気を警けい戒かいして逃にげ回らなければならなかっただろう。

「そこの三人は、本日ただ働きでもいい……と。経費削さく減げんに協力してくれて、ありがとうと言うべきかな」

「えっ、三人っておれも？　おれは、巻き込まれただけの被ひ害がい者しやっ」

　加藤が低く口にした言葉が耳に入り、颯太は剣吾に抱きつかれたまま慌あわてて反論する。

　祐里香は、

「あ、お客さんだ。いらっしゃいませ！　お席、ご案内致いたします」

　そう言いながらそそくさと二人から離れて、無関係を装った。見捨てたな、と唇くちびるを引き結ぶ。

　仕方なさそうに苦笑した加藤は、残された剣吾と颯太を軽く睨にらみながら口を開いた。

「ジャレるのは後にして、働け。おやつがなくなるぞ」

　剣吾と颯太の背中を両手で叩たたいて、遊びの時間は終しゆう了りようだと嘆たん息そくする。

「あ、それは勘かん弁べん。真面目まじめに働きます」

　身体からだに巻きついていた剣吾の腕うでが、唐とう突とつにパッと放される。

　ようやく解放された颯太は、はー……と深く息をついてシャツやエプロンの乱れを正した。

　剣吾は五十嵐と同じ遺伝子を持っているのに、同じように腕の中に抱き込まれても鼓こ動どうが乱れたりしない。

　加藤に背中を叩かれても、ドキドキしたりしない。五十嵐の手と彼以外の人の手は、全然違ちがう。

　やはり自分にとって、五十嵐だけが特別なのだと……思い知らされる。

「おーい、颯太。カフェタイム用の焼き菓が子しだけど、パウンドケーキだけじゃ足りなくなりそうだ。クッキーも出せるか？」

「はいっ、冷蔵庫に、作り置きしてる生き地じがあるので……焼いておきます」

　バイト中にぼんやりしていたらダメだと、頭を振ふって思考を切り替かえ、急いで冷蔵庫に向かった。










　いつものように帰宅途と中ちゆうに立ち寄った五十嵐は、夜食を終えて「ごちそうさま」と手を合わせた。

　使用しているのはプレートとボウル、カトラリーだけなので食器の片づけは簡単だ。することがなくなれば、グズグズと厨ちゆう房ぼうにいられない。

「鳴神？　終わったから、出てきなさい」

「は……い」

　往生際ぎわが悪いと自分でも思いながらゆっくりと歩き、カウンターを回り込んで五十嵐の隣となりに立った。

　うつむき加減のまま、隣のスツールに腰こしかけた颯太の視界に五十嵐の手が映る。

　もう少しで五十嵐が触ふれると思えば、心臓が鼓動を速くする。血の巡めぐりが速くなり、身体が熱を帯びていく。

　そうして感情が昂たかぶったせいか、ふわっと髪かみが逆立つのを感じた。

　五十嵐に触さわってもらえば帯電が落ち着く……と思っていたのに、颯太の手の甲こうに五十嵐の指先が軽く触れたと同時にパチッと衝しよう撃げきが走る。

「ぃてっ。ごめんなさい！」

　これはきっと、五十嵐の指も痛い。

　驚おどろきよりも衝撃が勝まさり、目を瞠みはって反射的に謝った颯太に、五十嵐は険しい表情でポツリと零こぼした。

「指先ではダメか」

「あ……」

　両手で頭を摑つかまれて、ギュッと瞼まぶたを閉じた。颯太の身体が緊きん張ちようで強こわ張ばっていることは、五十嵐にも伝わっているはずだ。

　心臓が……壊こわれそうなくらい、猛もうスピードで脈打っている。先ほどまでとは、比べ物にならない動どう悸きだ。

　ドクンドクンと激しい脈動を耳の奥に感じて、震ふるえる指先を握にぎり込んだ。

　唇が、ゆっくりと触れ……た？

「ッ！」

「……え？」

　触れるかどうか、というところでパチッと馴な染じみのある痛みに襲おそわれた。

　肩かたを震わせて瞼を開いた颯太は、至近距きよ離りで五十嵐と視線を絡からませる。気のせいではない証しよう拠こに、五十嵐も眉まゆを顰ひそめて自分の唇を指先で撫なでていた。

「……何故なぜ、これでも効かない？」

「それ、は」

　いつになく帯電が激しくなる理由に、颯太自身はうっすらと気がついていた。

　五十嵐に対して、ドキドキするからだ。感情が昂り……乱れるのに連動するかのように、静電気が増す。

「効果がなければ、危ないだろう。私のなにかが悪いのか？　方法を誤ったか……」

　やはり、生き真面目まじめな人だ。自分が悪いかのように思い悩なやんでいる五十嵐を見上げて、颯太は首を横に振った。

「違います。オーナーが悪いんじゃない、と思います」

「そう言える根こん拠きよは？　私に原因があるなら、それを探して改善しなければ帯電を抑おさえられないだろう」

「オーナーのせいじゃなくて、おれが悪いんだって！」

　五十嵐はなにも悪くないのに……と、もどかしくなって思わず声を上げた。

　確信を持って断言したせいか、五十嵐が「どういう意味だ」と聞き返してくる。

「鳴神。理由も言わず私のせいではないとだけ聞かされても、納なつ得とくできない。他ほかに鎮しずめる方法があるのなら、別だが」

「……おれが、オーナーにドキドキするせい……です。意識して、落ち着かないから……心臓がドキドキするのと同じように、パチパチするみたいで」

　どう言えばいいのかわからなくて、子供のような言葉になってしまう。

　上手うまく説明できないもどかしさで唇を嚙かむ颯太に、五十嵐は怪け訝げんそうな声で言い返してきた。

「ドキドキ、とは？」

「おれも、よくわかりませんけど……勝手に心臓が苦しくなるんです。でも、オーナーに触られた時だけなんだ」

　思い浮うかぶまま口にしているせいで、自分でも支し離り滅めつ裂れつだと思う。

　こんなふうに言われている五十嵐は、もっと不可解だろう。それより、気持ち悪いことを言われたと、眉を顰めているのでは……？

　不安でいっぱいになって、恐おそる恐る五十嵐の顔を見る。

　予想もしていなかったことを聞かされたのか、五十嵐は珍めずらしく啞あ然ぜんとしていたようだが、颯太と視線が絡んだ途と端たん、ふっと表情を引き締しめた。

「気の迷いだろう。接せつ触しよくのせいで、変な錯さつ覚かくが生じている」

　キッパリと、『気の迷い』だと断言された。気持ち悪いと嫌けん悪おされるどころか、まともに取り合ってもくれない。

「気の迷い……？　こんなに、苦し……のに」

　それがショックで、颯太はうまく言い返せない。

　スツールに座ったまま呆ぼう然ぜんとしていると、目を逸そらした五十嵐がポンと颯太の頭に手を置く。

　今度は……静電気の衝撃がなかった。

「今日は、もう帰るか。……対策を検討しておく」

　静かに話しながら、指先で髪を撫でられる。颯太はドキドキすると言ったのに、五十嵐は忘れてしまったみたいだ。

　五十嵐にとっては今も、犬か猫ねこにでも触れている感覚なのだろうか。

　息が詰つまりそうなほど、苦しい。

　アースをしてもらえてありがたいと思わなければならないのに、この手に触れられるのが苦痛だなんて……。

　うつむいて奥歯を嚙んでいると、扉とびらの開く音が聞こえてきてビクッと顔を上げた。

　慌あわてて目を向けた入り口には、ドアノブを摑んだまま動きを止めている剣吾の姿があった。

「えっと、通りかかったら電気が点ついているのがわかって……兄貴がいるなら、おれも夜食を食わせてもらおうかなーって思ったんだけど、お邪じや魔ま……みたいだな。いや、そういう関係とは知らず……乱入して悪い」

　剣吾が、はは……と気まずそうに笑いながらそう口にすると、颯太の頭にあった五十嵐の手が離はなれていく。

「誤解！　邪魔じゃないっ」

　焦あせって言い返す颯太をよそに、五十嵐は普ふ段だんと変わらず落ち着き払はらった態度だ。

　微み塵じんも動どう揺ようを感じさせず、静かに口を開く。

「妙みような誤解をするな。鳴神には、差し迫せまった事情があるんだ」

「事情？　閉店後の職場で、密着する……ヤラシー事情？」

「バカモノ。説明をするから、扉を閉めて入ってこい」

　大きく息をついた五十嵐にそう促うながされ、剣吾は、

「いいのかなぁ……ホントに、お邪魔じゃないのか？」

　と、ぶつぶつ零こぼしながら歩み寄ってきた。

「いいか。少し長くなるが……鳴神と、私たちの家系に関する事情だ」

　そう前置きをした五十嵐が、理路整然と事実を語る。

　最初は笑っていた剣吾だけれど、時おり相あい槌づちを打ったり聞き返したりしながら、徐じよ々じよに真しん剣けんな顔になり……最後のほうは、神しん妙みような様子で聞いていた。

　目を合わせられない颯太とは違ちがい、五十嵐は淡たん々たんとしたものだ。それだけ、颯太など対象外なのだと、嫌いやというほど目の前に突つきつけられる。

「……だから、私が鳴神に触れるのは、危険を回かい避ひするという重要な目的があってのものだ。特とく殊しゆな感情を抱いだいているわけではない。こうして理由を聞けば、おまえが誤解する要素は一つもないだろう」

　説明を終えてそんなふうに締めくくった五十嵐に、剣吾は「ふーん……」と、納得したようなしていないような、曖あい昧まいな声を漏もらす。

「雷らい神じん家系とか、風神家系っていうのは、じいちゃんとかに聞いたことはあったよなぁ。完全に昔話って感じで、聞き流していたけど。颯太が、ね。現代に、ホントにいたとは。しかも、超ちようがつく現実主義の兄貴が信じてるし」

「実際に、バチンバチンとあちこちで火花を散らしているのを目にしたら、信じないわけにもいかないだろう」

「うん……まぁ、だいたいわかった。ラブラブなのかと思ったら、違うのか。なーんだ」

「なんだとは、なんだ。鳴神にしてみれば逼ひつ迫ぱくした危機なんだ。面おも白しろがるな」

「いや、それとは別で……颯太？　変に大人しいけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

　二人が話しているあいだ一度も口を挟はさまなかったせいか、剣吾が心配そうに名前を呼んでくる。

　店での颯太は、お客さんからも「元気がいい」と言われていて、物静かな性格ではないと剣吾も知っているせいだろう。

「なんでもないっ。なんか、オーナーの説明があまりにもわかりやすいから、おれが言うことなんかないな……って思って、黙だまってた」

　無理やり笑っているのだと、見み透すかされませんように……と祈いのりながら、「へへ」と頰ほおを緩ゆるませる。

　胸の奥が、ズキズキと痛くて……五十嵐と目を合わせることができない。

　剣吾が入ってくる直前、颯太は「好きだ」と告白したようなものなのに、五十嵐には繰くり返し「対象外だ」と言われたのと同じだ。

　しかも、颯太に触ふれるのは逼迫した事情があるからで、義務なのだと……。

　深い穴に突き落とされた上に、大きな岩を載のせられたみたいで……簡単に這はい上がれそうにない。

　キッパリと、「気持ち悪い」とか「おまえにはそんな気になれない」とふられてしまったほうが、どれだけマシだっただろう。

　胸の中が空っぽになってしまったみたいで、へらへら笑い続けることのできる自分が不思議だった。







《七》







　髪かみが、ふわふわと落ち着かない。だから、マズいかな……という予感はあった。

　その嫌な予感が的中して、

「ッ！……イテェ」

　冷蔵庫の扉に触れた瞬しゆん間かん、パチッと青白い火花が散った。颯太には慣れた痛みなので、小さく零こぼして眉まゆを顰ひそめただけで軽く手を振ふる。

　けれど、すぐ近くにいる加藤には見み逃のがせない事態だったらしい。

「おいおい、今……火花が見えなかったか？」

「あ、静電気みたいです。おれ、帯電体質なんですよね。って、店長はもう知ってると思いますが。梅雨つゆが明けたくらいから、ちょっと激しくて……」

　緊きん張ちよう感かんなく笑ってそう口にする颯太に、加藤は「本当に大丈夫か？」と心配そうな表情になる。

「電子機器を壊こわしたり、うっかりガスを爆ばく発はつさせたりしないように気をつけます」

　いつになく帯電が激しい原因は、朝の五十嵐との接触がなかったせいだと、わかっている。

　五十嵐はブランチに立ち寄ったのだが、わざとグズグズしてオーダーを取ることもレジ打ちも、他ほかのスタッフに任せてしまった。

　店を出る際、五十嵐に呼びかけられそうだという気配を察したと同時に、「食材のストックを確かく認にんしてきます」と無理やり理由をつけて奥へ逃にげた。

　時間をかけて念入りにストックの確認を終え、店内に戻もどった時には五十嵐の姿は既すでになく……ホッと胸を撫なで下ろした。

　こんなふうに五十嵐から逃げていても、なにがどうなるわけでもないとわかっている。これはただ、顔を合わせづらいからという颯太の我わが儘ままだ。

　昨夜のやり取りなど、あちらは毛の先ほども気にしていない様子なのに、颯太が勝手に気まずさを感じて避さけている。

　そこでも、五十嵐との温度差を嫌というほど突きつけられているみたいだ。

「颯太さ、それ……ヤバいんじゃないか？」

　五十嵐から聞いて颯太の特殊体質を知った剣吾が、こっそりと話しかけてきた。

　いつもの笑え顔がおはない。からかうでも茶ちや化かすでもなく真顔で、心配してくれているのだと伝わってくる。

「大丈夫……たぶん。危なそうな物には、極力近づかない」

　電気を通しやすい危険物質は、ある程度把は握あくしている。颯太も無む駄だに痛い思いはしたくないので、可能な限り避けるつもりだ。

　表情を曇くもらせたままの剣吾は、意外と心配性しようなのかもしれない。颯太はもう一度「大丈夫だって」と繰り返して、笑ってみせた。

「まぁ、俺もできるだけ協力するけどさぁ……本気で危険な感じになったら、兄貴に電話して呼び出したほうが」

「ダメ！」

　反射的に大きな声を上げてしまい、颯太はパッと口元を手で塞ふさぐ。剣吾を見上げて、今度は声を潜ひそめて続けた。

「オーナーに迷めい惑わくをかけたくないんだ。ただでさえ、忙いそがしいだろうから」

「でも、さぁ……」

「ヘーキだって。ほら、また店長に怒おこられる。今度こそ、バイト代を減らされるぞ」

　加藤の名前を出して、無駄話を咎とがめられるだろうと強ごう引いんに話題転てん換かんを図はかる。

　剣吾は、

「そいつは困るな」

　と苦く笑しようして、口を噤つぐんでくれた。

　心配してくれている剣吾には申し訳ないけれど、これ以上五十嵐のことを話したくない。しばらく距きよ離りを置きたい。

　剣吾はまだなにか言いたそうだったが、それに気づかないふりをして背を向けると、そそくさと逃げた。







　　　　□　□　□







　帰宅準備を整えた加藤が、ロッカールームから出てきた。厨ちゆう房ぼうにいる颯太へと、カウンター越ごしに声をかけてくる。

「じゃあ颯太、後は頼たのんだ」

「……はい。お疲つかれ様です」

　夜食を取る五十嵐と会うために、今まではわざわざ閉店準備を買って出ていた。

　これまでの習慣を覆くつがえす巧たくみな言い訳を思いつかなくて、颯太は仕方なく閉店後のカフェに居残りをすることになってしまった。

　颯太から目を逸そらした加藤は、今度は颯太の脇わきに立っている剣吾に目を向ける。

「剣吾も、お疲れ。クローズまでいてくれて、助かった」

「いえいえ、俺は自分から志願したんだし。お疲れでっす」

　幸いなのは、昨日は結局夜食にありつけなかったから、今日こそは……と長時間シフトを志願した剣吾も一いつ緒しよだということかもしれない。

　加藤が店を出ていくと、剣吾が颯太を見下ろして話しかけてきた。

「パウンドケーキって、焼き立てが一番だと思ってた」

　まるで、これまで見たことのない珍めずらしいものを見学するように、仕込みをする颯太の隣となりに立って手元を覗のぞき込んでいる。

　似たような言葉を、ここでアルバイトを始めてすぐの頃ころ五十嵐に言われたことを思い出して、クスリと笑ってしまった。

「それ、オーナーも同じこと言ってたよ。ものによるかな。リンゴとか、ドライフルーツを使ったものだと生き地じにフルーツが馴な染じんで、しっとり感が増して美味おいしくなる。シュトーレンなんかだと、半月くらいかけて味の変化を楽しむだろ。ナッツ系は、焼き立てが美味しいかもしれないけど」

「うーん……なるほど。意外と奥が深いよな。あ、俺、ラムレーズンが好き。次は、ラムレーズンのケーキ作ってよ」

　屈くつ託たくなく笑ってリクエストしてきた剣吾に、すんなりうなずくことはできない。颯太は、うーん……と首を捻ひねって答えた。

「店長がいいって言ったらね。一応、一週間に作るケーキの台数が決まってるから……どうかなぁ」

「入念にお願いしよう。加藤さん、結構甘えに弱いんだよな。あ、兄貴もあんな顔をしていて甘いところがあるんだけど」

　剣吾は、甘え上手だ。年上の友人が、どうすれば自分の言うことを聞いてくれるかよくわかっている。

　同じ『弟』という立場の颯太も、兄に甘えている自覚がないわけではないので、人のことは笑えないけれど。

「オーナーと、仲いいよね」

「そうかな」

「うん。剣吾といる時は、雰ふん囲い気きが違ちがう」

「頼たよられると、結構弱いんだよ。颯太も甘えてみなよ」

「……今でも、充じゆう分ぶん甘えているかも」

　無理をお願いして、アース役になってもらっているのだ。遠い目をしてつぶやいた颯太に、剣吾は唇くちびるを尖とがらせた。

「甘え方が足りないんだって。俺から見れば、これまでになく颯太のことは可愛かわいがっていると思うよ。加藤さんみたいにつき合いが長いわけじゃないのに、懐ふところにすっぽり入れてる感じ」

　颯太は肯こう定ていも否定もできず黙だまり込んでいるのに、剣吾は自分の台詞せりふに納なつ得とくしているように、うんうんとうなずいている。

　この性格なら、外国でも不自由なく環かん境きように溶とけ込めていたに違いない……と思ったところで、ふと頭に疑問が浮うかんだ。

「剣吾は、アメリカに二年いたんだよね。語学留学……だっけ？」

　思いついたまま尋たずねると、剣吾はキョトンとして返してくる。

「あれ、言ってなかった？　俺、音楽を勉強しに行ってたんだ」

「……ロック？」

　アメリカで、音楽。イコールでロックだと結論づけるのは、あまりにも短たん絡らく的か。

　そう思いながらも、剣吾とロックという組み合わせに違い和わ感かんがないので、疑問というよりも確認の響ひびきになってしまった。

　すると剣吾は、苦笑を浮かべて颯太の顔を覗き込んできた。

「今、直感でそう口にしただろ。残念でした。ジャズだよ。ピアノに、サックス……ボーカルも。色々やってみたけど、一番好きなのはピアノかな。兄貴が、近いうちにジャズバーを新しく作るって聞いたから戻もどってきたんだ」

「ジャズバー？　そこで、剣吾が？」

　五十嵐が更さらに店を増やそうとしていることを知り、改めて有能な人なのだと再認識する。

　だから、ここしばらく颯太が見てもわかるほど忙しそうだったのか。

「うん。そう。クラシックピアノは嫌いや々いや習わされてたけど、ジャズを知って初めて楽がく譜ふを読めることに感謝したね」

　剣吾が、ピアノの前に座って演奏している姿を想像しようとしたけれど……どうしても結びつかない。

「ジャズ……クラシック……」

　啞あ然ぜんと復唱する颯太に、剣吾は苦笑を深くする。

「俺、基本的にお坊ぼつちゃんだよ？　兄貴は絶望的な不器用だって、知ってる？　だから、早々に楽器関係はあきらめてたけど……俺は器用なのか楽器はある程度なんでも演えん奏そうできる。機会があったら証明してやる。そんなに目ぇ丸くするほど、意外か？」

「オーナーが不器用なのは知ってるけど、ちょっと……かなりビックリした」

　でも、よく考えれば、あり得ないほど意外ではない。

　確かに第一印象では派手な今時の青年という感じだったけれど、立ち居い振ふる舞まいにはどことなく育ちの良さが滲にじみ出ている。

　五十嵐家は、時代の変化によってすっかり庶しよ民みん的な立ち位置になった鳴神家より旧家の面おも影かげをずっと色いろ濃こく残しているらしいので、確かに剣吾も俗ぞくに言う『お坊ちゃん』だ。

　納得した颯太が一人でうなずいていると、ふと剣吾が声のトーンを真しん剣けんなものにして名前を呼んできた。

「あのさ、颯太。俺、思ったんだけど……」

「うん？」

　改まった様子で切り出されて、疑問を滲ませて隣に立っている剣吾を見上げる。思案の表情を浮かべている剣吾は、颯太と目を合わせて言葉を続けた。

「颯太の静電気って、五十嵐家の直系の男が鎮しずめられるんだよな？」

　もともと、五十嵐家が風神家系であることに関して全然知らなかったわけではないようだが、兄から聞いた昨夜の話で現実のこととして実感したのだろう。

「うん。だから、オーナーに頼んでアースしてもらってた。オーナーじゃないと無理だろうから、すごく助かってる」

「そこに、ちょっとばかり疑問が湧わいてさ」

「疑問？」

　剣吾がなにを言いたいのかわからず、首を傾かしげる。

　疑問もなにも、颯太は我が身で体感している。五十嵐に触ふれてもらうと、落ち着くのは確かなのだ。

　しかも、その接せつ触しよくが深くなればなるほどアースとしての効力が増すのだ……と、そこまでは話していないけれど。

「兄貴は妙みように責任感を持ってるみたいだったけど、俺も、五十嵐の直系男子だぞ。長男じゃなければダメ……ってわけじゃないなら、俺でも大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？　颯太の肩かたを抱だいたりしても、パチッときたことないだろ？」

「……あああっ！　そういえば……そう、かも」

　剣吾は頻ひん繁ぱんにスキンシップをしかけてくるけれど、確かに火花を散らしたことはないような気がする。

　五十嵐にアースしてもらっているから帯電を抑おさえられるのだと、剣吾だけでなく他ほかの人と接触しても静電気が発生しない理由を当然のようにそう考えていた。だから、剣吾とのあいだで静電気が起きないのはどうしてかなんて、疑問に思わなかった。

　確かに……朝、五十嵐に触れなかった今日も、他の人や金属製のものにうっかり触さわってパチパチ火花を散らしていたけれど、剣吾とのあいだで静電気が発生した記き憶おくはない。

　五十嵐でなければダメだと……彼だけが特別なのだと、理由もなく信じていた。それが突とつ如じよ覆くつがえされそうになったことで、颯太の頭の中は真っ白になった。

　もし、本当に剣吾でもアースができるなら。

　そのことを、五十嵐が知ってしまったら……面めん倒どうがなくなって幸いだと、颯太に背を向けるに違いない。

　剣吾も、責任を感じているようだと言っていたが、事実五十嵐にとっては『颯太のために仕方なく』なのだから。

　以前その話をした時は、颯太に気を遣つかって「こちらこそ、助かっている」と言ってくれたけれど、実際は彼に利益はほとんどなくボランティアのようなものだ。

　接触する理由が、なくなってしまう？

　今朝けさは自ら五十嵐を避さけたくせに、接する大義名分がなくなるかもしれないとなれば……怖こわくて堪たまらなくなった。

　つい、ジリッと足を引いて剣吾から距きよ離りを取ろうとしてしまう。

「なんだよ、その不安そうな顔。アースの選せん択たく肢しが増えれば、喜ばしいんじゃないか？　兄貴の都合が悪い時でも、俺がなんとかできるし。って、まだ確実にそうだって決められないけどさ。試ためしてみる価値はあるだろ」

「で、でも……剣吾は嫌いやじゃないのか？　だって、握あく手しゆとか……ハグとか、男に触らなきゃならないんだよ？」

　試してみようという剣吾に向かって、しどろもどろになりながら『やらないほうがいい』理由をつける。

　そうして、『剣吾のため』のように繕つくろって逃にげを図はかるズルい颯太の言葉の裏を疑うことなく、剣吾はカラリと笑った。

「あ、そのあたりは心配無用。俺、好みなら男とか女とか気にしないから。颯太は見た目も中身も可愛いし、うん……ストライクゾーンの、ほぼ真ん中だな。ハグでもキスでも、むしろ役得って感じだ」

「こ、好み……？　おれ、が？」

「ああ。なんなら、セックスでもいいけど？　俺、上手うまいよ。してみる？」

「せ……っ、それは、おれが遠えん慮りよするっ！」

　露ろ骨こつな単語に、カッと頰ほおが紅潮するのを感じた。

　目を白黒させながら、瞬しゆん発ぱつ力りよく抜ばつ群ぐんに言い返した颯太を見下ろす剣吾は……楽しそうに笑っている。

「いやぁ、期待通りの反応で嬉うれしいねぇ。だから、可愛かわいいんだよなー。ま、お子様な颯太をいきなりベッドに連れ込んだりはしないから、とりあえずお試しハグでどうだ？　生理的に、俺に触られるのが嫌だとは言わないよな？」

「……それは、もちろん……そうだけど」

　嫌だ。試したくない。知りたくない。

　剣吾との接触で、アースができてしまったら……五十嵐に背を向けられてしまう。嫌だ。絶対に、嫌だ！

「そんなに警けい戒かいしなくても、颯太の意思を無視して痴ち漢かん行こう為いはしないって」

　ジリジリと後ずさる颯太に、剣吾が大きく足を踏ふみ出して距離を詰つめてきた。

　長い腕うでが伸のびてきて……肩に触れられそうになった瞬しゆん間かん、カーッと身体からだの奥から熱いものが湧き上がった。

「い、嫌だっ！」

「え……、ぅわっ！」

　バチン！　と。

　これまでになく激しい音が響き、最低限の照明だけを灯ともしている薄うす闇やみの中に青い火花が弾はじける。

　驚おどろいた顔の剣吾がパッと身体を引いたのとほぼ同時に、入り口あたりから低い声が聞こえてきた。

「なにがあった！　鳴神……剣吾っ？」

「あ……」

　姿を確かく認にんしなくても、この声の正体が誰だれなのかはわかる。颯太にとって、誰よりも安心できる腕の持ち主なのだ。

　ぎこちなく顔を向けると、思った通りの人物……五十嵐が、速足でカウンターの内側へと入ってきた。

　自然な仕草で五十嵐の腕の中に抱き込まれ、全身に漂ただよっていた微び弱じやくな電流がスッと落ち着くのを感じる。

「鳴神、大丈夫か？　まさか、心臓がどうにかなったんじゃないだろうな」

　言葉もなく全身を硬こう直ちよくさせている颯太の背中を、大きな手が宥なだめるようにポンポンと叩たたきながら尋たずねてきた。　>>>♥

「だ、大丈夫……です。ちょっと、ビックリしただけで」

　ぎこちない答え方だったけれど、そうして反応したことで颯太を抱き込む五十嵐の腕から緊きん張ちようが抜ぬけた。

「なにをしていた。剣吾、鳴神に無理に触ったのか？」

　厳しい調子で剣吾を詰きつ問もんする五十嵐の声が、頭のすぐ傍そばで聞こえる。

　帯電はもう落ち着いたのに、五十嵐の腕が強く颯太を抱き込んだままなので、身動きが取れない。

「なんだよ、その目。無理にって、痴漢呼ばわりかぁ？」

　ピリピリとした空気を纏まとう五十嵐とは対照的に、剣吾は普ふ段だんと変わらない調子で笑いながら言い返した。

「鳴神の体質については、きちんと説明したはずだ。それなのに、どうしてあんな……扉とびらの外にまで見えるような、激しい放電を起こさせるんだ！」

「別に、起こさせようと思って触ろうとしたわけじゃない」

　五十嵐が本気で憤いきどおっていることが伝わったのか、剣吾の声から笑えみの気配が消える。

　剣吾は大きなため息をついて、「では、なにをしていた？」と、硬かたい声で繰くり返す五十嵐に答えた。

「試そうとしただけだ。俺も、五十嵐の……風神家系の直系男子だろ。それなら、兄貴じゃなくても颯太の帯電をアースできるんじゃないか……って思ってさ。まぁ、結果はダメだったみたいだけど」

「確信がないのに、危険な実験をするんじゃない！　鳴神の身体になにかあれば、どうするつもりだったんだ」

　ようやく思考力が戻もどってきた颯太は、剣吾を叱しつ責せきする五十嵐の背中を、おずおずと軽く叩いた。

「あの、オーナー、もう……いいです。おれは大だい丈じよう夫ぶでしたし、剣吾も悪気があったんじゃなくて逆に親切心で実験しようって言ってくれただけで」

「痛い思いをしたくせに、剣吾を庇かばうのか」

　強い力で両りよう肩かたを摑つかまれて、抱だき込まれていた五十嵐から引き離はなされた。眉み間けんに皺しわを刻み、険しい表情で見下ろされる。

　どうしてそれほど怒おこっているのだと、戸と惑まどいながら言葉を続けた。

「庇うっていうか、本当に剣吾は悪くないんですっ」

　それ以外に、どう言えばいいのかわからない。説明が下手な自分がもどかしくて、口を噤つぐむと五十嵐を真っ直すぐに見上げた。

　あんなに避けていたのに、こうして至近距離で五十嵐と顔を合わせると、やはり胸の奥がじんわりと熱くなる。

　肩を摑んでいる五十嵐の手から、シャツ越ごしに体温が流れ込んできて……やはりこの手でなければダメだと、代わりなどいないのだと思い知らされた。

「落ち着いたか？」

　颯太と目を合わせていた五十嵐は、少しだけ眉間の皺を浅くして、漂っていたであろう颯太の髪かみを撫なでた。

「……はい。やっぱり、オーナーじゃないと、ダメ……みたいです」

　もう、いいか。

　ストンと、そんな思いが落ちてくる。

　もういい。五十嵐にとって、義務でもボランティアでも、颯太に対する憐あわれみだとしても。

　こうして嫌がらずに触ふれてくれるだけで、ありがたいし幸せだろう。

「面めん倒どうなことをお願いしますけど、アースしてもらえますか？　おれ、できるだけ感情的にならないように気をつけるし、毎日じゃなくてもいいから……」

　話しているうちに泣きたいような心もとない気分が込み上げてきてしまい、うつむいて五十嵐の目から顔を隠かくした。

　ダメだと言われたら、どうしよう。

　都合のいいことばかり頼たのむのかと、眉まゆを顰ひそめられたら……泣いて縋すがれば、情の深い五十嵐は振ふり払はらうことができない？

　そんな、恥はじも外聞もないみっともないことまで思い浮うかんできて、自己嫌けん悪おに唇くちびるを嚙かむ。

　颯太が身体を硬くして返事を待っていると、五十嵐がポツリと口を開いた。

「毎日じゃなくていい、か。それは……すんなり聞き入れられないな」

「え？」

　五十嵐の言葉の意味がわからなくて、ゆっくりと顔を上げる。

　目を合わせるのは、すごく怖こわかった。でも、五十嵐の発言の真意がわからないのは、もっと怖い。

　思い切って視線を絡からませた颯太を見下ろす五十嵐は、彼らしくなく迷いを含ふくんだ苦く笑しようを滲にじませた。

「今朝けさ、私を避さけただろう。おかげで、今日一日ろくに仕事が進められなかった。どうして鳴神に逃にげられるのか、とか……静電気は大丈夫なのかとか、気がつけばおまえのことばかり考えていた」

「…………」

　どう返せばいいのかわからなくて、無言で視線を絡ませ続ける。

　五十嵐の言葉の意味を、どんなふうに捉とらえればいい？　単純な颯太には、自分に都合のいい結論しか出せない。

　息を詰めて五十嵐が言葉を続けてくれるのを待っていると、すぐ近くから遠えん慮りよがちな声が聞こえてきた。

「あのさ……二人とも、俺の存在を忘れてない？」

「あ！」

　剣吾のことを、忘れていた！

　声に出さなかったそれは、パッと横を向いた颯太の顔に大きく書かれていたに違ちがいない。

　剣吾は特大のため息をついて、大おお袈げ裟さに肩を落とした。

「だよなぁ。完全に、二人の世界。お邪じや魔まをして悪いけど、このままだともっと野や暮ぼなことになりそうだから退席を宣言させてもらう」

　ははは……と、苦笑いを浮かべてそう言った剣吾を見み遣やった五十嵐は、一度は開いていた眉間に再び縦皺を刻んだ。

「どういう意味だ？」

　ボソッと低く口にした兄を、剣吾は啞あ然ぜんとした顔で見返す。

　助けを求めるようにこちらに視線を移してきても、同じく戸惑っている颯太は無言で首を横に振ることしかできない。

「おまえも、か。つーかお兄様……鈍どん感かんもそこまで行けば、罪だろ。あんな剣けん幕まくで俺を怒って、睨にらみつけておいてさぁ。身の危険がナントカって理由をつけてたけど、本当に腹が立ったのは、俺が颯太に触さわろうとしたせいじゃないの？」

　剣吾の言葉を黙だまって聞いていた颯太は、じわっと目を見開いた。

　え……？　まさか、常に冷静で大人の五十嵐がそんなこと……。

「それっ」

　颯太は、あり得ないだろうと否定しようとしたけれど、肩に置かれたままだった五十嵐の手にグッと力が増した。

　言葉を切って五十嵐の顔を見ると、苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような……という形容がピッタリの表情で、小さく嘆たん息そくした。

「剣吾に諭さとされるなんて、な」

　まるで、認めたような言葉だ。

　おろおろと視線を泳がせる颯太に、目の合った剣吾がイタズラを成功させた子供のように笑いかけてきた。

「恋れん愛あいケーケンは、俺のほうが上だろ。だってさ、割り切った大人のカンケーじゃなくて……恋愛だったって言いきれるつき合い、どれくらいある？　サヨナラしようとする相手を引きとめたくて、必死で追ったことは？」

「…………」

　剣吾の質問に、五十嵐はますます難しい顔で黙り込んでしまった。

　すると剣吾は、これまで以上に楽しそうな顔になる。

「今回は、たまたまかもしれないし……兄貴が面倒なら、俺が颯太を引き受けるけど。本人には言ったけど、颯太のこと好みなんだよね」

「ダメだ。許さない。鳴神に関することは、すべて俺の役目だ」

　キッパリと即そく答とうした五十嵐に、颯太の心臓がドクンと大きく脈打った。

　苦しいくらい鼓こ動どうを速めている。

　いつから、こんなにドキドキしていたのだろう。自分のことなのによくわからないほど、五十嵐の様子を窺うかがうのに懸けん命めいだった。ただひたすら五十嵐のことを見み詰つめていたのだと、痛感させられる。

　剣吾は、ガリガリと自分の頭を搔かいて苦笑を深めた。

「……見事な独どく占せん欲よくを見せつけてくれて、ありがと。こっちが照れるなぁ。いい歳とししたオトナなんだから、まだよくわかってない顔をしてるお子様な颯太をカッコよく受け止めろって。というわけで、俺は退散するから続きはお二人でどうぞ」

　そう言い残して、大おお股またで厨ちゆう房ぼうを出ていく。

　カウンターの向こう側に一歩踏ふみ出したところで、なにかを思い出したように動きを止めてこちらを振り返った。

「あ、もし明日颯太が出勤しなかったら、加藤さんには俺から上手うまく言い訳しておいてあげるよん。颯太、次こそは俺にも夜食を食わせろよ」

　なにも言えない五十嵐と颯太に大きく手を振り、今度こそ背中を向ける。扉とびらの開閉する音が聞こえた後は、シン……と沈ちん黙もくが漂ただよった。

　途と端たんに、肩かたに置かれたままの五十嵐の手が気になって堪たまらなくなる。今いま更さらだと思うのに、一度意識してしまったら落ち着かない。

　もぞもぞと身体からだを動かして、五十嵐を見上げた。

「あの、……そ、そうだ。夜食、準備しなきゃ」

　五十嵐の手から逃のがれることのできる言い訳を見つけて、そう言いながら足を引こうとした。離はなれかけたところで、逆に身体を引き寄せられてしまう。

「ッ、オーナー……？」

　肩を強こわ張ばらせていることは五十嵐にも伝わっているはずなのに、背中を抱だく手は緩ゆるめてくれない。

　両りよう腕うでの中に抱き込まれたまま、身を硬かたくして五十嵐の声に耳を傾かたむける。

「夜食は結構。九時前に接待を兼かねた会食があったんだ。……これまでも、夜食の必要などなかった日もあったが、無理に仕事を切り上げてでもここに寄っていた」

　助けてくださいと、颯太が悲痛な訴うつたえをしたから、無理をさせてしまったのではないだろうか。

「お、おれのアースをしてくれるために？　ごめ……」

「違う」

　ごめんなさいと謝ろうとした颯太を、五十嵐が低く遮さえぎった。

　ゆっくりと背中を撫でて、そうではないのだと続ける。

「そういうことにしていたが、……俺が鳴神に逢あいたかった。触ふれたかったんだ。剣吾にまで、独占欲を見み透すかされて……くそ、みっともないな」

「う……そだ」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた颯太の背中から、ふっと五十嵐の手が離れていく。その手で頭を摑つかまれて、仰あお向むけさせられた。

　端たん整せいな顔が、間近にある。真っ直すぐに視線を絡ませたまま、淡たん々たんと窘たしなめられた。

「どうして、噓うそだと？　今、おまえに噓をつく理由などないだろう。そんなに俺の言葉が信じられないか？」

　自分を「俺」と口にする五十嵐は、いつもの冷静沈ちん着ちやくな彼ではない。口調からも、余よ裕ゆうなどないのだと察せられて真しん剣けんさが伝わってくる。

　自分が、五十嵐をそんなふうに変えているのだと思えば、動どう悸きが更さらに忙せわしいものになっていく。

「オーナーが噓をつかないことなんて、わかってますけどっ。でも、おれに都合がよすぎて……現実感がない。おれ、夢でも見てるんじゃないか……って自分が信じられない。実は、寝ねてるんじゃないかとか……」

　自分がなにを口走っているのか、途と中ちゆうからわからなくなってきた。

　颯太は支し離り滅めつ裂れつなことばかり言っているはずなのに、五十嵐は不快感を示すことなく……小さく笑った。

「俺のせいで落ち着きがない姿は、可愛かわいいものなんだな」

「か……っ」

　可愛い、と言った。五十嵐が、落ち着きのない姿が可愛い……なんて。

　颯太の頭を両手で挟はさみ込んだまま見下ろしていた五十嵐の指に、そっと力が籠こもる。視界に影かげが落ちて、ギュッと瞼まぶたを閉じた。

　数秒後、唇くちびるにやんわりとしたぬくもりが触れてくる。

「ッ……」

　静電気の衝しよう撃げきもなく、ただひたすら優やさしくてあたたかくて……胸の奥が、言葉では形容し難がたいぬくもりで満たされる。

　口づけを解いた五十嵐は、そっと颯太を抱だき寄せて大きく肩を上下させた。

「ここだと落ち着かないな。深夜に、未成年を引き留めるのはよくないとわかっているが……責任を持って送り届けるから、私のマンションに移動しないか」

「送らなくて……いいです。おれ、もう高校生じゃないですし、連れん絡らくさえしたら外がい泊はくも怒おこられないから」

　今は、離れ難い。五十嵐と一いつ緒しよにいたい。これだけでは、足りない。もっともっと、くっついていたい。

　そんな想おもいに突つき動かされて、五十嵐の背中にギュッと抱きついた。

　数十秒、迷うような間があり……引き離されてしまうかと怖こわくなったところで、同じくらい強い力で抱き返される。

　ホッとした颯太は、瞼を閉じて五十嵐の腕うでに身を預けた。







《八》







　五十嵐の自宅だという高層マンションは、『ティンカーベル』から徒歩五分ほどの近きん距きよ離りにあった。

　オフィスがあるというビルの場所はわからないけれど、駅まで行く場合でもカフェは通り道に位置する。

　カフェから、ちょうど今いるあたり……高層階の部分が見えていた。颯太は、あんな高そうなところ、どんな人が住んでいるのだろう……と目にするたびに考えていたけれど、こういう人が住んでいるのだと知ることとなった。

「なにか飲むか。未成年に酒はダメだから、水……くらいしかないな。下のコンビニに寄ればよかったか」

　部屋の電気を灯ともしながらそんなふうに気を遣つかってくれる五十嵐に、リビングの戸口で足を止めた颯太はぎこちなく首を横に振ふった。

「いえ、なにもいりません。水でも、喉のど……通らないと思うので」

　喉の奥になにかが詰つまっているみたいで、水も飲み込めそうにないのだ。ここまでの道中で少し我に返ってしまったせいか、今の颯太は全身に緊きん張ちようを張り巡めぐらせている。

「どうしてそんなところに立っている？　好きなところに座ればいい」

「……はい。お邪じや魔まします」

　ゆっくりと五十嵐の傍そばに歩み寄ると、ソファの端はしに腰こしかけた。

　六畳じよう半はんの自室に慣れている颯太には、倍以上の広さがありそうなリビングが落ち着かない。それも、家具類が今座っているローソファにシンプルなガラストップテーブル、大型テレビやエアコンといった最低限のものしか目につかないせいか、ますますだだっ広く感じる。

　寝しん室しつは別だろうし、奥にはキッチンカウンターらしきものがあるので、ゆったりとした１ＬＤＫの間取りだろうか。

　颯太なら、一人でこれだけの空間を使えと言われたら絶対に持て余す。

　狭せまい場所に慣れているので、リビングの隅すみに膝ひざを抱かかえてちょこんと座ったまま、途と方ほうに暮れそうだ。

「広いですね」

　ポツリとつぶやいた颯太の言葉に、右側に腰を下ろしてきた五十嵐はかすかに頰ほおを緩ゆるませて答えた。

「確かに、無む駄だなくらい広いな。あまり自宅にいないから、本当はベッドを置くスペースさえあれば充じゆう分ぶんだが、それなりのところに住めと、周りが口うるさいから仕方がない。見み栄えではなく、相応な生活をしているのだと示すことも必要だとか……俺自身は、どうでもいいんだが」

　なんだかすごく五十嵐らしい言い分だなと、クスリと笑う。そうして笑ったおかげで、少しだけ肩の力が抜ぬけた。

「オーナー、おれ……ホントに迷めい惑わくじゃないですか？　ボランティアで、同情してアースしてくれてるんじゃ」

　ソファの上で膝を抱えて、ポツポツと懸け念ねんを零こぼす。

　言葉が終わるかどうかというタイミングで、ギュッと耳を引っ張られて「痛っ」と顔を歪ゆがめた。

　なにごとかと、隣となりの五十嵐を見上げる。

「この耳は……さっきの俺の言葉を、聞いていなかったのか？　それとも、この頭は早々に忘れたか？　何度も言いたくないからな」

　耳を引っ張りながらそう言うと、コツンと頭に拳こぶしを打ちつけてくる。

　暗に、バカなのかと目を細められて、しおしおと顔を伏せた。

「だって、おれなんてオーナーから見たらガキだろうし、迷惑ばかりかけてるのに……」

「確かに年ねん齢れい的には一回りも下だが、それがどうした。子供だと思っている相手やどうでもいい人間に欲よく情じようするほど、欲よつ求きゆう不満ではないつもりだ。第一、迷惑だと思いながら同情心で時間を割さくほど善人でもない」

　大おお真面目まじめに返されて、言葉に詰まる。

　こんな時でも、五十嵐は潔いさぎよい。

　適当に誤ご魔ま化かそうとしたり変に逃にげようとはしない誠実さが、逃げることばかり考える颯太の胸に突き刺ささる。

「おれがオーナーにドキドキするの、気の迷いだ、って言った。接せつ触しよくのせいで、錯さつ覚かくだろう……とか」

　しつこく根に持っていると思われるかもしれないけれど、あのショックは忘れられない。

　恨うらみ言を零こぼす颯太の頭を、五十嵐の左ひだり腕うでがグッと抱き寄せた。

「すまない。そう……自分に言い聞かせていたんだ。愚おろかにも常識の枠わくを壊こわせなかった俺は、鳴神に惹ひかれていることを認められなかった。なにが一番大切なのか……危あやうく見失いそうになっていた」

「過去形？」

　語る言葉がすべて過去形だと気がついて、そっと尋たずねる。

　颯太の頭を抱だき込んだまま、五十嵐が「ああ」と低く答えた。

「少しばかり癪しやくだが、剣吾のおかげで目が覚めた。おまえに触ふれていいのは、俺だけだ。そうだろう？」

「……オーナー以外に、触さわってほしいなんて思ったことないよ。風神がオーナーで、よかったって思う」

「ああ……それに関しては、俺も感謝している。もし、俺がアースできなくておまえに触れられないなら……どうしたかなんて、考えられないな」

　ポン、と軽く頭を叩たたかれて小さくうなずいた。

　もしも、五十嵐が風神家系の人ではなく、触れたらバチバチ静電気が弾はじけるのなら……こんなふうに密着するのは困難だったに違ちがいない。

　万が一、この先五十嵐とのあいだでも静電気が起きて、触れられなくなったら……？

「ふ……っ」

　自分の思考に、つい笑いながら肩かたを震ふるわせる。

　無言で考えていた颯太が、なぜ笑っているのかわけがわからないだろう五十嵐は、怪け訝げんそうに尋ねてきた。

「なにを笑っている？」

「だって、おれ……もし、オーナーとの接触でバチバチしたら、どうやって触ろうか必死で考えてた。ゴム手て袋ぶくろとか、長なが靴ぐつとか、静電気防止グッズを全身に着けて？　って、すごい見た目だろうなぁ……とか。そんなふうにしてでも、どうしてもオーナーとくっつきたいんだって思ったら、おかしくて」

　静電気が怖いから接触を避さけるのではなく、どうしてでも触れ合いたいとばかり考えていたのだ。

　肩を揺ゆらして笑い続ける颯太を、五十嵐は両りよう腕うでで抱き寄せた。

「安心しろ。俺がどうにかする。握あく手しゆでもダメなら、抱き締しめて……キスでも抑おさえられなかったら」

「……たら？」

　いつも明めい瞭りような発言の五十嵐にしては珍めずらしく、言こと葉ば尻じりを濁にごす。

　言わんとしたことがわかっているから、颯太はわざわざ続けるよう促うながしたのに、五十嵐は吐と息いきをついて颯太を抱いていた腕の力を抜いた。

「心配するな。今は大だい丈じよう夫ぶみたいだから」

　突き離はなされそうな予感に、大きく頭を振って自ら手を伸のばした。

　ギュッと五十嵐の左腕を抱き込み、懸けん命めいに訴うつたえる。

「心配なんか、してない。おれ、確かにオーナーよりガキだけど……男だから、好きな人に触りたいって欲よく望ぼうはあるよ。触りたいし、触ってほしいんだ」

「だが、俺は」

「オーナーがしないなら、おれがする。ほら……感情が昂たかぶったから、髪かみがふわふわしてきた。今、オーナーに突つき離されたら、火花を撒まき散らしながら街の中を歩くことになるんだからな。夜だから目立つだろうし、きっと警察に通報されて不ふ審しん者として捕つかまって……っ」

　思いつくまましゃべっていると、五十嵐の手がぐしゃぐしゃと髪を撫なで回してきた。

　帯電の予感が漂ただよっていた髪だけでなく、皮ひ膚ふのざわつく感じもスッと落ち着く。

「落ち着け。……すごい脅おどし文句だな」

「ごめんなさい。こんな、発情されて……引いたよね」

　勢い任せに迫せまられた挙げ句、馬鹿げた脅し文句まで聞かされたのだから、呆あきれてしまったかもしれない。

　恥はずかしくて、五十嵐の顔を見られない。

　唇くちびるを嚙かんでうつむいていると、ツンと髪を引っ張られた。それでも顔を上げずにいたら、今度は両手で頭を摑つかまれて上を向かされる。

「俺の願望を見み透すかして、罪悪感がなくなるように気を回したんじゃないよな？」

「そ……んな器用なコト、おれができると思う？」

　怒おこっているわけでも、呆れている雰ふん囲い気きでもない。

　恐おそる恐る五十嵐と目を合わせると、ほんの少し目を細めて「いいや」と否定した。

「できそうにないな。おまえはどんな時も素す直なおで、計算のできない人間だ。そこが好ましくて……堪たまらなく可愛かわいい。おまえといれば、ホッとするんだ」

「おれっ、おれも……オーナーといるの、好きだ。こんなおれでいいなら、単純バカでよかったって思うよ」

「……そうだな」

　五十嵐は、颯太の言葉に何故なぜか苦く笑しようを浮うかべたけれど、その表情が見み惚とれるほど優やさしかったから口を噤つぐむ。

　端たん整せいな顔が近づいてくるのがわかり、震える瞼まぶたをゆっくりと伏ふせた。










　寝しん室しつに場所を移し、仄ほのかな間接照明の中で着ているものを脱ぬがされる。颯太の服を床ゆかに落とすと、五十嵐はネクタイを抜いてシャツのボタンを上から三つ……四つと外し、所在なくベッドの上で膝ひざを抱かかえる颯太に手を伸ばしてきた。

「ぁ……」

　静電気が起きないかと心配しているのか、五十嵐はそっと素す肌はだに触れてくる。

　手のぬくもりを感じて肌がざわつくのは、静電気の予兆ではない。ただひたすら、五十嵐の手を意識してのことだ。

「大丈夫そうだな」

「ん……変に感情的にならなかったら、暴発するみたいにバチバチしないみたいだ」

　颯太がうなずくと、五十嵐の手が大だい胆たんになった。指先だけでなく、手のひら全体を胸むな元もとに押し当ててくる。

「こんなふうに触れていて、落ち着いていられるのは……少しばかり複雑か」

「落ち着いてるわけじゃないよっ。ドキドキするのと、オーナーの制電威い力りよくとがせめぎ合ってるみたいだ」

　ドキドキしないわけがない。

　颯太が主張すると、胸元にあった五十嵐の手が離れていった。

　なにか変なコトを言ってしまっただろうかと心配になり、そろりと五十嵐を見上げる。

「以前から思っていたんだが」

「はい？」

　改まった様子で、なんだろう。

　首を傾かしげた颯太に、五十嵐はゆるく眉まゆを寄せて口を開いた。

「鳴神は、こんな時でも『オーナー』なんだな。剣吾は、知り合ってさほど経たっていないにも拘かかわらず、親しげに名前で呼ぶのに。剣吾だけじゃなく加藤も、おまえを颯太と呼んでいたな。……まさか、俺の名前を知らないのか？」

　予想もしていなかった言葉の数々に、無言で目を見開いた。

　剣吾と名前で呼び合っていることを、気にしていたのか？

　この人が、そんなふうに普ふ通つうの人みたいに拗すねているなんて……とんでもなく可愛いのでは。

　これまでにない感情が湧わいてきて、唇が緩ゆるむのを止められない。

「知ってるよ。……鷹人さん。そっちこそ、おれのこと、遠えん慮りよなく颯太って呼んでくれればいいのに」

　五十嵐のことを名前で呼ぶ人は、周りにいない。でも、間ま違ちがっていないはずだ。自室で、何度もプロフィールを見たのだから。

　颯太が迷いなく名前を口にしたせいか、五十嵐は眉み間けんの皺しわを解いて頰ほおに触れてきた。

「……颯太。もっと触っても、いいか？」

「触ってほしい、って言ったはずだ。聞かなくていい。おれ……よくわかんないから、全部、鷹人さんがしてよ。逃にげそうになっても、嫌いやなんじゃなくて恥ずかしいだけだから」

　拒きよ絶ぜつしていると誤解されないように、予防線を張っておく。

　颯太の言葉にうなずいた五十嵐は、もうなにも言わずに手のひらを素肌に滑すべらせてきた。

　胸元、脇わき腹ばらを通って……腹から、腰こし。腿ももの内側にスルリと割り込まれると、ビクッと大きく肩かたを震ふるわせてしまった。

「ッ、ん……くすぐ、った……い」

　一番近い感覚を口に出したけれど、本当にそれで正解なのかどうかわからない。

　戸と惑まどうばかりの颯太にも、五十嵐は手の動きを止めなかった。

「あ、ッ……ぁ、っ」

　大きな手が腿の奥に差し込まれた瞬しゆん間かん、奥歯を嚙み締めて身体からだを強こわ張ばらせる。

　ほんの少し身体に触ふれられただけなのに、そこに熱が集まり……反応していることを、知られてしまった。

　恥ずかしさで、全身が燃えるように熱い。

　颯太がビクビクしていることは、伝わっているはずだ。けれど、五十嵐は無言で屹きつ立りつに指を絡からみつかせてきた。

「っあ、オーナー……」

「呼び方が違ちがうんじゃないか？」　>>>♥

　ようやく口を開いたかと思えば、呼び方が違うことを咎とがめられる。颯太は上うわ擦ずった声で、「鷹人さん」と言い直した。

「なんだ？」

「お、おれ……なんか、呆あつ気けなく変になりそうだから。あんまり、触さわんないで」

「そんなふうに言われて、手を引く男はいないだろう。逆効果だ」

　キッパリと颯太の頼たのみを蹴けり、ますます熱っぽく指を絡ませてくる。

　拙つたないばかりの自分の手しか知らなかった颯太は、どんどん上じよう昇しようする熱を抑おさえる術すべが見つけられなくて……。

「ゃ、だ……め、だって。あ、ぁ……っ」

　呆気なく五十嵐の指を汚よごしてしまい、呆ぼう然ぜんとシーツを見下ろした。

　五十嵐は放心状態の颯太の肩を抱だいて、ゆっくりとベッドに身体を横たえさせる。力の入らない脚あしを左右に割られ、濡ぬれた指をその奥に潜もぐり込ませてくる。

「ッ、あ」

　ビクンと脚を跳はね上げさせると、こちらを見下ろしてくる五十嵐と視線が絡んだ。

　熱っぽい目が、ジッと颯太を見ている。

　いつも冷静な五十嵐が、そうして熱情の滲にじむ潤うるんだ眼まな差ざしを自分に向けていると実感しただけで、未知のものに対するわずかな怖こわさが別のものへと変わった。

　もっと、知りたい。五十嵐から、冷静さを無くしてしまいたい。なにもかも、全部露あらわにして……自分にぶつけてほしい。

　そんな欲よく望ぼうに突つき動かされるまま、両手を伸のばして背中を引き寄せた。

「知りたい。鷹人さんのこと、全部。おれ……が、欲しがってるんだ」

　少しでも五十嵐に理性が残っているのなら、それを振ふり払はらってしまおうと後押しをする。

　うまく誘ゆう惑わくする術など知らないけれど、耳じ朶だを甘嚙がみしながら膝を立てて五十嵐の脚に擦こすり付けた。

「ッ」

　五十嵐が息を詰つめ、背筋の強張りを手のひらで感じる。密着した身体がこれまで以上に熱を帯び、拙い颯太の仕草が間違いではなかったと教えてくれる。

「バカ、颯太。そんなふうにして……俺が無む茶ちやをしたらどうする」

　低く抑えた声に、まだそんなことを考える余よ裕ゆうが残っているのかと眉を顰ひそめた。

　腿の辺りには、五十嵐の熱を感じるのに……。

「どうなってもいい、って言ったのに。も……なんか、頭の中グチャグチャで、わかんない。バチバチしたら、ごめんなさい」

「望むところだな」

　ふっと息をつく気配に続いて、膝を押し上げるようにして身体を開かされる。見上げた五十嵐は、どこかの痛みを堪こらえているような表情で唇くちびるを震わせた。

「……悪い。余裕がない、な。もっと、優しくしたいのに……」

「余裕、ないほうが……嬉うれしいよ。ホントに、どうなってもいいんだ。鷹人さんが好き……だ、から。ぁ……あっっ」

　押しつけられた熱ねつ塊かいが、じわりと身体の内側を侵しん略りやくしてくる。

　颯太は、もうなにも言葉にできなくなり、ビクッと喉のどを反らして五十嵐の背中を抱く手に力を込めた。

　その途と端たん、指先にビリッと痺しびれが走る。

「……ッ！」

「ぁ、あ……ごめ、なさ……っ」

　感情の昂たかぶりのせいで五十嵐でもアースしきれないくらいの放電を起こしてしまったかと、広い背を抱いていた手を浮うかしかける。

　焦あせる颯太を、五十嵐は食い入るような目で見み詰つめてきた。

「離はなすな。……嫌、なんじゃ……ないのか？　耐たえられないくらいキツいなら」

「違ちがうっ。やめたら、嫌……だ」

　拒絶ではないとわかってほしくて、五十嵐の背を抱く手に力を込める。

　全身が、ビリビリと電気を纏まとっているみたいだ。

　苦しいのに、逃げたいとは思わない。もっと、深く……五十嵐と密着したい。

　きっと、五十嵐にも静電気の刺し激げきは伝わっているのに……颯太から離れようとする気配はなかった。

「泣かせた、な。すまない」

「い……いっ、て。嫌、じゃな……から。鷹人さん、とくっつくの……気持ちい、いよ」

　ゼイゼイと忙せわしない呼気を繰くり返しながら、だから離れないでほしいと訴うつたえる。

　颯太を見詰めていた五十嵐は、微笑しているような……泣きたいのを堪えているような、初めて目にする複雑な表情でボソッとつぶやく。

「こんな時は、噓うそつきなんだな。颯太」

「ン……！」

　噓じゃない、という反論は口づけに封ふうじられてしまい、熱い背中を拳こぶしで叩たたくことでなんとか抗こう議ぎした。

　いつも冷静沈ちん着ちやくな人が、こうして自分を抱だき締しめることで身体の熱を上げている。

　まるで、颯太を上回る熱で帯電を抑え込もうとするかのように、伸のし掛かかり……全身で五十嵐を感じる。

「ぁ、ッん……んっ」

「颯太」

　熱を込めた、低く掠かすれた声で名前を呼ばれる。それが、こんなに息苦しいほど嬉しいなんて……知らなかった。

「鷹人、さ……熱、い。も……なんか、おれ……っ」

　ギリギリまで帯電したものが、一気に放出されてしまうのではないかという恐きよう怖ふに似た焦りが込み上げてきて、五十嵐の背中を余裕なく引っ搔かく。

　五十嵐は颯太の唇にキスを落とし、ほんのりとした笑えみを滲ませた。　>>>♥

「どうなってもいい。全部、俺が……鎮しずめてやる」

「ぅ、ん。あ……ぁ！」

　大きく身体を揺ゆすり上げられて、ギリギリのところで摑つかんでいた理性の手た綱づなを手放した。

　熱い……熱くて、身体の中から焼き尽つくされる。閉じた瞼まぶたの裏側で、パチパチと青白い火花が飛んでいるみたいだった。

　この火花は、どこかで……見た。

　初めて五十嵐と視線を絡ませた瞬間、錯さつ覚かくだと感じたものに似ている……と頭を過よぎった直後、ストンと意識が闇やみに落ちた。










　朝、だ。

　目を閉じているのに眩まぶしくて、ベッドに横たわったまま朝あさ陽ひを浴びていることを知る。

「起きたか、颯太」

「あ……、っ」

　低い声に名前を呼ばれ、ビクッと身体からだを震ふるわせて瞼を押し開いた。

　こちらを覗のぞき込んでいるのは、五十嵐の端たん整せいな顔。朝なのに、至近距きよ離りで目にしても髭ひげ一本見当たらない。

　シャツに、ネクタイ……身み嗜だしなみまで整えている五十嵐とは対照的に、颯太は五十嵐に借りたパジャマのままベッドに転がっている。

　慌あわてて身体を起こそうとしたけれど、肩かたを押さえて動きを制された。

「起きなくていい。寝ねてろ。俺は、一度出社しないといけないから……置いていって悪いが、休んでいなさい。枕まくら元もとに、水と……コンビニのものだが軽食を用意している。昼には戻もどってくる予定だ」

「い……よ。おれも、一いつ緒しよに出る」

「ダメだ。気にせず、寝ていてくれ」

　そっと髪かみを撫なでられて、気持ちよさに目を閉じる。

　起きなくちゃ……と頭では思っていても、身体が重くて動かない。

　完全に覚かく醒せいできていなかったらしく、五十嵐の手で髪を撫でられているうちにトロリとした眠ねむ気けが襲おそってきた。

　微睡まどろみの中で聞く、五十嵐の低い声が心地ここちいい。

「午後は……颯太の実家のベーカリーに行くか。カフェにパンを卸おろしてもらうことが決まった時に電話では話したが、秘書を行かせるのではなく一度は対面できちんと話さなければならないと思っていたんだ。いい機会だから、颯太を外がい泊はくさせた謝罪を兼かねて挨あい拶さつをしておこう」

「ん……」

　半分以上、眠ねむりに足を突っ込んでいる颯太は喉の奥で小さく答える。

　五十嵐は……なんて言った？　自分の名前を、幾いく度どか呼んで……。

「時間だ。行ってくる。お休み、颯太」

「ぁ……」

　聞き返したいのに、声が出ない。

　触ふれていた五十嵐の手が離れてしまい、衣きぬ擦ずれが遠ざかり……扉とびらの開閉音が耳に届く。

　一人きりになってしまった、と淋さびしさにほんの少し意識が浮ふ上じようした瞬しゆん間かん、夢うつつで聞いていた五十嵐の言葉が頭に浮かんだ。

「えっ？　挨拶……？」

　目を開くと、五十嵐が置いていってくれた水のペットボトルが視界に映る。

　外泊させた謝罪とも言っていたような気がする。どんな挨拶だ？

　いくらなんでも、こんなカンケイになりました……とは言わないはずだけれど、五十嵐の行動は颯太には読めない。

　兄は、『風神さんに抱かれろ』などと言っていても、現実になるなどと想像もしていないだろう。

　現代で、しかも同性で……過去の先祖のように、婚こん姻いん関係と同じ意味の結びつきができてしまったなんて、説明のしようがない。

　恐おそろしく面めん倒どうなことになりそうだ。

「う……おれは黙だまっていよう」

　五十嵐なら、きっとそれなりに場を収めてくれるはず。

　そうやってすべてを五十嵐に任せることに決めると、『面倒』を完全に放ほう棄きする。

　大きく息をついた颯太は、目を閉じてベッドに手足を投げ出した。

　五十嵐の匂においと気配の余よ韻いんが漂ただよう空間はどこよりも落ち着く場所で、朝の光の中で漂う微睡みは極ごく上じようのものだった。
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　待ち合わせ時間は、正午ちょうど。

　自宅マンションの駐ちゆう車しや場に停とめてある自家用車の脇わきに立っている五十嵐いがらしは、腕うで時計にチラリと視線を落とす。

「十分前か」

　時刻を確かく認にんして視線を上げたところで、一人の少年がふわふわと髪かみを揺ゆらしながら息を切らせて駆かけてきた。

　鳴なる神かみ颯そう太たは、五十嵐が経営するカフェの一つ、『ティンカーベル』のアルバイトスタッフだ。高校を出たばかりの十八歳だったはずだが、その割りにいささか言動に落ち着きがない。

　いつもの自分なら、まず間ま違ちがいなく好んで傍そばに置くことのないタイプだ。

　それが、例外の中でも『特別』な例外と言える関係になった今では……眉まゆを顰ひそめるはずの子供っぽさでさえ「屈くつ託たくなくて可愛かわいい」に変へん換かんされるのだから、恋こいというものは厄やつ介かいな感情だと思う。

「お、おはようございます……っ、はぁ……」

　足を止めた颯太は苦しそうに挨あい拶さつを口にしたきり、膝ひざに手を突いて背中を屈かがめ、ゼイゼイと肩かたを上下させている。

　どこから走ってきた？　と不思議になって、あちこちに撥はねている髪を見下ろした。

「……どうして、そんなに息を切らせている？」

「『ティンカーベル』の前、急いで通り過ぎて……その勢いのままで来た、から」

　顔を上げることなく返してきた言葉は、疑問の答えになっていないものだった。

　待ち合わせの時刻にはまだ余よ裕ゆうがあるのだから、急ぐ必要などなさそうなのに？

「急ぐ？　何故なぜ？」

「スタッフの誰だれかと顔を合わせて、呼び止められたら困ると思ったから。おれ、バカ正直にオーナーに逢あうって口を滑すべらせそうだし。そしたら、休みの日になんでオーナーと？　って、変に思われないように。……聞かれても、うまく誤ご魔ま化かせない」

　彼自身の頭の中でも、きちんと整理できていないまま発言しているに違ちがいない。どうにも纏まとまりのない言葉だ。

　五十嵐は眉を顰めて少し考えていたけれど、なんとか言わんとしているところを察してうなずいた。

「別にコソコソする必要はないだろう。鳴神と私が連れ立って出かけるのは、日常的な光景ではないにしてもそんなに不自然か？　業界で話題になっている、新店カフェの視察だと言えばいい。メニューを参考にするためなら、おまえが一いつ緒しよでもさほどおかしくない。それだと目的の半分しか言っていないが、噓うそは一つもないと思うが」

　実際に、これから自分たちが出かける目的地は最近話題のカフェなのだ。

　完全プライベートの、俗ぞくにいうデートなのだとバカ正直にきちんと話す必要などない。

「……あ」

　勢いよく顔を上げ、短くつぶやいたきり絶句した颯太の顔面には、大きく『思いつきもしなかった』と書かれているみたいだった。

　オーナーである五十嵐の伴ともなう相手が、一いつ介かいのアルバイトスタッフでしかない颯太だということは少し不自然かもしれないけれど……。

「どうして、私と鳴神の二人で？　と聞かれたら、『自家製で出しているらしいパンや焼き菓が子しを参考にしたい』とでも言っておけば、それ以上追つい及きゆうしてくることはないだろう」

　スタッフたちは、颯太が厨ちゆう房ぼうでパンや焼き菓子の製造をしていることを知っている。その説明を不ふ審しんに思うことなく、納なつ得とくするはずだ。

　理路整然と語った五十嵐に、颯太はガックリと肩を落とした。

「おれ、やっぱりバカ……ですね」

　常々、バカ正直だと言われている彼は……言葉を選べば、『素す直なお』なのだ。考えていることがそのまま顔に出るせいで、噓をつけない。

　落ち込む彼には悪いが、消しよう沈ちんしている颯太を見ていると、クスリと笑えみが零こぼれるのを止められなかった。

「それが、おまえのいいところでもある。息が落ち着いたなら、行くか」

　裏表のない真っ直すぐなところが、彼の最大の長所だと思う。そういう意味でも、これまで自分の周りにはいなかった気質の人間だ。

　意外そうにこちらを見る颯太の目になんとなく気き恥はずかしくなり、コホンと空から咳せきで緩ゆるんだ唇くちびるを誤魔化して車を指した。

「乗れ」

　五十嵐の言葉に、颯太が、恐おそる恐る……といった風ふ情ぜいで後部座席を覗のぞき込んでいることがわかったので、短く続ける。

「助手席だからな」

　五十嵐が先回りをして牽けん制せいをしたせいか、颯太は、

「おれ、口に出してました？」

　と、少し驚おどろいた表情になった。

　ダメだ。この単純さが、やはり可愛い。頰ほおが緩みそうになるのをなんとか堪こらえて、颯太を見下ろす。

「口に出ていないが、顔には出ていた。俺に運転させて後部座席に座るのは、遠えん慮りよではなく重役扱あつかいしろってことだぞ」

「あ！……ごめんなさい」

　言われて初めて気がついたという顔をした颯太は、「じゃあ、おじゃまします」と口にして、おずおずと助手席のドアを開けた。

　運転席に回りながら、今度は堪えられずに唇の端はしを吊つり上げてしまう。

　颯太と一緒にいると、みっともなく表情を緩ませてしまうのを御ぎよしきれない。

　こんなふうに、誰かにポーカーフェイスを崩くずされることなどこれまでなかったので、幾いく度どとなく戸と惑まどってしまう。

　辛かろうじて取り繕つくろえているだろうから、そのことを颯太自身には知られていないはずなのが、せめてもの救いか。










　車を走らせてすぐの頃ころから、チラチラとこちらを窺うかがう颯太の視線は感じていた。しばらく気づかないふりをしていたのだが、あまりにも頻ひん繁ぱんなのでとうとう黙だまっていられなくなってしまった。

「さっきから見ているが、なんだ？」

　赤信号で停車したのを機に、左側に顔を向ける。視線が合った颯太は、慌あわてたように顔を伏ふせた。

「ジロジロ見てごめんなさい。スーツじゃないオーナーが、なんだか新しん鮮せんで……つい」

　気になって堪たまらないという空気を纏ってこちらを見ていた理由は、それか。

　確かに、彼の前ではスーツを身に着けていることが多い。もしくは、服を着ていない……か。我ながら極きよく端たんだなと、苦く笑しようを滲にじませた。

「特に変へん哲てつのないシャツとパンツだろう。それとも、どこかおかしいか？　ショップ店員に、サイズの合うものを適当に見み繕つくろうよう任せたものばかりだが」

「違います。オーナーはなにを着ても似合いますっ。そうじゃなくて、格好いいな……って改めて思っただけ、です」

　臆おく面めんもなくそんなふうに憧しよう憬けいの眼まな差ざしを向けられると、どうにもこそばゆい。

　颯太に、こちらを気分良くさせようという意図や計算があるわけではないとわかっているので、尚なお更さらだ。

　そう考えれば颯太は、初めから他ほかの人間とは異なる目で自分を見ていた。

　異性からの、露ろ骨こつな興味や下心を含ふくんだ秋波とも違う。よくある同年代の同性からの羨せん望ぼうや嫉しつ妬と、ゴマすり……そういったネガティブなものも、一いつ切さい腹の底に潜ひそませていなかった。

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんと、事情を知った今では『助けを求めるＳＯＳ』だとわかる、遠慮がちでありながら縋すがるような不思議な眼差しだった。

　アルバイトが続かないのは、おまえに原因があるのだろう……。

　と、そう決めつけた、初対面での自分の態度は決していいものではなかったはずだ。でも、颯太はひたむきに与あたえられた仕事をこなし、当初の予想をはるかに上回るその勤勉さに認にん識しきを改め、いつの間にか目を離はなせなくなったのだ。

　アルバイトが続かなかった理由、そしてさり気なく手に触ふれようとしたり接せつ触しよくを図はかろうとしたりするわけ。

　自分たちの家系にまつわる因いん縁ねんともいえる事情を知り、いろいろと合が点てんがいった。

　颯太の平へい穏おんな日常のために自分がいなければ、という義務感に近いものや庇ひ護ご欲よくだけで説明がつかない、独どく占せん欲よくを自覚した最大のきっかけを思えば……我ながら随ずい分ぶんと鈍にぶかったとため息しか出ない。

　弟の、お膳ぜん立だてに近い立ち回りによって自覚させられた挙げ句、鈍どん感かん呼ばわりをされるのは愉ゆ快かいなものではなかったが……それも仕方がない不ふ甲斐がいなさだったと、認めよう。

　言い訳をさせてもらえば、これまで、色いろ恋こい沙ざ汰たに理性を乱されたことなど一度もなかったのだから仕方がないだろう。

「オーナー、そのオーガニックカフェって、こんなに郊こう外がい……っていうか、山の中なんですね」

　都心を抜ぬけて高速道路を走り、自然豊かな山道に差しかかったところで、車窓を眺ながめていた颯太が口を開いた。

「ああ……自家農園を持っていて、そこで収しゆう穫かくした野菜などを使っているらしいからな。で、一つ質問だ。先ほどから何故なぜ『オーナー』なんだ？　俺はプライベートのつもりだが、おまえの中では、これは休日出勤か？」

「あ、慣れないからつい。……鷹たか人とさん」

　照れたように名前を呼び直した颯太に、またしても微び笑しようを滲ませてしまう。こんな些さ細さいなことで胸の奥がじわりと熱くなるなど、まるで子供の初はつ恋こいだ。

「もう少しで着くはずだ」

　照れ隠かくしを図り、わざとぶっきらぼうに答えて正面を見み据すえたところで、フロントガラスにぽつりと細かな水すい滴てきが落ちてくる。高速道路を下りたあたりから雲が多くなってきたな、とは思っていたけれど、とうとう雨が降り出したらしい。

　小こ雨さめの中、ゆっくりと曲がりくねった道を上っていたのだが、颯太の口数がやけに少なくなってきたことに気がつく。もしかして車くるま酔よいをしたのかと心配になり、停車できる場所を探した。

　車線が分けられていない一本道には、所々にすれ違ちがいのための退たい避ひスペースがある。カーブを曲がったところでそこに車を滑すべり込ませて停車すると、助手席の颯太に声をかけた。

「颯太？　さっきからやけに静かだが、大だい丈じよう夫ぶか」

　隣となりに目を遣やり……ギョッとした。

　もともと颯太の髪かみ質しつは、癖くせのあるやわらかなものだ。静電気を帯びれば、ふわふわ漂ただよって始末がつかなくなると愚ぐ痴ちを零こぼしている。

　その髪かみが、重力に逆らって縦じゆう横おう無む尽じんに広がっていた。

「それはどうした？」

「……さっきから、指先がピリピリするな……って思ってたら、なんか、どんどん全身に帯電しているみたいで。もしかして、おれ、共鳴してるんじゃないかって……」

「共鳴、あ……雷らい雲うんか？」

　もしかして、と思いついてピッタリと閉じていた窓を少し下げると、遠くからゴロゴロと雷鳴が聞こえてきた。

　まさかとは思うが、他に颯太が帯電する原げん因いんらしきものはない。

「どうしてもっと早く言わない？」

「鷹人さん運転中だったから、邪じや魔ましちゃいけないと思って」

「バカモノ。無用の気き遣づかいだ」

　変なところで遠慮する颯太に眉まゆを顰ひそめて、隣に手を伸のばした。

　鳴神家の先祖は、雷らい神じんを身に降ろしていた。五十嵐家の先祖は、風神の加護を受けて鳴神家の補助をしていた。

　不ふ慮りよの事故で先祖返りしたという颯太の帯電を抑おさえるのは、五十嵐家の直系子孫である自分の役目だ。

　事情を知らされた当初は、悲痛な顔で自身に起こっている異変を訴うつたえてきた切せつ羽ぱ詰つまった颯太のために、義務感とボランティア精神によって除電をしていた。

　今となっては、その役目を果たせるのが自分でよかったと先祖に感謝している。他の人間に、除電……颯太と接触させるなど、冗じよう談だんではない。

　もう少しで颯太の肩かたに触れる……直前、パチンと指先に衝しよう撃げきが走った。

「ッ」

　アース役となるはずの自分が触れて、こんなふうに放電するのは、颯太の帯電が激しいことの証明だ。

「ジッとしてろ」

　もう一度触れようとしたところで、ピカッと雷光が瞬またたいた。

　フロントガラス越ごしにどんよりとした灰色の空を見み詰つめる颯太の横顔は、青あお褪ざめている。

「あっ、光った！　ヤバい……指先、ピリピリするし……鷹人さんの指まで、弾はじいてっ。このまま増ぞう幅ふくしたら、おれ、爆ばく発はつするんじゃ……ッ」

　余よ裕ゆうのない早口でそう言った颯太はゴロッと響ひびいた雷鳴に言葉を切り、ビクッと肩を竦すくませた。

　激しくなる雨あま脚あしと共に近づいてくる雷鳴、空を走る閃せん光こうに怯おびえて、助手席のシートの上で身体からだを小さく丸める。

　安全なはずの五十嵐の指に対してまで静電気が発生したことで、軽くパニックに陥おちいっているようだ。

「落ち着け。本来車の中は、雷かみなりを避さけるのに最適な場所なんだ。落雷があっても安全だから」

「でもっ、おれ自身がバチバチしていたら意味がないんじゃ……。危ないと思ったら、鷹人さんは逃にげて！」

　首を横に振ふりながら「逃げろ」と言われ、平静でいられなくなった。ムッと眉を顰めて、感情のまま颯太の肩を左手で摑つかむ。

　パチッとかすかな衝撃を感じたけれど、無視して強く指を食い込ませると、颯太がぎこちなくこちらに顔を向けてきた。

　逃げられる前に、右手で頭を引き寄せて唇くちびるを重ねる。　>>>♥

「っ……ン」

　唇の合わせを割って、強ごう引いんに舌を潜もぐり込ませる。

　縮こまる颯太の舌を探さぐり、ゆるく吸いついて誘さそい出し……そっと絡からみつかせていると、颯太の身体から力が抜けるのが伝わってきた。

　全身に張り巡めぐらせていた緊きん張ちようが抜けたのを確認して、口づけを解く。

「あ……」

　震ふるえる瞼まぶたを開いた颯太は五十嵐と視線を絡ませて、夢から醒さめたばかりのようにまばたきを繰くり返した。

「大丈夫だろう？　ほら……」

　ふわふわ揺ゆれるやわらかな髪をゆっくり撫なでつけると、逆立っていた髪がスッと収まった。

　両手で包み込むように頰ほおに触れ、もう一度「大丈夫だ」と告げると、両りよう腕うでで颯太の背中を抱だき締しめた。

　まだ車の外では雷鳴が響いているせいか、颯太は五十嵐の腕の中で息を潜ひそめるように気配を殺し、身み動じろぎもしない。

「どれだけおまえが火花を散らしていても、俺が鎮しずめてやる」

「……ん」

　雷鳴と車体に激しく叩たたきつける雨音、そして視界を白く覆おおう雨のカーテンが、まるで自分たちを世界から隔かく絶ぜつしているみたいだった。

　そうして、どれくらい颯太を抱だいていただろうか。

　一時的な通り雨だったらしく、窓の外が明るくなったかと思えば雲の合間から薄うす日びが差してきた。

　天候の回復に気づいたのか、それまで大人しくしていた颯太がもぞもぞと身を捩よじらせる。

「あの、鷹人さん。もう……大丈夫みたいだ。変にパニックになって、ごめんなさい」

　五十嵐の腕から抜け出すと、照れくさそうに笑ってそう言いながら見上げてきた。

　その耳を摘つまみ、ギュッと引っ張る。

「ごめんなさい、は不要だ。颯太の帯電を鎮めるのは、俺の役目……特権だからな」

　謝罪を咎とがめた五十嵐に、口を開きかけ……どうやらまた謝りそうになっていたらしく、数秒視線を泳がせて「ありがと」と、つぶやく。

　くしゃっとやわらかな髪を撫でた五十嵐は、さっきまでの荒こう天てんが噓うそのように穏おだやかさを取り戻もどした空を指差した。

「どうする？　目的地はすぐそこだが」

「鷹人さんがよければ、予定通りに行きたい。こんなふうに二人で出かけるの、あまりないし」

「わかった」

　うなずくと、停とめてあった車のエンジンを始動させてハンドルを握にぎる。太陽が顔を出して、雷雨の名残なごりは車のタイヤが道路に溜たまった水を撥はねる音だけだ。

「……俺たちらしい、デート日和びよりってやつか」

　まるで、雷雲を呼んだという颯太の先祖と、その雷雲を風に乗せて運んだという自分の先祖が現れて、見物をされたような……複雑な気分だが。

　そうつぶやいた五十嵐に、颯太は「だとしたら、野や暮ぼなご先祖だ」と唇を尖とがらせた。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。この度たびは、『風神×雷神』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　二冊目のルビー文庫さんは、またしても微び妙みようにイロモノな雰ふん囲い気きが漂ただようものになってしまいました。直球なタイトルが、すべてを物語っています。

　時々（？）普ふ通つうのものも書くのですが、ルビーさんは「イロモノでも珍ちん妙みようなモノでもドンと来い！」と待ち構えていてくださるので、安心してなんとなくイロモノに走ることができます。

　静電気をバチバチと弾はじけさせる厄やつ介かいな子ですが、ちょっぴりでも楽しんでいただけましたら嬉うれしいです。




　ふわふわ頭がキュートな颯そう太たと、クールな男前の五十嵐いがらしを描かいてくださったみずかね先生、本当にお世話になりました。ありがとうございました！　ご迷めい惑わくをおかけしたのに、素す敵てきなイラストをいただけて幸せです。

　今回も、とんでもなくお手を煩わずらわせました担当Ｍ様。すみませんでした……。ありがとうございました。もう少し、手のかからない人間になりたいものです。「すみません」と「ごめんなさい」の数が減らせるよう、気を引き締しめます。




　ここまで読んでくださった方も、ありがとうございました。なんとなくイロモノですが、ある意味ではバカップルな二人を生暖かい目で見ていただけると幸いです。

　それでは、失礼します。またどこかでお逢あいできますように！








二〇一五年　　もうすぐ桜の季節です




真崎ひかる　　
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